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序

坂祝町は加茂郡の南西、岐阜県中南部に位置します。町の南端を流れる木曽

川は、日本ラインとして著名であり、また名勝「木曽川」として国指定を受け

ている景勝地です。

このたび、国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所による一般国道

21号坂祝バイパス建設に伴い、坂祝町深費地区にある梅替古墳の発掘調査を実

施しました。梅替古墳は、坂祝町中央部に位置する郷部山西斜面の尾根上に立

地しています。尾根の西側には、各務原山地の急峻な山並みの手前に広がる深

萱・勝山地区の平坦地があり、古墳からはこれらの地区を一望にできます。坂

祝町には、町史跡である「坂祝火塚古墳」をはじめとして数多くの古墳が分布

していることが知られていますが、古墳の本格的な発掘調査は今回が初めてで

あり、町内の古墳時代後期の古墳の様相を深萱・勝山地区において先んじてう

かがい知ることができるようになりました。

今回の発掘調査によって、梅替古墳はこの地域に特有の横穴式石室をもち、

特徴的な三段築成の墳丘を築造していることが明らかとなりました。木曽川中

流域における後期古墳の指標となりうるものであり、また、岐阜県の古墳時代

を考える上でも貴重な資料を得ることができたと考えています。本報告書が、

広く県民の皆様に活用され、埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地

の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土遺物の整理・報告書作成に当たりま

して、御理解と御協力をいただきました関係機関並びに関係者各位、坂祝町教

育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成 27年 12月

岐阜県文化財保護センター

所長官田敏光



例言

1 本書は、岐車県加茂郡坂祝町深萱に所在する梅替古墳(岐阜県遺跡番号21501ー 11606)の発掘調査報

告書である。

2 本調査は、平成 26年度一般国道 21号坂祝バイパスに伴うもので、国土交通省中部地方整備局から
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5 本書の執筆は、第1章を長谷川幸志が、それ以外は大本直人が行った。また編集は大本が行った。
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図版作成などの支援業務は、橋本技術株式会社に委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

8 放射性炭素年代測定 (AMS法)は、株式会社パレオ・ラボに委託して行い、その結果は第4章に掲載

した。執筆は株式会社ノ屯レオ・ラボによる分析結果をもとに、大本が行った。

9 発掘調査及び報告書の作成に当たっては、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記し

て感謝の意を表する次第である。(敬称、略・五十音順)
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10 本文中の方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標系第四系を使用する。

11 土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄2∞2W新版標準土色帖u日本色研事業株式会社)によ
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第 1節調査に至る経緯 1 

第1章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

梅替古墳は、加茂郡坂祝町糠萱字梅替に所在する(図1)。

一般国道2H寺坂祝バイパス建設に先立ち、その建設予定地内に周知の埋蔵文化財包蔵地『見掛寺跡」

(岐阜県遺跡番号21501-10140)が所在することから、平成23年度に岐阜県教育委員会{以下『県教育

委員会』という。)が現地確認を行い、墳丘状の高まりを発見した(写真1)。その後、同事業主である国

土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所長(以下、『事務所長』という。)からの依頼を受け、平成

24年 1月に県教育委員会が試掘確認調査を実施した。その結果、墳丘状の高まりが人為的な盛土であるこ

とを確認し、須恵器が出土したことなどから、古墳である可制生が高いことが判明した.これを受けて、

県教育委員会と坂祝町教育委員会で協議を行い、梅替古墳(岐阜県遺跡番号21501-116伺)として新たに

遺跡として登載をすることとなった(平成24年4月23日付け社文第152号坂祝町教育委員会教育長あて

県教育委員会教育長通知}。その結呆をもとに平成25年1月 15日の平成24年度岐阜県埋蔵文化財発掘調

査検討会において、 840nfの本発掘調査が必要との意見をまとめた.



2 第 1章調査の経緯

なお、見城寺跡については、平成 24

年度に県教育委員会が試掘確認調査を

行ったが、寺院に関する遺構は確認さ

れなかった。

文化財保護法第 94条第1項の規定に

基づき、事務所長から県教育委員会教

育長(以下「県教育長」という。)あて

の発掘の通知(平成 25年4月 12日付

け国部整多調設6号)が提出され、同

法 94条4項の規定に基づき、県教育長

から事務所長あて発掘調査の実施を求

める勧告(平成 25年4月 23日付け社

文第4号の 12)を通知した。事務所長

から発掘調査の依頼を受け、岐阜県文

写真1 発見時の梅替古墳

化財保護センター(以下「センター」という。)は、文化財保護法第 99条第1項の規定に基づく発掘調査

着手の報告(平成25年6月 12日付け文財セ第63号)を県教育長に提出した。

第2節調査の方法と経過

(1 )調査の方法

梅替古墳の発掘区は、墳丘の盛土及

び表面観察で確認された周溝状の地形、

周辺の平坦地を含めた 840rrlで設定し

た。なお、 TP4と TP5の聞などの平坦

地の範囲は、試掘確認調査結果や観察

による地形の変化に基づいて設定した

(図 2)。立木の伐採後、現況地形測量

を実施し、墳丘等の遺存状況等を確認

し、墳丘から裾付近までの土層観察畦

を図面上で設定し、現地に位置を落と

した。遺物取り上げ等に用いる調査グ

リッドの設定は、世界測地系の座標に
写真2 伐採後の発担区

基づき、一辺5mとした(図 3)。試掘確認調査により、表土の腐葉土直下が遺構検出面であると認識し

ていたため、表土掘削はすべて人力で実施することとした。調査の進展に伴い、埋葬主体部である横穴式

石室を検出し、墳Eの主軸が明らかとなった。そのため土層観察畦とは別に墳丘記録用の墳丘主軸を設定

し、以降の記録作業に用いた。その後、墳丘を除く発掘区全体が流土 (ll層)に覆われており、尾根を切
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る墳丘東側の周構が広がることが判明したため、調査範囲を 78nf広げ、さらにE層の大部分を重機によ

り除去した。横穴式石室の埋土掘削中に北側側壁に崩落の兆しが現れたため、その時点で掘削を中止し、

そのままの状態で空中写真による景観撮影を行った。墳丘の断ち割りは重機を用いて行い、横穴式石室と

墳丘構鉱晶程、下部遺構の調査を行った。

遺構の記録は、手測り測量とデジタル測量を併用して実測図を作成し、写真撮影した.遺物は原則とし

て全点の原位置をデジタル測量により言醸した。
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図 2 周辺の地形と詰掘坑の位置(S=lハ.000)

(2)調査の結晶

調査の魁晶は、以下のとおりである。

発掘作業(平成25年度)

第 1週 5/16--6/1 16日;から発掘区及t瑚ド士置き場の伐採作業開始し、同時に調査員事務所の

--3週 設置工事等準備を進めたo 23・24日に現況地形測量を実施し、 31日から人

カによる表土及び遺物包含層の掘削を開始した。

第4週 6/2--6/8 表士及び遺物包含層の掘削を継続した。

第5週 6/9~6/15 11日;から墳丘頂部に近いD.E7グリッドの遺構検出作業を開始した。墳

頂部周縁に盗掘排土 (SX1)が存在していることを確認した。

第6週 6/16--6/22 引き続き検出作業を実施したが、週の後半 (19--21日)雨天により作業中

止となった。 18日に石室の盗掘坑埋士(8005)の一部を確認したが、当初は
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小規模な士坑と認識していた。

第 7週 6/23~6/29 D 4グリッド付近の墳丘面が判然としないため、サプトレンチ(墳丘 TR

1)を設置して掘削した。調査当時は墳丘面を確認できたと判断したが、

最終4的には墳丘面まで到達していなかったことが判明した。

第 8週 6/30~7/6 引き続き検出作業を実施したが、週の後半 (3~5 日)は雨天により作業

中止となった。

第 9週 7/7~7/13 11日に墳丘南西の裾から検出した石列 (SW1)の写真撮影等を実施した。

12日には墳丘全体の検出状況写真を撮影した。

第 10週 7/14~7/20 16日から発掘区北東部の検出作業を進めると同時に、盗掘排土 (SX1)の

断ち割りを開始した。 17日からは墳丘西斜面の堆積状況を確認するための

サブトレンチの掘削を行ったロ

第 11週 7/21~7/27 25日に三重大学名誉教授八賀晋氏による現地指導を受けTらこの際、葺石

の存在について指摘を受け、盗掘排土除去を優先して進めることにした。

実際にこの時点で墳丘2段目南側斜面の葺石を確認していたが、当初は後

世の石積みと考えていた。

第 12 週 7/28~8/3

第 13 週 8/4~8/10

30日に盗掘坑埋土(S∞5)の範囲を確認し、掘削を開始した。その過程で石

室の側壁を確認した。さらに墳丘2段目北東部の盗掘排土下から多量の磯

を検出したことから、盗掘によって石室の石材が廃棄されたと判断したが、

後に葺石とその転石が大部分である事が判明した。

墳丘の西斜面の石室関口部は後世の改変により完全に埋もれていた。検出

の際は何らかの目的で墳丘を利用するために盛土を行ったものと考え、そ

の範囲に主体部とは別の遺構名をつけて検出を実施した。結果的には石室

の南側と羨道、前庭部の埋土として取り扱った。

第 14週 8/11~8/17 夏季休業

第 15週 8/18~8/24 盗掘排土の除去過程で、墳丘に掘り込まれた横穴 (SK3)を検出したが、

天井崩落の恐れが生じたため、途中で掘削を切り上げた。石室東側の土層

記録をとり、完掘作業を開始した。また、墳丘南西の斜面でも葺石を確認

した。

第 16週 8/25~8/31 石室の床面に近い部分には側壁などの転石が多数見られ、これを人カによ

り除去しながら掘り進めた。

第 17週 9/1~9/7 後世の盛土と考えた S015の一部と SX3の検出が終了し、表面の単点測量を

第 18 週 9/8~9/14

実施した。その後、 S015の掘削や SW1の解体作業を開始した。 9月5日に

再度八賀氏の指導を受けた。

石室内の底面付近から管宝や耳環、石製紡錘車が出土したが、それらの出

土位置から、副葬品が原位置をとどめていない可能性が高まった。また、

墳丘南東にも葺石が残存していることを確認し掘削を行った。この頃に発

掘区全体が流土で覆われている可能性を考えるようになった。
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第 19週 9/15~9/21 墳丘の周囲にサブトレンチを入れて流土の堆積状況を確認した。この結果

を受けて、東側に発掘区を拡幅すること、重機掘削により流土を除去する

ことを決定した。 21日に現地説明会を開催し、見学者 173名が来場した。

第20週 9/22~9/28 24日から重機掘削を開始し、翌日に一旦終了した。その後、墳丘北側から

遺構検出作業に入った。遺構掘削は、墳丘や石室の土層観察畔の除去、墓

道の排水溝 (SD2)を実施した。また、 SX3の掘削を行い、多量の磯とと

もに墳丘1段目の葺石基底石を検出した。

第21週 9/29~10/5 発掘区東側の拡幅部を重機により掘削し、古墳築造の際に尾根を造成した

状況が明らかとなった。重機掘削後に当該部分の周溝 (SD1 )などの検

出・掘削作業を開始した。この際、周溝埋土上面から火葬施設と考えられ

る SLlなどを検出した。石室は、天井石や転落石を除去し、その下の埋土

の掘削を進めた。

第 22週 10/6~10/12 流土に埋もれていた墳丘南側の掘削を進め、 1段目の葺石が良好に残って

いる状況が明らかとなった。また、前回の掘削では墳丘南側の流土除去が

不十分であることがわかり、重機による再掘削を行いながら遺構検出・掘

削を進めた。墳丘南の遺物包含層掘削では中世陶器などが多く出土し、基

盤層上面で土坑や柱穴などを検出した。 10日に八賀氏から墳丘解体時の調

査に闘する指導を受けた。 11日に石室の北側側壁背後の墳丘に亀裂が見つ

かったため、石室内の掘削作業をー且中止し、空中写真撮影後に石室の一

部を取り壊した上で掘削することとした。

第 23週 1O/13~10/19 重機掘削と遺構検出、遺構掘削を併行して作業を進めた。 SWlの周辺下層

から中世以降の墓と考えられる SK7・SK11を検出した。 19日にはラジコン

ヘリコプターによる景観撮影を実施した。

第24週 1O/20~10/26 埋め殺しとなっている墳丘2段目の葺石基底石の検出から墳丘解体作業を

開始した。併せて排水溝 (SD2)の図化、解体作業も進めた。 24日から重

機による墳丘の解体作業を開始した。石室内の掘削に入った。

第 25週 10/27~11/2 墳丘断面のま録作業を開始した。石室は 29日に掘削が終了し、測量作業を

開始した。墳丘断面の記録作業と同時に墳丘下面の遺構検出を進め、石室

の掘方のほか、被熱遺構 (SL2)などを検出した。墳丘の除去は2日にほ

ぼ終了した。 10月 31日に現場事務所を撤収し、同時期に調査を進めていた

東野遺跡の現場事務所に拠点を移した。また、 11月1日から遺物の一次整

理作業を開始した。

第 26週 1 1/3~11/9 最後に残った石室掘方の記録作業を行い、 6日に現地における記録保存作

業は終了した。 7日から重機による埋戻しを実施し、 8日に終了した。

第 27週 11/10~11/16 12日に事業主である多治見砂防国道事務所の担当者とともに現地確認を行

い、現地の引き渡しを行った。また引き続き一次整理作業を進めた。

第28週以降 一次整理作業は 11月 26日まで実施した。 12月には SL2出土炭化材の放射
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性炭素年代測定仏MS法)を委託し、 3月20日に納品を受けた。その他記

録類の整理等を年度内に行った。

整理等作業(平成26年度)

整理等作業は、平成26年4月から平成27年3月まで実施した。

(3)発掘作業及t舟整理等作業の体制

センターにおける梅替古墳発掘調査の調査体制は、以下のとおりである。

センター所長 丸山和彦(平成25年度)、宮田敏光(平成26年度)

総務課長 二宮隆(平成25・26年度)

調査課長 成瀬正勝(平成25・26年度)

調査担当係長 河瀬実帯(平成25年度)、藤困英博(平成 26年度)

調査担当職員 長谷川幸志(平成25年度)、大本直人(平成 26年度)

園3 地区割り固
(S=1j400) 
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第2章遺跡の環境

第1節地理的環境

加茂郡坂祝町は、岐阜県美濃地方の中央南端部に位置する。木曽川の中~下流域にあたり、木曽川を挟

んで南側は愛知県犬山市、岐阜県側では東側から可児市、美濃加茂市、闘市、各務原市と境を接する。町

の南端を西に向かって流れる木曽)11の流域は国指定名勝に指定されており、その景観が保護されている。

坂祝町周辺の地質は、岐阜県に広く分布する美濃帯を基盤としている。当地域の美濃帯中生層は、チャ

ートと朝猪泥岩互層が重なる整然層で構成されており、美濃帯堆積岩類の内、上麻生ユニットに属すると

される。この上麻生ユニットは、三畳紀前期からジュラ紀中期の堆積物であり、典型的な海洋プレートの

層序(チャート砕屑岩シークェンス)を示す。この層序が断層により何層にも重なり、例えば三畳紀のチ

ャートがジュラ紀の剤治にのるような逆転した状況が見られる。こうした現象により、積算層厚は 7，000

mにも遣するとされる。この美濃帯中生層が分布する各務原山地は、可児市西部から坂祝町南部を経て、

岐阜市北部まで延びる細長い山地であるが、上j麻生ユニットの硬いチャートは浸食を受けにくいため、坂

祝町指定史跡「猿喰城跡」が立地する城山 (275.3m)を始め、急峻な地形が発達している。しかし、梅

替古墳が立地する郷部山 (179.8皿)はこのチャートが分布していないため、比較的なだらかな山体を呈

する。なお、郷部山北東部及てF加茂山は、新第三期中新世瑞浪層群の内、蜂屋累層の分布が見られ、さら

に緩やかな地形となっている。

坂祝町は、坂祝町・美濃加茂市・川辺町・八百津町・可児市にかけて広がる美濃加茂盆地の一角に位置

する。美濃加茂盆地内は河岸段正が発達し、段正崖が各地に見られる。平成 15・16年度にセンターが国

道 248号バイパスの建設に伴い発掘調査を実施した東野遺跡(加茂郡坂祝町)は、中位段丘面(加茂野

面)の段丘崖端部に立地する遺跡である。この段正崖が木曽川水系と長良)11水系を分けており、加茂野面

は緩やかに西に傾斜する地形となっている。この中位段丘には、第四紀更新世の堆積である厚さ約 10血の

加茂野層(木曽谷層)が分布している。加茂野層は、新期御巌火山のオレンジ色の軽石を含む特徴があるロ

また、東野遺跡が立地する大針の段丘崖付近には、御巌山起源の火山泥流と考えられる木曽川泥流堆積物

が分布している。この堆積物は、御巌山の東麓から西野川(木曽川支流)及び木曽川に沿って、犬山市ま

で約 150kmを流れ下った大規摸な火山泥統の証拠とされており、木曽川から迫間川を逆流して梅替古墳が

所在する深萱近辺の平坦地まで達している。東野遺跡の調査においても木曽川泥流堆積物が確認されてい

るlhさらに深萱には、木曽川泥流堆積物が谷をせき止めた生じた水たまり内の沈殿により、窪地などに

堆積した粘土層(深萱粘土層)も見られる。深萱の平坦地は、大きくは先に述べた中位段丘面に属するが、

梅替古墳の所在する付近では、迫間川沿いの狭い低位段丘や、郷部山から供給された堆積物によると考え

られる緩斜面(扇状地)も見られる。この様な立地から、梅替古墳から西にむかつての眺望は開けている

が、正面に各務原山地の岩塊がそびえ、北側の前山 (162.8血)周辺と比較すると、やや奥まった場所と

しての印象が強い。

注

1 )調査では、基本層序羽層(褐色土層)とされている。財団法刈岐阜県文化財保護センター2007W東野遺跡』
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図 11(鹿野2002)に基づき作成

中生代 ジュラ紀美濃部推移i岩上麻生ユニット

第2節歴史的環境

ここでは、発掘調査が実施された遺跡を中心に、梅替古墳周辺の歴史的環境について記述する.なお、

文中の遺跡名あとの番号は図5、表1と一致する。

旧石聴時代

発掘調査が実施された海老山遺跡(富加町)、市橋北野遺跡(美漉加茂市)をはじめ、加茂野台地周辺

では、古くから旧石器時代の石器が多く採集されているが、坂祝町周辺の散布地としては、平井遺跡

(20)・野田遺跡 (25)がある。坂祝町では、東野遺跡 (5)の第1次調査(平成 15・16年度)において
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台形石器やナイフ形石器、石核が出土している。ただし、いずれも表土層や撹乱坑からの出土であり、明

確な遺構ヰ漬物包含層は確認されなかった。

縄文時代

坂祝町には、昭和 61・62年度にかけて坂祝町教育委員会が木曽川改修工事に伴い発掘調査を実施した

芦戸遺跡 (16)がある。縄文時代中期の竪穴建物の他、前期後半~末葉の土器がまとまって出土した。セ

ンターが実施した東野遺跡の第1次及び第2次調査(平成 24・25年度)においても、縄文時代中期後葉

の竪穴建物計8軒などが見つかっている。大杉西遺跡 (21)においてはセンターが実施した調査の際、竪

穴建物とともに、桁行・梁行ともに2聞の掘立柱建物を検出した。また、隣接する大杉遺跡 (22)におい

ても、関市教育委員会の調査によって、同様な掘立柱建物が検出されている。北裏遺跡 (43)では、昭和

46年度に可児町教育委員会が調査団を結成して調査を実施し、五貰森式に比定される土樹官墓9基などが

検出されたロ

弥生時代

センターが実施した調査では、大杉西遺跡、東野遺跡で弥生時代中期から終末期(古墳時代初頭)の遺

構を検出している。この他、美濃加茂市や可児市教育委員会によって多くの弥生時代の遺跡が調査されて

いる。南野遺跡 (28)では、貝回町式期の長方形の平面形が特徴的な竪欠建物が検出されており、東野遺

跡(第2次調査)でほぼ同じ形態をもっ遺構が確認されている。また、大杉西遺跡や東野遺跡(第2次調

査)では弥生時代後期から古墳時代初頭の方形周溝墓が検出されている。

古墳時代

集落遺跡では、東野遺跡において前期・後期ともに遺構が検出されているが、中期の遺構は確認されて

いない。大杉遺跡では、縄文時代から古代にかけての竪穴建物 285軒 (2007年 10月時点)検出されてお

り、古墳時代の遺構も多数見られる九

坂祝町内の古墳では、現在宮内庁が所蔵する銅鏡等が出土した前山古墳 (4)や町指定史跡である火塚

古墳 (8)が著名である。前山古墳は、明治 19年 1月、岐阜豚令小崎利準から宮内大臣伯爵伊藤博文に

あてた『古器物差出之義ニ付上申~ (宮内庁所蔵)に、「美濃園加茂郡黒岩村宇有古山ト稽スノレ山嶺ニ於イテ

我見」した「古器物」、「古鏡四面Jr曲玉 三 個Jr管玉三拾八個Jr貴IJ 一口」の取り扱いを「昨十

八年六月十七日付ヲ以テ及上申」し、「同年十三月三十八日付ヲ以御指令」に従って、「通運舎社」によっ

て郵送したことが記載されている引ロ出土した銅鏡はいずれも佑製鏡であり、古墳の築造年代について徳

田誠志氏は、「四世紀末から五世紀初頭」と推定している九火塚古墳は、小J11栄一氏の調査によって上

円下方墳と報告された4)畿内系両袖式の横穴式石室をもっ大型方墳である。同じ木曽川中流域に所在する

次郎兵衛塚1号墳とともに、 7世紀の地域首長墓とされているが、発掘調査が行われていないため、正確

な築造時期は不明である。『坂祝中市古』の記述によれば、この他、火塚古墳が所在する取組・酒倉地区の

郷部山の南斜面には、多数の古墳が立地していたが、開発に伴い滅失したものも多く、坂祝中学校などに

遺物が保管されている。また、梅替古墳の立地する深聖地区に隣接する勝山地区では、個人宅の敷地内に

あった塚から勾玉等が出土しており 4)、現在も同家において保管されている。

梅替古墳と同じ深萱地区には、南大洞古墳 (3)がある。梅替古墳から北に約 100血離れた緩斜面に立

地し、現在は民家の庭となっている。露出している石材から横穴式石室を持っと考えられるが、詳細は不

明である。地元の方の御教示によれば、南太洞古墳東の畑地を開墾した際、チャートを石材とする横穴式
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石室が出土し、石室内から須恵器を発見したとのことであった。このことから、南大洞古墳埠互で数基程

度が集まる群集墳を形成していた可能性が考えられる。

その他近隣の調査事例として、梅替古墳の南西、各務原山地の南斜面に立地する半ノ木洞古墳 (49)が

ある。昭和田年に宅地造成に伴って、各務原市教育委員会によって発掘調査が実施され、全長約8mで

無袖式の横穴式石室が検出された。梅替古墳に類似する点が多く、注目すべき事例といえる。

古代

坂祝町においては、東野遺跡(第2次調査)において古代の竪穴建物が検出されているロまた、美濃地

方で最も古い古代寺院とされる願興寺廃寺跡出土の単弁八葉文軒丸瓦と類似する瓦が出土している雲埋廃

寺跡 (11)がある。その他、東野遺跡の東方丘陵(加茂山)に所在する坂祝神社は、『延喜式神明帳』に

記載のある「坂祝(サカハフリノ)神仙に比定されている。

近隣の調査事例としては、大杉遺跡の集落跡や、大杉廃寺跡 (23)がある。大杉廃寺跡は昭和 31年と

50年に闘市教育委員会によって発掘調査が行われており、一辺7m前後の基壇が確認された。

中近世

坂祝町内における中世以降の調査事例は、東野遺跡以外にはない。東野遺跡では、第2次調査において、

上屋の痕跡を伴う竪穴状遺構が検出された。その他坂祝町内における中世の遺跡では、町指定史跡となっ

ている猿啄城跡(17)がある。猿啄城跡は、勝山地区を東に見下ろす城山の頂上に立地しており、その東

山麓には居館や家匡団の屋敷地とされる猿啄城間醐(18)がある。関市龍泰寺蔵『住職肝銘記無極由

緒之事』によれば、応永 14年 (1407)年には城主西村善政が在城していたが、嘉吉元年 (1441) に田原

頼政により落城したという。『新撰美濃志』ではその後、田原氏は一族の多治見修理の謀反によって討た

れ、織田信長に攻められるまで多治見氏が支配したとされる。信長は勝山城と名前を改めて家臣のf可尻秀

隆を置き、秀隆が天王3年 (1575) に岩村城主についた際に廃械となったと推測されている引。梅替古墳

の調査の契機となった見誠寺跡 (2)は、『坂祝村誌』によれば、天文8年 (1539年)当時猿啄城主であっ

た田原左衛門頼吉によって城の鬼門寺として建立され、大洞山見城寺と号し、文禄元年 (1592年)に勝山

村に移転、江戸時代の転宗に伴い覚専寺と名称を改め、明治 33年に現在地に移転したとされる寺院であ

るべその名のとおり、猿啄城跡を南西方向に望む立地となっている。

坂祝町では、近世に中山道が通っており、鵜沼宿からうとう峠を越えて坂祝に入札郷部山の南側を通

って太田宿に至った。なお、東山道については、木曽川の渡河地点、に諸説あるため、飛騨支路を含めて坂

祝町との関わりは定かではないが、徳田氏は、梅替古墳より北の尾根上に所在する前山古墳の立地が、

「南と西方向は前の尾根にさえぎられてまったく見渡すことができないが、北に向けて眺望が開けて」お

り、「東方向に恵那山がそびえ、信州へ通じる道の祭把遺構が見つかっている神坂峠を望むことができ

る」ことから、「巨視的に見れば後の東山道に関係してくるもの」と推定している九

注

1) 岐阜県教育委員会・財団法人岐阜県文化財保護センター2∞8W岐阜県新発見考古速報平成20年度岐阜県発掘

調査報告会ー』

2) 坂祝町教育委員会町史編纂事務局編2005W坂祝町史(通史劇』

3) 徳固執古1鈎2r古墳時代前期末の二古墳ー岐阜県行基寺・前山古墳をめぐってーJW肝陵・関西大学博物館学課

程創設三十周年詑念特集』
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4) 棚村教育委員会編19日『坂樹制

5) 岐阜県教育委員会2004r岐阜県中世城館跡韓合調査報告書第3集(可茂地区・東謹地区)J

園5 周辺の遺跡(S=1/50，O∞)
国土地理院斬腹濠色地図 (25，0関分のりを1/2に縮小して作成

表1 周辺遺跡一覧

府 遺跡名 時代 番号 遺蹴包包 時代 署号 遺跡名 時代

1 榔替古墳 古墳 18 猿啄嬢居館跡 中世 36 臓の内古墳 古墳

2 見越寺跡 中世 19 輪形古級跡 古代・平安 37 太田元薬師廃寺跡 奈良

3 南大綱古墳 古墳 20 平井遺跡 旧石梼 38 持曜嘆遺跡 弥生

4 前山古墳 古墳 21 大杉育遺跡 縄文~中世 39 太田宿本陣跡 近世

5 東野遺跡
縄文~近

世

22 大杉遺跡 縄文~奈良

23 大杉廃寺跡 奈良

40 土田J袖浦遺跡 縄文

41 八幡古墳群 古墳

6 山神古墳 古墳 24 粟倉遺跡 弥生~平安 42 土固定安遺跡 古漬

7 西帯鍵古墳群 古墳

8 火塚古墳群 古墳

26 野田遺跡 岡右犠

26 迫間続跡 中世
43 ~t.裏遺跡

縄文~鎌

倉

9 新木林古墳 古墳 27 稲辺遺跡 縄文 44 宿遺跡 縄文

10 北高見古墳 古墳 28 南野遺跡 積性・古墳 46 土田栄町遺跡 縄文

11 雲埋廃寺商事 奈良 29 変電所南遺跡 弥生 46 土田城跡 中世

12 東島古墳 古墳 30 県主神社西遺跡 積世 47 中口調古鶏跡 平安

13 野田古墳群 古墳 31 矢田廃寺島事 奈良 48 東洞古窯跡 平安

14 野田遺跡 縄文 32 トドメキ古墳 古墳 49 半ノ木洞古墳 古墳

16 神田古墳 古墳 33 井口遺跡 積直 関 うとう峠一里塚 近世

16 芦戸遺跡 縄文・噴也 34 井ノ上遺跡 縄文 51 尾崎遺跡 縄文

17 設啄城跡 中世 36 人幡神社西遺跡 平安 回 瀬ノ上遺跡 中世
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第3章調査の成果

第1節層序

今回の梅替古墳発掘区は、郷部山西斜面の尾根上に位置しており、第2章第1節で述べた砂岩・泥岩起

源の風化士層とそれらが斜面上方から流入したことにより、地形が形成されている。墳丘東側lから南側に

かけては谷状の地形が多量の砂で埋没しており、古墳築造当時とは大きく地形が変わっている。墳丘北側

や西側は、古墳本体により斜面上方から土砂流入が遮られたと考えられ、南側とは堆積状況が異なる。ヤ

のなかには墳丘からの流入士も含まれる可能性が高い。

基本層序は試掘確認調査の調査坑及び調査結果により、 I層からE層を設定した。

I層表土

地表面に堆積した腐葉土であるロ現況が山林であるため、発掘区全域に分布する。極めて薄い堆積であ

り、傾斜の強い箇所では I層が斜面下方に流出し、 E層が露出した箇所もみられた。

E層流土(遺物包含層)

斜面上方から流入したE層や墳丘からの流入土を一括した。総じてしまりが良く、色調は明褐色ゃにぶ

い黄褐色などさまざまだが、 E層(基盤層)と同様な明るい褐色を呈するのが大半である。 E層と類似す

ることから、 E層とE層との区別が難しい箇所もあった。また、斜面上方からの流入土と墳丘からの流入

土との区別が困難であった。これは、同じ基盤層が起源の土であるためと考えられる。

墳丘東側から南側(尾根の軸線より南側)では、斜面上方から流入した厚い砂の堆積(図 7: 24・27層/

砂層・砂質シルト層、図 8 ・ 34 ・ 37~39 層/砂層)によって、確認した周溝のほとんどを埋めていた。南側

では、 E層を削平して造成された中世以降の遺構を確認したが、これらの遺構も厚い堆積によって埋没し

ていた。さらには、最下層付近からも中世の遺物が出土し、墳E下で確認できた旧表土が認められないこ

とから、付近の開発や伐採などの影響を受けて中世から近世にかけて埋没したと考えられる。堆積してい

る砂の粒が粗いことから、比較的短期間のうちに堆積が進行したと考えられる。

墳丘北側lから西側(尾根の軸線より北側11)では、確認した周溝が流入土で埋没していたが、墳丘南側と

比べ薄い堆積であっt'C..o 墳Eからの流入土(図7・22層/粘質シルト層、図8・33層/シルト層、 35・36・

41層/粘質シルト層、 40層/砂質シルト層)が主体と考えられ、東側や南側よりもシルト質で粘性がある。

墳丘の南西で検出した人為的な盛土である SX3は、中世に流土がある程度堆積した状態で造成された

ものであり、 E層の上に造成していることが確認できる(図8: 28~32層)。これをふまえると、墳丘の改

変前後で層序に段階を設定する必要が生じるが、調査においてこれを区別することは困難であり、墳E東

側の土層断面図で見られるように、墳丘からの流入土と斜面上方からの流入土が互層になっている部分も

ある(図8 ・ 34~41 層)。このため、発掘作業中の遺物取り上げの際は一括してE層として取り扱った。こ

の箇所からは須恵器と中世陶器を中心に出土した。墳丘の崩落と斜面上方からの流入のおおよその時期を

示すとともに、崩落や流入が数回にわたったことを示すと考えられる。
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E層基盤層

尾根を構成する基盤層をE層とした。先述したように、 E層と類似する明るい褐色(赤褐色・黄褐色)

や櫨色(にぶい黄桂色・檀色)を呈する。堆積土中に風化した砂岩を多量に含む。墳丘東の尾根上や周溝

の底面付近では岩盤が露出している(図8: 47層)が、斜面下方の西に向かうにつれて粘質の強いシルト

層になる。これは古墳が造成される以前に斜面上方から風化した土層が流入したためと考えられ、基盤層

は東から西にかけて岩盤→風化土層→崖錐性堆積が表面に露出していると推定される。古墳を造成する際

には、岩盤が露出した急傾斜地を避けて、流土によって形成された緩悌↓地を選地したと考えられる。な

お、墳丘盛土の下層から、旧表土及び漸移層を確認した(第3章第3節図 20，..._.図 22)。古墳直下のみであ

ることから基本層序には含めていないが、古墳造成前には尾根全体にみられたと考えられる。

。
(S=1/5両

25聞

発掘区周辺

地形図

園6 発掘区土眉断面図の位置

N 
E層上面

発掘区全域園



ト~

，t.. 

漉
ω
冊

置
凶
附

S
海
湘

90.伽

麗苅，

置lin

扇雨明

o 5m 

(8=1/100) 

_1L 
90.伽

89.伽

8a.e而

1 1属
2-自 石室温土・盗楓坑

10-20 SXl (盗掘排士}
21-21 D居

28-31 SLl (被撚遺構}

32 周溝埋土
33-46 墳E盛土

47・48 m層

S 
萄万四

89.伽

90.伽1

2 

扇市n

、 百万四
24 

一一、 ; 、__ 27 - _ 
ヲー一ーー』ーー-一一ーーーーーーー~ー一. 一ーー一一 一、ーー- I 一一一 一--___..J蔚五百

S伝扇面

sτ百

園
、』

潟
苗
岡
仲
田
覇
回
国
司

86.伽

7，6YR3/3暗褐色土(しまりなし、粘性なし)腐葉土 18 7.町R4/4 褐色シルト{砂岩粒・砂岩1%含む、ややしまりあり) 37 10YR3/Z 黒褐色粘質シルト(褐色土が 16私混じる、ややしまりあり)
10YR4/2 灰黄禍色シルト{砂岩粒・黄禍色土7%含む、炭化物わずかに含む、 19 7.庇R4/6 褐色粘質シルト(砂砦粒・砂岩3%含む、しまりなし) 38 37屠とほぼ同じだがしまりあり
ややしまりあり) 20 10YR51日 貨褐色砂質シルド(炭化物わずかに含む、しまりなし) 39 7.町沼12 黒褐色粘質シルト{褐色土がプロック状に15%混じる、しまり
2.5YR4/2 暗灰黄色砂質シルト(砂岩粒・賀補色土3%含む、炭化物わずか 21 IOYR5/自 賛褐色砂層(砂岩粒3%含む、しまりなし) あり)

1::含む、ややしまりあり) 22 10YR3/4 暗褐色粘質シルト(砂岩粒、炭化物わずか1::含む、しまりなし) 40 7.町R3/3 暗褐色粘質シルト{ややしまりあり
4 IOYR4!4 褐色粘質シルト(砂岩粒1%含む、ややしまりあり) 墳丘流土 41 7.町R4/4 褐色粘質シルト(砂岩粒が2%混入、しまりあり)

5 2.5Y4!3 オFープ褐色粘質シルト(砂岩粧3%含む、ややしまりあり) 23 10YR2/2 黒褐色粘質シルド(しまりなl-) 42 7.町R4/3 褐色粘質シノレト(砂岩粒が2%混入、しまりあり)
自 10YR4!3 にぶい黄禍企粘質シルト{砂砦粧3%含む、ややしまりあり) 24 10YR61自 明貧褐色砂質シルト f砂岩粧3%含む しまりあり) 43 7.回R3/4 暗褐色粘質シルト{砂岩盤1%含む.ややしまりあり)

7 10YR3/3 暗禍色粘質シルト(砂婚粒3%含む、ややしまりあり) 26 7.町Rjj/6 明禍色粘質シルト{粗砂混じ哲、しまりなし) 44 7.町R3/1 黒褐色粘質シルト (46層が弓状に混じる、しまりあり)
8 10YR4!6 褐色粘賀、ンノレトゆ掛粒 1%含む、しまりあり) 26 10YR4!3 にぷい黄褐色粘質シルト(粗砂混じ旬、しまりなし) 46 7.町R4/6 褐色粘賓シルト(砂岩粒・プロック 10%混入、黄褐色プロック
9 10m/4 暗褐色シルト(砂岩組1%含む、ややしまりあり) 27 10YR5/自 賀補色砂層(しまりなし) が部分的に槌入、炭化物わずかに含む、しまりあり)
10 7.5YR4/4 褐色粘質シルド(砂岩粒、炭化物わずかに含む、しまりなし) 28 7.町商，/8 檀色粘土(しまりあり) 46 7.町2/1 黒色粘質シルト{砂岩粒・炭化物わずかに含む、しまりあり)

盗鏑排土からの流出土 29 7.皮回/1 黒色土炭化物の堆積 47 10YR4!3 にぷい貧控色粘質シルト(ややしまりあり)

11 7.5YR4/6 褐色粕質シルド(砂岩粒2%含 む や やLまりあり) 30 7.民R4/6 褐色粕賀シルト(粗砂混じり、ややしまりあり) 48 7.町R6/6 樺色粘土(径511程度の砂岩穣15%含む、しまりあり)
12 10YR51自貧褐色砂質シルト{炭化物わす‘かに含む、しまりなし) 31 7.田R5/6 明褐色粘質シルト{ややしまりあり)

13 10YR3/2 黒褐色砂質シルト(砂岩粧わずかに含む、しまりなし) 32 10YR3/4 暗褐色粘質シルド(粘性強い、キやしまりあり)
14 10YR4!6 褐色シルト{砂砦粒・砂岩 10%含む.ややしまりあり) 33 10YR4/6 褐色シルド(砂砦7執含む、しまりあり}
15 10YR4!3 にぷい黄褐色シルト(砂岩組・砂岩10私含む、ややしまりあり) 34 7.庇 R4/4 褐色粘質シルト(径5咽程度の砂岩 1%含む、しまりあり)
16 7.6YR4/6 褐色粘質シルト(砂娼粒・砂岩 15%含む、ややしまりあり) 36 7.日R4/4 褐色粘質シルト(径2-30也の砂岩襲3%混入、しまりあり)
17 7.5YR5/8 褐色シルト{砂岩粧・砂岩 20%含む、ややしまりあり) 36 10YR3/4 暗褐色粕質シルド(ややしまりあり)
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28 10YR3/S 崎褐色シルト{しまりなし〉
却 7.6YR5/6 明褐色シルト(しまりなし)
30 7.5YR4/6 褐色シルト(ややしまりあり)
31 7.5YR5/4 にぷい褐色シルト(しまりなし)
32 7. SYR3/4 暗褐色粘質シルト(讐15cm-..印C皿の砂岩層礁を多

量に含む、ややしまりあり)
33 1OYR5/自 明黄褐色シルト(砂岩粧1悦含む、しまりあり}墳

丘流土の可能性あり
34 10YR5/日黄褐色砂層(砂岩粒3%含む、しまりなし)
35 7.5YR4/6 褐色粘質シルト(径3.，.-300"の砂岩角襲7%含む、

ややしまりあり)墳丘流土の可能性あり
36 7.5YR5/日 明褐色粘質シルト(径2咽程度の砂岩砂礎3%含む、

しまりなし)境E流土の可能性あり

37 10YR6/8 明黄褐色砂層{粗砂・穣砂混じり、ややしまりあり}
38 l(}四6/自 明黄褐色砂層(碩砂混じり、ややしまりあり)

39 1OYR6/自 明黄褐色砂層{碩砂混じり、ややしまりあり)
40 7.6YR4/6 褐色砂質シルト(潰丘町軽石多量に含む.しまりな

し)墳丘流士の可情性あり
41 7.6YR5/日 明褐色粘賀シルト(砂岩粒・炭化物わずかに含む、

粗砂混じり、しまりあり)墳丘流土の可能性あり
42 7. SYR4/6 褐色粘質シノレト{一段目葺き石の転石含む、炭化物

わずかに含む、ややしまりあり)

43 7.5YR3/4 時褐色粘質シルト〔炭化物%台む、ややしまりあり}
44 7.5YR4/6 褐色粘土{炭化物わずかに含む、しまりなし)

45 1OYR5/6 黄禍色粘質シルト(砂砦粒・砂岩7%台む、しまりあり)
46 町R4/8 赤褐色砂質シルト(しまりあり}
47 岩盤

7.町田/3 暗褐色士{しまりなし、粘性なし)腐葉土
10YR4/2 灰黄褐色シルト(砂岩粒・黄禍色土7%含む、炭化
物わずかに含む、ややしまりあり}
2皮R4/2 晴灰黄色砂質シルト(砂岩粒・黄褐色土7%含む、

ややしまりあり)
2民R4/2 時灰黄色砂質シルド(砂岩粒・黄褐色土3%含む、
炭化物わずかに含む、ややしまりあり)

2.5Y4/3 オリープ禍色粘質シルト(郁〉岩盤3%含む、ややし
まりあり)
10YR4/3 にぷい黄褐色粘質シルト(砂砦組3%含む、ややし
まりあり)

10YR4/3 I~ぷい黄褐色粘質シルト(砂岩粒 3%含む、ややし
まりあり)

8 10YR3/3 暗褐色粘質シノレト{砂岩粒3%台む、ややしまりあり)
9 10YR5/1自賛褐色砂質シルト(炭化物わずかに含む、しまりなし)

10 10YR3/4 暗褐色シルト(砂砦粒 1%含む、ややしまりあり)
11 7.町R4/4 褐色砂質シルト{砂岩粒3%含む、ややしまりあり)
12 7.庇R4/6 褐色砂質シルト砂岩粧・砂岩 7%含む、ややしま

りなし}
13 10YR5/自費褐色砂質シルト(砂岩粒・砂岩2%含む、ややし

まりなし)
14 7.町R4/4 褐色シルト(砂岩粒・砂岩7%含む、ややしまりあり)

15 10YR5/8 黄褐色砂質シルト{炭化物わずかに含む、しまりなし)
16 10YR3/2 黒褐色砂質シルト(砂岩粒わずかに含む、しまりなし)

17 10YR4/6 縄全シルト(砂岩継1%含む、ややしまりあり}
18 10YR6/8 明黄褐色砂質シルト(しまりあり)
19 7.町田/4 暗褐色砂質シルト(砂岩粒3%含む、ややしまりあり)
20 7.訂R4/4 褐色粘質シルト(しまりなし}
21 7.回R4/6 褐色粘質シルト{しまりなし}

22 7.担問/4 暗褐色粘質シルト(しまりなし)
23 7.皮脂;J6 明褐色粘質シルト(しまりなし)
24 7.町R3/4 晴褐色粘質シルト(しまりなし)間層により分層
25 7.町R5/昌明褐色砂質シルト(砂岩盤1%含む、ややしまりあり)

26 10YR3/3 暗褐色粘質シルト{砂岩粧1%台む.ややしまりなし)
27 10YR5/6 黄褐色砂質シルト(黒褐色粧まばらに含む、しまり

なし)
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16 第3章調査の成果

第2節遺構・遺物の概要

(1)遺構の概要

今回の調査では、古墳の他に溝状遺構、石列、柱穴、士坑などを検出した。古墳以外の遺構は表2のと

おりである。時代は縄文時代から近世まであり、断続的に当地が利用されてきた状況が判明した。本書で

用いた遺構の種別は以下のとおりであり、略号と番号を付してそれぞれ識別できるよう表示した。

溝状遺構 (SO) 長細い平面形をもち、人為的に掘削された可能性が高い掘方をもっ遺構を一括した。

石列 (SI) 離を人為的に組み合わせた遺構をSWとした。葺石には略号をつけていない。

炉・被熱遺構 (Sυ 周囲の士と比較し、被熱による変色が確認できる遺構を一括した。

柱穴・柱穴状遺構 (SP) 柱痕跡が確認できる遺構、または柱痕跡は確認できないが掘方の形状が柱穴に

類似する遺構を一括した。

土坑 (SK) 地面を掘りくぽめた遺構のうち、前述したSD• SPに当てはまらない遺構を一括した。

その他 (SX) その他の遺構を一括した。盗掘坑やその排士、古墳以外の人為的な盛士がある。

表2 古墳以外の遺構検出数

時期

遺構4'. 略号 遺構数 検出函 縄 弥 古 古 中 近 備考

文 生 墳 代 世 世

溝状遺構 SD 5 E層上面 SD1 :周溝 SD2:排水施設

石列 SW 1 E層上面

炉・被熱遺構 SL 2 E層上面 SLl :火葬施設か、 SL2:煙道付炉穴

柱穴状遺構 SP 7 E層上面 柱穴を含む

2 E層上面
土坑 SK 

22 E層上面

その他 SX 3 E層上面

遺構検出面は、 E層上面とE層上面である。 II層上面で検出した遺構は、古墳を覆う E層が堆積した後

であるととから、古墳築造よりも後出する遺構である。 E層上面の遺構には、石列、土坑がある。 E層上

面から検出した遺構は、縄文時代の遺構、古墳、中世以降の遺構がある。縄文時代の遺構は、墳丘下で検

出した煙道付炉穴と考えられる遺構がある。古墳に関する遺構は、墳丘、葺石、石室、排水溝、周溝など

がある。中世以降の遺構は、士坑、柱穴、人為的な盛土などがある。

(2)遺物の概要

今回の調査で、発掘区から出土した遺物は 2，698点である。所属時期は古墳時代を中心に縄文時代から

近世まで長期間にわたる。遺物は、土器類、石器類、金属製品が出土し、その他には炭化物などがある(表

3)。

表3 遺物出土点数

土器類 石器類 金属製品 その他 合計

出土点数(点) 2，504 164 15 15 2，698 

表4に遺構ごとの遺物出土点数(遺物包含層も含む)を示した。遺物総数の 51.4%は、 E層から出土し

た。 E層出土遺物の 55.9%は、本来は古墳に供献された筑恵器で、後世の改変や盗掘によって原位置を保

たない。須，割樹立、 E層の他、石室埋土や周溝埋土から出土した。縄文時代の土器や石器類は、墳丘盛土、
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石室埋土、周溝埋土などから出土した。中世の遺物である山茶碗や陶磁器類は、中世以降の遺構の埋土に

含まれる他に、 E層、石室埋土、周溝埋土から出土した。なお、墳正盛土内から須恵器が3点出土してお

り1)、うち2点は墳正裾部、 1点は墳E盛土表面近くである。いずれも表面に近いため、掘削段階におい

てE層が除去しきれていなかった可能性が高い。大半の遺物は古墳築造や盗掘などによって、原位置をと

どめていない可能性が高いと判断し、須，割まは古墳時代、山茶碗や陶磁轍は中世以降、縄文時代の土器・

石器は縄文時代の遺構の節で詳細を述べる。

表4 遺構ごとの遺物出土点数(遺物包含周を含む)

遺構名 調査時 縄文
石器類 土師器 須恵器

金属
山茶碗

陶磁器
その他 合計

遺構略号 遺構番号 土器 製品 類
境正盛土 SOOI 22 22 1 3 48 
墳丘上のE層 s∞1 21 20 5 359 l 33 3 1 443 
石室盗掘坑 S005 15 23 10 78 6 2 4 138 

石室羨道部 S015 11 10 2 131 3 32 189 

周溝 (SD1) S021 5 2 49 42 7 l 107 

排水溝 (SD2) S022 2 2 4 

SD3 S032 2 17 19 

SK2 S013 

SK3 S016 1 4 

SK7 S026 1 1 2 

SKI0 S030 1 3 5 5 14 

SK11 S031 8 l 4 13 

SK15 S037 2 2 

SK23 S057 1 

SK24 S058 2 2 

SL 1 S024 2 3 5 

SL2 S悦9 2 2 

SP5 8046 1 

SP6 S047 

SW1 s008 2 l 4 

SX 1 5002 61 36 1 237 76 却 451 

SX2 5014 2 5 7 

SX3 S020 11 14 7 174 60 11 277 

撹乱坑 sα)9 2 3 

試掘坑 (TP2) S006 6 4 6 16 

遺物包含層(11層) 16 22 7 416 3 388 91 1 944 
-g. 量開t 168 164 40 1，491 15 646 159 15 2，698 

①土器類

土器類は、縄文土器、土師器、須恵器、山茶碗、陶磁署轍がある。接合後の破片数は、須恵器が全体の

53.9%を占め、次いで山茶碗が約 27.1%を占める(表5)。須，闘号、山茶碗、陶磁署噸の接合比率が縄文土

器、土師器に比して高い。

表5 土器類出土点数

縄文土器 土師器 須恵器 山茶碗 陶磁器類 合計

接合前破片数 (a) 168 40 1，491 646 159 2，504 

接合後破片数 (b) 168 39 858 432 94 1，591 

(b)の全体に対する審l合併) 10.6 2.5 53.9 27. 1 5.9 100.。
接合比率(%) 。 2.5 42.5 33. 1 40.9 36.5 

以下、種別ごとに概要を示す。なお、点数はすべて接合後の破片数である。



縄文土器 168点が出土した。大半は細片で、岩糟が確認できたものはすべて深鉢である。時期は、早期か

ら前期の様相を示す2)。

土師器 39点が出土した。大半は細片で、時期・君措の特定が困難なものもある。時期・器種が確認でき

たものには、古墳時代の費 (25点)、中近世の土師器皿 (10点)などがある。

須恵器 858点が出土した。器種は杯蓋、亦身、高杯、曹、器台、壷、瓶、曜がある。時期は5世紀末から

7世紀末までで、その産地・編年観は渡造氏、田辺氏、斎藤氏の研究を参照した3)。

山茶碗 432点が出土した。若掘は碗、皿がある。東濃産が大半を占め、その他美濃須衛産、尾張産がある。

時期は12世紀末から 15世紀中頃までで、その産地・編年観は藤津氏の研究を参照した4)。

陶磁器類 94点が出土した。岩間重は古瀬戸、常清の費、中国産の磁器がある。古瀬戸は、四耳壷、天目茶

碗、騨由小皿、内耳鍋、播鉢、片口鉢がある。常滑産には曹の他玉縁状口縁壷がある。中園産の磁器には、

青磁と白磁がある。時期は 13世紀後半から 15世紀中頃までで、その産地・編年観は藤津氏、中野氏、原

氏の研究を参照した4)。

②石岩瀬

164点が出土した。石器類は、縄文時代の石器の他、古墳に副葬されていたと考えられる石製品、中世の

石鍋、詳細時期不明の砥石がある。石器種別ごとの出土点数と石材を表6に記した5)。スクレイパ一、模

形石器、 RF、MF、磨石・敵石の種別認定については以下のとおりである。

スクレイパ一筋互部に連続した剥離を施して刃部を作り出した不定形の剥片石器。

相対する二側辺に潰れ状の剥離痕が見られる剥片石拡

縁辺の一部に二次加工を施すもので、器種認定できない剥片石器。

微細な剥離が不連続に施される石器、または二次加工がなく使用面のある剥片石器。

磨石・融石拳大の川原石または棒状の石材を用い、その表面に使用痕としての磨痕や敵打漉が確認でき

調査の成果第3章18 
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③金属製品

金属製品は、 15点出土した。副葬品と考えられるものが多く、古墳と中近世墓に伴うものがある。確認

した金属製品は、耳環、鉄鉱、銅銭、鉄砲玉である。

@その他

炭化物 15点と骨1点がある。 SK24・SL2の炭化物は、縄文時代早期である(第4章参照)。骨はG4グリ

ッドのE層から出土したが、細片のため詳細は不明である。

(3)遺構一覧表、遺物観察表、遺物実測図について

本報告書に掲載する遺構一覧表、遺物観察表、遺物実測図のなかで使用している記号や表記について、

ここで説明する。

遺構一覧表

・地区割りは、遺構を検出した地区で、複数にまたがる場合は r'" Jで結んだ。

-遺構の検出層位は、基本層序と検出面で表し、 E層上面で検出した遺構の場合 rn層上」と表記した。

-遺構の規模の単位はmであるが、( )で示したものは、全形が確認できなかったため、残存長を測った

ものである。

・遺構の堆積状況、平面形状、断面形状は図9・10のように分類し、記号で表した。

堆積状況 a 単層 b 水平堆積 c 中央が窪む堆積 d 窪みの位置が土坑

の壁に偏る堆積

¥J 、三ダ で三メ'--ーノ

断面形状 I 半円形 E 方形 E 逆三角形

~ ~ 平面・底面形状

a 円形

b 方形
W 逆台形 V 2段の掘り込み 。 不定形

¥___J ~ 
園9 土坑分顛模式園

堆積状況

口
}
 

どよ--z' 殿内
U他のそ内，

一凹糊口
一

面断

. a • b 

市 町|
平面・底面形状 a 同調書

b 方形

園 10 柱穴分類模式園
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土器観察表

・出土層位の a~uは深さを示す。

a層 (O~5 四)、 b層 (5~10 皿)、 c層 (10~15 皿)、・. . t 層 (95~100 四)、 u層 (100~105 咽)

・出土層位の I.ll.rnはI層・ E層 .rn層を示し、アラピア数字は、遺構の埋土を分層した層位を示す0

・( )で示した数値は、口径・底径は推定値、器高は残存高を示す。なお、残存高は口縁部または底部が

残存している遺物について計測した。また、合成して実測を行った遺物の器高は「推定」と表記した。

-縄文土器の型式名については、「総覧縄文土器」を参考にした。

-須恵器の型式名については、田辺氏、斎藤氏、渡遁氏の編年における記述を引用した。

-山茶碗・陶磁器類の型式名については、藤揮氏、中野氏、原氏の編年における記述を引用した。

石器・石製品・金属製品観察表

・「最大長Jr最大幅Jr最大径Jr最大厚」の単位は咽である。また、「質量」の単位はgである。なお、欠

損している場合は、( )内に残存値を記入した。

-摩耗痕や線状痕の有無は、ルーベ (x10)により行った。

遺物実測図

・石器実視.u図中のスクリーントーンは摩耗痕の範囲を、実線は線状痕の方向を示した0

・石器の自然面はドット、節理面は一点鎖線で示した。

注

1)墳丘盛土から出土した須恵器3点、は、費片2点、と壷片1点である。実物を見る限り、古墳築進以前の時期とは考え

られない。書片の1点、は、掲載遺物79と同一個体と考えられる。

2)縄文土器の分類に際しては以下の文献を参考にした。

小林達雄編2008W総覧縄文土器』アム・プロモーション

3)須恵器の署噛・編年観及t躍地については、渡進博人氏の指導を受けた。また以下の文献を参照した。

渡遺博人1996r美濃の後期古墳出土須恵器の様相 蓋亦の型式設定とその編年試案 JW美濃の考古学』創刊号

斎藤孝正1995 r猿投、美濃、美濃須衛窯編年と他窯編年対比表」隔離操成図録第 3巻東日本編 I~ 雄山閤

田辺昭三1982W須恵器大成』角川書庖

4)山茶碗・陶醐輔の署描・編年観及び産地については、藤津良祐氏の指導を受けた。また、以下の文献を参照した。

中世土器噺究会編『概説 中世の土器・陶醐事』真陽杜

藤浬良祐1994r山茶碗研究の現状と課題JW.研究紀要』第3号三重県埋蔵文化財センター

中野晴久1995r生産地における編年についてJW常滑焼と中世社会』小学館

原康志1鈎9r.横地氏関連遺跡群と周辺遺跡の特徴についてJW横地域跡ー総合調査報告書ー』菊川町教育委員会

5)石器種別、石材については、長屋幸二氏の指導を受けた。
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第3節古墳時代の遺構・遺物

(1)梅替古墳の遺構

梅替古墳は、丘陵の尾根上に単独で築造された古墳である。今回の調査では他に古墳を確認する事は出

来なかった。ここでは、今回の発掘調査によって明らかとなった梅替古墳本体とそれに付属する遺構につ

いて述べる。

。墳丘の規模・形状(図 11)

墳丘は、明瞭なテラスがある 2段築成の円墳である。墳丘規模は、墳丘斜面の傾斜変換点 (A)と1段

目葺石基底石の位置 (B)で推定した範囲で若干異なる(図 11)，Aはおよそ1段目葺石基底石の外側0.5

m--4mをめぐる。その規模は北西南東方向 22m、北東南西方向 20mで、北西南東方向が長い不整

な楕円形を呈する。長軸方向を主軸とするとN-30' -Wとなる。 Bは、 1段目基底石を結んだ範囲で、北

西南東の軸が長い楕円形を呈し、長軸はN-28' -Wを向き、 Aとほぼ同じである。その規模は推担肝直

で長軸長 19.5m、短軸長 18mを測るo 詳細は後述するが、 Bの1段目基底石は盛土のおよその範囲と一致

し、 Aの傾斜変換点は削平した基盤層の範囲を示していると考えられる。

図 12は墳E盛土の除去後(以下、墳E下という。)の地形と、墳Eより外側のE層上面の地形を合成し

た図である。北東からのびる旧地形の尾根筋と墳丘下の地形に比して、墳丘より外側|の北側や西側が平坦

な地形になっている状況が確認できる。墳丘の盛土を行う際に、現状で周溝として残る部分のほか、墳丘

周囲の地形を削平している可能性がある。墳丘下には、墳丘断割断面図(図 20~図 22) において、旧表土

を確認していることから、古墳築造以前の地形が改変されないまま残されていることは明らかである。つ

まり、地形が墳丘下と連続しない北西部の平坦に近い地形は、墳丘築造に伴う削平の結果と捉えることも

可能で、先に述べたAの基盤層を削平した範囲とほぼ合致する。

2段目墳丘の平面形は、 A'Bと同様に北西南東の軸が長く、主軸はN-28' -Wを向く。その規模

は長軸長 12.7m、短軸長11.3mを測る。Bと2段目の平面形は長軸と短軸の比が1.1前後で相似形に近い。

当古墳の墳丘規模は、葺石基底石で区画して墳丘盛土を構築しつつ葺石を施したBの範囲とするのが妥

当と考えられる。長軸長 19.5mと短軸長 18mとの誤差は、墳丘の東側の尾根を大規模に削平する制約に起

因し、本来意図した規模は長軸長 19.5mであろう。 Bの範囲で石室主軸方向(図 11C-C' )及び石室主

軸直交方向(図 11B-B' )で測った規模もほぼ 19.5mで一致することから、長軸長をもって墳丘規模

としてよいと考えられる。

墳丘の高さは、 2段目上部が消失しているために不明だが、墳丘残存部分の最高所が89.52mで、墳丘南

側の葺石基底石の底面(約 85.0m) との比高は約 4.5mで最大である。また、墳丘東側の葺石基底石の底

面(約87.5m) との比高は約2mで最小である。

@葺石(図 11、図 13)

1・2段目ともに、墳丘法面が葺石で覆われていたことを確認した。石材は石室と同じく、表面が白色・

灰白色を呈する硬質の砂岩を多く使用している。発掘区の基樹冒に含まれるものと同質で、断面が褐色・

燈色を呈する軟質砂岩もわずかにみられる。いずれも郷部山基盤の石材である。なお、葺石の定義は横幕

氏の分類による 1)。

1 段目葺石長さ 0.5m~1. 0m程度の大型石材を基底石とし、長さ 0.2m~0.6mの石材の平坦な面を外表
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__J 

周溝土眉断面

、~ •. 
• 

• 

白台、制i

※ 赤色で表示した磯は、埋め殺しの
葺石及び見通しの撲を示す。

※ 灰色で塗られた磯は、 1段目基底石を示す.

1 lOYR6/S 明黄褐色砂質シルト(径2-30'"の砂岩小礎3%含むやや粘性あり ややしまりあり)
2 l0YR6/6 明黄禍色粘質シルト(租砂損じり ややしまりあ1))
3 lOYRS/S 黄褐色砂(一部有機物による黒色化が見られる しまりなし)
4 lOYRS/S 黄褐色砂(上層よりやヰ世子が細かい しまりなし)

5 lOYR6/4 にぶい黄担色粘土{ややしまりあり)基盤から続出した堆積土

園11 墳E平面図及び周溝断面図

。
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園12 墳丘下地形及びE層上面地形合成園

2伽

(S=1/500) 

に揃えて積み上げている。全体的な傾向として、斜面上部ほど石材が小さくなり、面が不揃いなものが増

える。積み方は、基底石に大型の石材を使う他は統一感が無く、あり合わせの石材で隙聞を埋めるように

積み上げている。残存状態が悪く、良好な状態で残る横目地を確認することができなかった。また、縦方

向に目地を通す区画石列は認められなかった。以下、東西南北の4方向からみた法面(図 13)ごとに1段

目葺石の詳細について述べる。なお、図 11で表記した傾斜変換点を結んだAラインを図 13でも破線で表

記した。

東法面 Aラインの標高は、北端が88.0mを示し、南側へ向かってやや上がって88.4mとなり、その後

南端 86.3mへと下がる。これに沿って約 O.3mの比高で葺石が配される。基底石は、聞が抜ける部分が

多いが、中央から南側にかけて確認できる。中央にある基底石は、後述する他の法面より標高が高い。

北側は、残存状態が悪く、図示した石材は基底石を除き、原位置を留めていないものも多く含まれてい

ると，思われる。南側は、テラス付近まで葺石が確認できるので、比較的残存状態が良い。

南法面 Aラインの標高は、西端は85.3mで、中央の85.0mまで下がり、そこから東端87.4mまで上が

る。基底石は、中央部分を除き、東西両側で確認できる。 Aラインと約O.4mの比高があるが、その方向

は揃っている。東法面から続く葺石は南法面中央付近まで良好に残存する。この箇所では、全体がE層

に覆われていたため、残存状態が良いと考えられる。基底石も含め面が揃ったものが多く、 8"'9段ま

で残存している部分も認められる。ただし、面が揃っていなかったり聞が抜けたりしている部分も多く、

特に上半で顕著である。
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※ 赤色で表示した礁は、埋め殺しの葺石を示す。
※ 灰色で塗られた礁は、 1段目基底石を示す.
※ 破線で示した線は、傾斜変換点を結んだライン (A)である。
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園13 葺石見通し園



第 3節古墳時代の遺構・遺物 25

西法面 Aラインの標高は、 85.2皿付近でほぼ一定であるロ Aラインと基底石は約 0.4皿~O. 7mの比高

をもって設置しているが、方向はおよそ揃う。南側は中世以降の人為的な盛土であるは3に覆われてい

たためか、基底沼が良好に残存し、基底石から上2~4段まで残存している箇所もみられた。基底石は

中央付近の設置位置が高く、南側に向かって下がる。北側では、葺石が検出されなかった。この部分は

墓道の北側で、棺を運び込むノレートとして当初から葺石が敷設されていなかったとも考えられるが、単

に残存状況が悪い箇所、もしくは後世の遺構の転用によって葺石が使用されたことなども想定でき、構

築時から敷設していたかについては不明である。

北法面 Aラインの標高は、東端87.7mから西端85.5mへ向かって大きく下がる。全体に残帯伏態が悪

いが、基底石とした石は原位置をとどめていると考えられる。基底石より上部の石材については、法面

の裾に転落石が集積している状況もみられなかったことや法面の流土中にも一部市材が含まれていたが、

それらを含めても法面全体を覆うには量が少ないことから、後世に持ち去られた可能性がある。その1

つは、 SX3の芯材や中世以降の石列である SW1の石材として三次的に転用されていること(第3章第4

節参照)が挙げられる。また、流土中の転落石が2段目のものと考えた場合、構築時から基底石のみで

あった可能性も残る。西法面北側と同じく、西側では葺石は検出されなかっTこ。理由は西法面で述べた

通りである。

2段目葺石 1段目より良好な残存状態で検出した。調査当初は、盗掘排土や流土などにより、一部を除

いてほとんど埋没していたため、後世の石垣である可能性も考えていた。基底石を埋め殺しにする特徴を

もっため、 2段築成でなく「内回り石組」をもっ墳丘である可能性も考えた引が、北東部テラス上の流入

土が少なく 2段築成の形状をとどめていたことや、土層観察の結果、古墳構築当時から石材が外面に露出

していたことが明らかになった。このことから、 2段目の墳丘に伴う葺石であると判断した。 1段固と比

較すると使用されている石材は長さ 0.2m程度と小ぶりであるが、基底石には長さ 0.6皿程度あるものも認

められる。積み方は1段固と同様に規則性はみられず、区画石列も認められなかった。法面の裾に基底石

を積んだ後は、石材の大きさに合わせて隙聞を埋めるように積み上げたと考えられる。以下、 1段固と同

様、法面ごとに2段目葺石の詳細について述べる。

東法面表出している最下段の葺石は、北端 89.2mから南端88.5血に向かって下がる。他の法面と比較

して埋め殺しとなる葺石が少なく、南端から 4血の範囲で 1 段目途中~2段目途中が埋め殺しとなる。

その直上3~6段が残り、残存状況が良い。

南法面表出している最下段の葺石は、東端が 88.5mから西端87.5mに向かって下がる。基底石はほぼ

埋め殺しとなり、中央付近で2段~3段目途中、東西両端で 1 段目途中~2段目途中が埋め殺しとなる。

南法面は現存する墳丘法面全体を覆うほどの状態で検出した。基底石から上4~5段までは面を揃えて

約70.。の角度で立ち上がり、そこから上は石材が小さくなって面が不揃いとなる。また、傾斜も約50。

と緩くなる(図20)。

西法面表出している最下段の葺石は、南端から中央付近まで87.6血とほぼ一定で、そこから北端 88.5

mに向かって上がる。石室関口部である中央付近は 1 段目途中~2段目途中が埋め殺しとなり、南北両

端に向かって埋め殺しの石が増え、 2段目途中が埋め殺しとなる。南側の残存状況が良好で、南法面で

述べた葺石の立ち上がり角度もよく観察できる。北側は、基底石から上3~6段まで残存しているが、

上半部は葺石が認められない。
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北法画表出している最下段の葺石は、東端

的.Omから酉端87.6mへと下がる。中央から西

側にかけて1段目途中.......3段目途中が埋め殺し

となる。北法面は若干残存状態が悪く、基底石

から上3-..4段程度が残存するのみである。特

に東側では基底右と直上1段程度が残存するの

みであった。テラス上の流入土中には、石材の

転落右が多数認められた(写真3)。

全体墳E北東部の尾根頂部付近には埋め殺し

がみられなIr¥， 2段目葺石基底石は南や西(石

室開口部)に向かうにつれて設置位置が低くな

り、徐々に埋め殺される石が多くなる.基底石

写真3 子ラス土の転落右{境E北側〉

のうち、標高の最低値にあたるのは、先に述べた墳丘の平面形の長軸部分の両端にほぼ合致する。この

部分では、 3段目途中ぐらいまで埋まっているが、ほぼ同じ標高に設置された墓道付近の葺石はl段目

途中--2段目途中が埋まる程度である。これは、基底右が最も低い部分から墓道に向かって水平に設置

した可能性があると考えられる.また、石室正面から見た場合(図 13西法面)、埋め殺しのライン 87.5

mと基底石最下段のライン87.3mとほぼ水平である。そのため、葺石基底右の埋め殺しについては、テ

ラスの整地とともに企図された可能性がある.

@テラス(園 11・園 13)

2段目の墳丘の周囲を取り巻くようにテラス状の平坦面がみられる。検出段階では、流土や改変に伴う

土砂、盗掘排士などで一部を除いて埋もれていたが、 2段目葺右を確認したことにより、明確な形状を検

出できた.テラスの幅は、1.5m"""1. 9m程度であるが、墳丘正面の石室入り口の両脇は約1mで若干狭く

なっている。また、傾向としては南側が広く、北側が狭い。ただし、 1段目の葺宥の上端が流出により失

われていることを考えると、築造当初はさらに1.5m以上の幅があった可能性が高い.境丘北東部の旧尾根

頂部付近が最も標高が高く (89.0m)、酉に向かうにつれて低くなり(図 13~融面、酉端 87.6mとの比高

は約1.4mある。後述するが、テラスの北東部や南東部で須恵器壇4個体が出土した。面として十分な広さ

があり、テラス上で何らかの儀礼行為が行われた可制的効る。

@周溝(園 11)

墳Eの北東部は尾根頂部が大きく削られており、堀切状になっている。この部分の背後の尾根頂部と構

の底との比高は、約2.5mに及ぶ(図 51)Q 周溝の規模は、北側では幅約 3.0皿、深さ約 O.2m、東側では

幅約4.5m、深さ O.5m、南西(図 11A-A'断面)で幅約2.5m、深さ約O.5mである。周溝は墳E周囲

を全周していないものの、北から南西までの墳丘の約3分の2を廻り、周講を含めた古墳の最大径は約 26

mになる。南側周溝の一部は後世に削平され、墳丘の南東側では周溝を確認できなかった。しかし、この

箇所の旧地形は谷地形であり、周溝の掴方は南東側で当初から消失していたと考えられる.

埋泌晶程は、どの場所においても、基盤層または墳丘からの流士が堆積し、その後丘陵斜面の上方から

の多量の流土によって埋没している。特に東側については、現存する墳Eの高さまで埋土が達していた。

この部分の埋士には間層として墳丘からの流士も見られ(図的、幾度かの雨水の影響を受けて埋没したと
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考えられる。北側は周溝自体が浅く、流土の堆積も東側ほどではなかった(図7)が、流土層下の周溝埋

土上面から山茶碗 (134)が出土しており、中世に周辺の利用が盛んになって以降、流土の堆積が始まった

ことが伺われる。周溝の南西端部は、埋土がほぼ砂質であり(図 11)、またA-A'断面4層から山茶碗(143)

が出土することから、流土の堆積が始まる前までは、ほとんど埋没していなかったと考えられる。

@埋葬施設(園 15-図18)

検出状況梅替古墳の埋葬施設は、横穴式石室である。墳丘の西法面に開口しており、石室基底石から計

測した主軸は、 N-820 -wでほぼ西を向いている。平面形状は羨道と玄室の明瞭な境が無い無袖式であり、

石室の前方に墓道が接続する。石室の全長は 8.64mを測る。検出した段階では、完全に埋没しており、石

室の存在さえ明確でなかった。墳正頂部の精査により、埋もれていた天井石を検出した。その周囲の盗掘

坑を掘削した結果、天井石の他に側壁の石材を確認したので、石室の存在が明らかとなった。また、この

盗掘坑の排土 (SX1)が墳頂部周縁に堆積しており(図 14)、これを除去するまで天井石以西の石室につい

ても確認することができなかった。なお、 SX1の周辺から検出したSK2やSK4は盗掘に伴う掘り込みであ

る可能性が考えられる。

園盗掴排土(SX1)(/)範圏

園14 盗掘排土 (SX1)分布図

0 伽1

(S=1/2∞) 

石室の埋土は、大きく分けて3つの段階があると考えられる。ア~ウに分けて以下に説明する。

ア 石室埋土下層床面直上の堆積(図 15A-A' 3層、 B-B' 6・7層)は、原位置をとどめない須

恵器片や管玉、耳環、紡錘車などが含まれており、石室内から主な副葬品が持ち出された後に堆積がはじ

まったと考えられる。原因は、天井石のずれなどによる墳丘盛土の流入などの自然堆積であると考えられ、

少なくともこの時点では天井から 1m程度空間があったものと考えられる。

イ 石室埋土中層 中層の堆積土(図 15A-A' 2層、 B-B' 2""5層)は、墳頂部の削平に伴って生

じた土砂を埋め戻したものと考えられる。その土砂は墓道から奥壁までを埋めており、天井石も破砕して

石室内に投げ込まれたり、持ち出されたりしたとみられる(写真4)。ただし、残存する天井石から西側に

ついては若干くぼんでいたようで、中世以降の改変とその排土によって完全に埋没したと考えられる。 SX
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3の項で述べるが、削平は墳丘頂部の利

用に伴う改変と考えられ、その時期は、

墳E周辺からの出土遺物が多い 14世紀

前半.......15世紀前半と推定される(第3章

第4節参照)。

ウ石室埋土上層上層(図 15A-A' 

1層、 Bー B' 1層)は、墳頂部から掘

削された盗掘坑と連なっていると考え

られる。盗掘坑(石室埋士東側上層)は、

残存する天井石東側の墳頂部中央を大

きく掘り込んでおり(図7:1""'9層、図

写真4 石室内に落ち込んだ石材

8: 1 ""'10層)、石室奥壁上段や側壁最上段を破壊している。奥壁付近については、埋戻し士と中世の改変

による埋設の範囲は区別することが困難であった。埋め戻し土にも破砕した天井石や奥壁・側壁の上段か

らの転落石が含まれる可能性がある。

A 
89:0而

関 口 伽

87:-o而

A' 
蔚7百伽

88.0伽

8f"百伽I

1 10YR';4 褐色粘質シルト{砂岩粒2%混じる、炭化物わずかに含む、

ややしまりあり)盗掘坑埋士

2 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(砂岩粒・後1-5clOの砂岩l!I!3%台む、

ややしまPあり)
3 7.5YR6/6 明褐色車由貿シノレト(上層より砂岩粧少なく、組砂が揖じる、
炭化物わずかに含む、ややしまりあり)

※ 赤色で表示した礁は、見通しの磯を示す。_，_ SK03の鋼方の見通しライン

B' 
89，0伽1

函:lii伽

百-:c蜘

1 7.町R';4 褐色シルト(径1-3咽の砂岩10%含むややしまりあり}

盗掘排土の落ち込み

2 10YR3/4 暗禍ßシルト{砂岩粧・褐色・黒色プロフク20~も含む
しまりあり}

3 7.日R';6 褐色粘質シルト(径1-3岨の砂岩15%含む しまりあり)
4 10YR3/1 黒褐色粘質シルト(径1-3岨の砂岩赤褐色プロック10%含む

しまりあり}
5 7.日R';6 褐色粘質シルト(径1-3岨の砂岩3%含むややしまりあり)

6 7.町R';6 褐色粘賀シルト(上層と似るが中層に砂が混じる)自然堆積
7 7，田町/6 明褐色粘質シルト(径5co程度の砂岩5%台むややしまりあり)

o 5m 

国15 石室平面図及び土層断面園
(S=1/8O) 
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玄室石室の平面形状は、無袖式であり、玄門や楯石、権石など、羨道と玄室を明瞭に分ける構造は確認

できない。しかし、以下の事由により玄室と羨道を区分することは可能と考える。

・石室奥壁付近から入口に向かって石室床面の幅がほぼ一定な部分と、入口に向かって床面幅を徐々に減

じる部分

・後述する石室倒l壁に横目地を通して一連の工程で構築した部分と、後付けで石室壁体を加えた部分

・長方形に閉塞する石室掘方に収まる部分と、掘方の外に構築する部分

-排水溝を敷設しない部分と、敷設する部分

以上の各項目の前者を玄室、後者を羨道と区分することが可能で、両側壁ともに奥壁から 7.2mの地点で

両者が接続する。

なお、通有の横穴式石室の羨道には天井石が架設されるが、当古墳の羨道部は墳丘法面に位置して天井

石をもたない。しかし、玄室への通路としての機能とともに石塊を積み上げて閉塞を行う機能をもったと

推定されることから、羨道と位置づけた。

玄室基底部の長さは7.2m、幅は奥壁付近及び中央部1.44m、羨道部との接続部1.4mで、基底部が描く

平面形には胴張りは認められないロ玄室の高さは、残存する一石の天井石と側壁の天端の残存状態から、

玄室床面から約2mの高さにほぼ水平に天井石が架設されたと考えられる(図 16)。天井石は、残存する一

石と同程度の大きさと仮定すると、玄室部分に6石が必要である。

玄室の側壁3)は、残りの良い右側壁で観察すると横目地が通っており、最大で9段階に分けて積まれて

いる。図 17は、石室右側壁の横目地の状況を示した図である。最土部まで9段目までの目地が整っている

のを確認できた。玄室左側壁は、基底石から上の石材が検出当初から内側に倒れ込んでおり、掘削する過

程でさらにその傾向が増した。そのため積石の工程を明瞭に確認できなかったが、ほぼ同様な状況と考え

られる。 1段目の基底石は、斜面の傾斜に合わせ奥壁から羨道接続部へ 0.2m低くなっている。 2段目は、

羨道接続部制に大きめの石が確認でき、次第にその大きさが小さくなり、羨道接続部から約4.5mの箇所で

終わる。 3段目は、大きさのそろった石が長手面をそろえて一列確認できる。奥壁付近は、石材がやや小

さくなる。 4段目は羨道接続部から奥壁側へ約 3.5m確認できる。 5段目は、大きさにばらつきがあるが、

羨道接続部から奥壁まで-311雌認できる。 6段目は、奥壁から約3mのところまで石材を充填している。

7段目は、羨道接続部から奥壁まで1列確認できる。 8段目は、大きさのばらつきがさらに進み、列の中

には細かい石材も含まれるものの、 1列確認できる。 9段目は、盗掘などにより失われた箇所が多いが、

天井石の架かる最上段と考えられるロ基底沼や租l腔断面の状況から、奥壁基底部の大型石材の上面を延長

した高さまでが長手積みで、それより上部は小口積みとなっており引、恨IJ壁壁体は緩やかな持ち送りが認

められる。 6段固までと 7段目以降が対応する。さらに先に述べた石材の大きさの違いも対応する。また、

2・4・6段目の途中で終わる 3:lillについては小口積みの範囲と対応し、基底石を水平にそろえることと

関係すると考えられるロ

奥壁は、正面からみた形状が台形に近い高さ 0.9m、幅1.0皿、知子き 0.3mの大型石材を立て、それぞ

れ側壁と接する台形の側辺にあたる部分では、側壁の石材とかみ合うように石材を積み上げている(図 16)。

この大型石材から上部にも、側壁からすると 4段程度石積みがあったはずであるが、先述の盗掘により失

われたと考えられる。

玄室床面は、石室掘方の底面を黄褐色粘土を用いて厚さ O.1m程で整地した上に、厚さ 0.05m~0.08皿
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園16 石室実測園
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90~扇扇 90.0伽

B9"l而

随寸而

Bi.odi面

※ 赤線は、見通し位置の床ラインを示す. 。 5m 

園17 右室右側壁積み上げ状況園
(5=1/100) 

のしまりのある明褐色粘質シノレトで貼床を敷設する。貼床の上面は奥壁付近から羨道部付近に向かって緩

やかに降り、約0.4mの比高がある。貼床面やその上部の石室埋土には、床面に敷設されるような離は認め

られなかったことから、離床は形成されていなかったと考えられる。

玄室側壁基底石の阻置は、石室掘方の底面にではなく、この貼床を敷設した上に行われている。ただし、

貼床に埋まっている基底石も若干みられる。石室掘方の上場ラインと側壁基底石との聞には 0.3m.......0.5m

の空聞があり、掘方の壁際には基底石とは別の石材が部分的に認められる(図 18)。これは、側壁基底部の

石材を裏から安定させるために、石材や土を充填させて裏込めとしたものと考えられ、壁体の上部におい

ても通有の竪穴式石室ほどではないが、控え積み状に壁体の背後に石材の配置が認められる。

奥壁基底石は貼床を施した後、奥壁石材の大きさに合わせた掘方を深さ 0.2mで新たに掘削して設置して

いる。なお、奥壁前面には径0.8mと径1.0mの掘り込みが並列して認められ、深さは奥壁基底石掘方とほ

ぼ同様であり、奥壁設置に伴って掘削した可能性も考えられるが断定はできない。また、奥壁基底石の底

面は不安定な形状であり、奥壁基底石掘方底面に密着していないが、隙聞には土(図22:24層)を充填さ

せて固定しているようである。奥壁付近の石室掘方は、東側へ1段、さらに北側へ1段の段をもっ拡張部

が付属する。これらの段は、大型の奥壁を搬入し設置するための足場として機能した可能性がある。上段

に所在する SK22、SK23も、奥壁搬入・設置に関わる可能性が考えられるが、それを判断する資料は認めら

れなかった。

石室掘方は平面形が長方形で、長さ 7.8m、幅 3.5mを測る(図 18)。奥壁側から入口側へ緩やかに下が

る斜面を0.2m.......0.4m掘削している。掘方壁面の高さは、奥壁付近を 0.4血、羨道付近を0.2mとして、掘

方掘削前の旧地形の傾斜よりも掘方底面の傾斜を水平に近づける意図が見られるが、底面の高さは奥壁付

近で標高 87.2皿、羨道部付近は標高86.8mで、玄室貼床面を同様に約 0.4mの比高がある。この掘方底面

及び鮎床面が羨道部に向かって降る悌H士、石室の壁体及び石室内に進入した雨水を羨道部床面の排水構

に集約する機能をもたせた結果と考えられる。

玄室内部は、盗掘と後世の改変によって、本来の埋葬施設としての痕跡をことごとく失っており、棺の

痕跡や棺台及び副葬・片付け等の諸行為を示すような資料は得られなかった。

義道先述したように、玄室から入口に向かつて石室床面幅を徐々に減じ、玄室側壁とは別工程で側壁を

付加し、排水溝を床面に伴って石室掘方の外部に設置された部分を羨道部として判断した。当古墳の場合、

羨道が墳丘法面に位置するため天井石は架からず5)、埋葬空間である玄室への通路、玄室と外部とを遮断
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貼床と基底右検出状況

一一一貼床ライン

_K_ 

1 7.6YR5/自 明褐色粘質シルト(径10曜度の砂岩・砂岩釦5%.
暗褐色プロフク10%、しまりあり)貼床

_c_ ___[_ 

87.蜘"'¥.¢勿効 -L 堅議プ戸

1 7.町R5/8 明禍色粘質シルト(径1但程度の砂岩・砂岩粒15%、
暗褐色プロック10%、しまりあり)貼床

2 10YR6/8 黄褐色粘土(ややしまりあり)整地土

石室楓方

1 7.5YR5/自 明褐色粘質シルト(径1回程度の砂岩・砂岩粒15%、

晴縄全プロック10%、しまりあり)貼床
2 10YR6/8 黄褐色粘土(ややしまりあり)整地土
3 7.6YR6/日 明褐色粘質シルト(径3岨 .-5咽の砂砦10%、

ややしまりあり)整地土

_D_ 
87.駒田

__!L_ 

J z:;rn J t..ブー

1 7.5YR5/自 明褐色粘質シルト(径1回程度の砂岩・砂岩粒15%、

晴縄全プロック10私、しまりあり)貼床
2 7.6YR6/自 明褐色粘質シルト(径1回程度目砂岩3%.

黒鴇色プロック10%.ややしまりあり}整地士

。
(S=1/80) 

園18 石室掴方平面図及び床面断面図

5m 
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するための閉塞、石室内に侵入した雨水の排水の機能を合わせもっている。

羨道の長さは1.44m、幅は玄室との接続部で1.4m、石室入口部で1.0血を測る。羨道両側壁の高さは、

玄室左側壁天端から連続する接続部で2.0mを最高とし、入口に向かって2段目墳丘の葺石と連動する角度

で傾斜する。残存状態の良い右側壁部とその付近の葺石の接続状況から判断して、羨道側壁と葺石の壁体

は稜をなして接続する。羨道租!J壁は、すでに構築された玄室両側壁に付加して積み上げられ、玄室両側壁

の石材の積み上げ方と比べて舌ゆ佐であり、また基底石を古墳構築以前の旧表土の上に配置しており、壁体

の不安定さから玄室両側壁との残存状態の差を生じている。

羨道部入口床面には長辺0.65m、短辺0.4m、高さ 0.3mの石材を、長辺を石室主軸に直交させて設置し

て石室の内外を明確に区分している。この石材の平面的な位置は、 2段目の葺石の基底活がめぐる位置に

一致させている。また、羨道部床面には石室主軸に沿って、やや南側に偏った位置に排水溝が認められる。

排水溝は、入口床面の石材から玄室側へ長さ1.4m、幅0.5m、深さ 0.25血で、羨道と玄室との接続部まで

伸び、玄室床面下の石室掘方に接続する。

羨道部も玄室同様に盗掘や後世の改変を受けており、本来は羨道部空間を完全に充填し、入口左右の葺

石と面を揃えて石室入口を閉塞したであろう石塊による閉塞施設は残存していない。

墓道墓道は、墳丘のテラス部より低い墳丘1段目法面の途中に入口を設ける(図 11・図 13)。そこから

石室主軸に沿って石室入口に接続する。墓道の規模は、石室入口部から墳丘面まで長さ 3.2mを測り、上端

の幅は石室入口付近で2.0m、墓道入口部付近で2.4m、下端の幅は石室入口付近で1.1m、墓道入口部付

近で2.1mである。墓道入口部端部の床面は、北側に平坦面を拡張して広くなる部分が認められる。墓道壁

面には石材を用いず、墳丘盛土が露出する。墓道の床面には、旧表土の上に 0.lm~0.2m程度で墓道入口

側に厚く盛土が認められ、傾斜を緩やかにする(図 22:19層)。この墓道床面から掘り込んだ排水溝が、

墓道中軸から南に偏って右側壁下端に沿った位置に認められる。羨道の排水溝が素掘りであるのに対し、

墓道の排水溝は側壁と蓋石を伴う。排水溝が墓道の南側に偏って設置された背景には、石室構築や閉塞施

設構築時の石材搬入、初葬時の棺の搬入の機能を果たした可能性が考えられる。墓道入口部北側の床面が

拡張する部分は、これらの搬入に連動した形状をなすとも考えられる。

墓道の排水溝に蓋石をもつのは、暗渠としての機能を意図したものと考えられる。検出した墓道の床面

は、石室構築時から初葬時に機能した面と考えられ、閉塞石を羨道部に充填して2段目葺石と面を揃えた

後は、墳丘テラスと同じ高さまで土を充填し、石室開口部の所在を見かけ上分からなくしていたと恩われ

る。墓道の埋土から尾張5型式側Tの山茶碗がまとまって出土しており(図68)、後世の改変によって土の

充填の程度は確かめられなかった。

@排水溝(図 19)

排水溝を羨道部から墓道の床面で検出した。排水溝は1段目;墳丘の法面から石室入口部まで4.5mの長さ

でほぼ直線的にのび、そこから向きを変えて羨道部内に1.4回程度続く。石室の主軸N-82"-wに対して、

羨道部の排水溝はほぼ並行するが、墓道はNー102
0 -wで方位が異なる。

羨道部の排水溝には石材の使用が認められなかった。溝の掘方から石材の抜き取り痕跡も確認できなか

ったので、素掘りの可能性が高い。排水溝の底面の標高は、玄室との境付近の羨道部で 86.7血、墓道西端

部で 86.0血と墓道に向かって下降しており、玄室部にのみ認められる石室掘方に接続し、床面の傾斜と合

わせて石室内の雨水を墳丘外へ排出する紅埠Eみになっていたと考えられる。



34 第3章調査の成果

※ 赤色で示した礎は見通しの磯を示す。

_A_ 
87.3Qn 

_B_ 
87.00II 

__[_ 

_c_ 
87.ぬ圃

日一川

※ 破線は磯下の見通しのラインを示す。

※ 赤線は、見通し中央底面を示す。

1 7.町R4I4 褐色粕質シノレト{しまりなし) STl上層の埋土と同じ
2 10YR3/3 暗褐色砲演シルト(しまりなし)自然堆積
3 10YR5/4 にぷい黄禍色粘質シルト

(fD-3四の砂岩小礎2%含むややしまりあり)
4 10YR4I4 褐色砂質シルト(砂岩粒わずかに含む粘質強い しまりあり)

5 10YR4I6 褐色粘質シルト(径0.1国車度の砂岩小磯1%含む しまりあり1
6 10YR4!6 褐色粘質シルト

(経5咽程度の砂掛1%含む晴褐色士が層状に槌じる しまりあり)
7 10YR3/Z 黒褐色粘質シルト(ややしまりあり)旧表土
自 10YR3/2 黒褐色粘質シルト(ややしまりあり)旧表土

9 10YR4I4 褐色粘質シルト{炭化物がわずかI~混じるややしまりあり) 1 
10 10YR3/4 暗褐色シルト(炭他物がわずかに混じる ややしまりあり) I 
11 10YR4!4 褐色粘質シルト(粘質強いややしまりあり) 19-13層
12 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質シルト !構移屑

(径5団最度の砂岩礁5%台む粘質強い しまりあり)基盤届に似る | 
13 10YR3/4 暗褐色粘質シルト(黄禍色土2%混入ややしまりあり) J 
14 10YR4!4 褐色粘質シルト(砂占号機10%含む しまりあり)韮盤居
16 10YR3/4 暗褐色粘質シルト(粗砂視じる しまりあり)基盤層

一山陥凶ゆ協、

UOO 18 
一「 。 2m 

(S=1/5ω 

園19 石室排水溝平面図・断面図及び側壁見通し園
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墓道の排水溝からは、両側壁部と蓋部に石材の使用を確認した。蓋石は、石室入口部から西へ0.8mほど

欠損するが、そこから西側は原位置を保つ蓋石が認められる。蓋石には長辺が 0.5m~0.6mの石材を排水

溝と直交する方向に横架し、蓋石と蓋石の目地がなす隙聞には 0.lm~0.2m程度の石材を多数詰め込んで

排水溝へ土砂が入り込むことを防止している。蓋石の石材は平らな面を下に向けて設置しており、排水溝

土面を平坦にする意図は見受けられない。排水溝の側壁部には長辺約 0.4m、魁亙約 0.2m、厚さ約 O.lm

前後の石材を用い、平らな面を壁面とし、長辺を垂直方向に並べて天端で蓋石を受ける。

排水溝の掘方は、旧表土及び基盤冒まで掘り込んでいる(図 19)。南側の壁面では、旧表土上に盛土(図

19 : 6層)が認められたが、排水溝との先後関係は不明である。なお、掘方の埋土は、下層は自然堆積で

あるが、上層は墓道を埋めた埋土と同質であった。検出面(蓋石上面)と同レベノレで尾張5型式附子の山

茶碗が出土したことから(図 68)、後世には蓋石が露出していた可能性が高いと考えられる。

。墳丘の盛土(図 20-図22)

墳丘は、石室の主軸を基準に断ち割りし、土層観察を行った。以下、墳丘南北断面図と墳丘東西断面図

に分けて詳細を記述する。

墳E南北断面図(図 20 ・図 21)墳丘南北断面を 1層~240層に分層した。これを大別するとAから I になり、

図 20 ・図 21 の太線で示したロ第5章第 1節でA~I を図示した(図 64)。以下にそれぞれの概要を記す。

A 基盤眉・旧表土基盤層は、漸移層も含んで、 237 層~240 層にあたるロその直上には旧表土が 235 ・

236 層で認められる。なお、旧表土は側壁からそれぞれ南北方向の約 5皿先には認められない。 217層~228

層は、石室掘方外側に分布する。基盤層に類似する明褐色土及び基盤層起源の砂岩ブロックの混ざった土

が中心であることから、基盤層を掘った石室掘方の排土と考えられ、それを石室掘方外側に残置したもの

と考えられる。

B 石室掘方付近石室掘方は、基盤層・旧表土をほぼ垂直に掘削していることが観察できる。北側は階

段状に壁面が掘削されていることから、 2段階の掘削が行われた可能性がある。 233層・ 234層の石室掘方

底面の薄い盛土は、床面を構築した敷土で、基盤層と類似する土色・土質である。

C 玄室租IJ壁外側付近 175 層~216 層は、側壁の壁体外側lへ2mの範囲に分布する。側壁の石材を積み上

げる際に、天井石の高さまで同時に盛り上げられた盛土である。基盤層起源の明褐色土や周囲に堆積して

いた流土を起源とする褐色土を積み上げたと考えられる。水平方向の盛土と斜め方向の盛土が下半と上半

に認められる。下半の水平方向の盛土は、奥壁上端や北側掘方上端の高さ、石室の構築で述べた側壁の長

手積みで目地の整ったラインとそろうことから、上半と下半で別の性格をおびる可能性がある。

D 墳丘2段目下半 128 層~174 層は、 175~216層を覆うようにした盛土で、 Cの上半と比べて水平方向

の盛土が目立つことからCと区分した。特に南側では層厚の薄い水平な盛土が連続する。黒褐色土や砂岩

ブロックの混ざった土をおよそ交互に積み上げていることから、両側壁壁体の外側5m先、旧表土が認め

られない箇所の基盤層・旧表土を削平した土で盛り上げられたと考えられる。南側に見られる各層厚の合

計は約1.5mであり、北側における O.7mより厚い。北側より南が入念に盛土を行ったと考えられる。また、

端部の傾斜は南側が急で、その後構築される葺石の角度と揃う。

E 墳丘2段目上半 90層~127 層 (104 層 SX1 残土を除く。)は、墳丘 2段目上部を形成する盛土である。

Dと同じく水平方向の盛土だが、 Dと比べて各層が厚いことから区分した。褐色土が中心だが、様々な土

が混ざることから、周溝掘削土を含む広範囲から採取されたと考えられる。南北両端では、 2段目葺石と
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時褐色粘質シルト(ややしまりあり、赤褐色のプロックを 168 7. EiYR4/4 褐色粘質Jルト{しまりあり、炭化物をわずかに含む) 1掬 7.6YR4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、黒褐色プロックを6%含む、

159 10YR6/6 明貧褐色粘質シルト{しまりあり、径1.......10岨の砂砦を7%含む) 炭化物をわずかに含む〉
黒褐色粘質シルト(ややしまりあり、赤褐色のプロックを

160 7.5YR4/4 褐色粘質Jルト{しまりあり、砂岩盤を1%含む) 2凹 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩盤を1%含む)

臨器νルト{や匙まりあり、赤禍のプロック剖憎む) 161 10YR6/6 明輔色欄シルトはりあり、径円抽の醐を7%含む)回1 7.5YR附醐醐質シルト(しまりあり、臨血程度の鵬を1悼む)
質シルト( しまりあり、赤島色のプロックを 162 7田 山 褐 色 細 川 ト { し ま り あ り 、 血.......30cmQ)醐例制 阻 7悶帥褐醐質シルト(しまりあり)

163 7.5YR4/6 褐色品質νルト{しまりあり) 203 10YR5/6 糞褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粒を2%含む)
1出 7.5YR4/6 褐色粘質Jルト{しまりあり、径3a程度の砂岩を1%含む、 204 7.5YR5/6 明褐色粕質シルド(しまりあり、賞褐色プロックを15%含む)

炭化物をわずかに含む) 205 7.5YR5/6 明褐色粕質シルト(ややしまりあり)
165 7.5YR4/4 褐色粘質シルト{しまりあり、径2.......3C1lの砂岩を7%含む、 200 7.5YR4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、黄縄企プロックを10%含む)

炭化物をわずかに含む) 207 7.5YR4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、径1.......6cmの砂岩を2%含む〉
1田 7.5YR4/4 褐色粘質Jルト{しまりあり、径2-6舗の砂岩を1%含む、 2関 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(ややしまりあり、炭化物をわずかに含む)

炭化物をわずかに含む) 2田 7.5YR4/6 褐色粘質シルト(ややしまりあり)

167 7.5YR4/4 褐色粘質νルト、 7.5YR5/6明褐色粘質シルトの混合 210 7.5YRν4 褐色粘質シルト(ややしまりあり)
(しまりあり、径2'"程度の砂岩を3%含む、炭化物をわずかに含む) 211 7.5YR3/3 暗褐色結質シルト(しまりあり、砂岩粒を1%含む}

1曲 7.5YR3/4 時褐色粘質シルト(ややしまりあり) 212 7.5YR3/3 暗褐色粘質シルド(ややしまりあり、黄縄色プロックを
1曲 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粧を5%含む) 7%含む)
170 7.5YR4/6 褐色粘質Jルト{しまりあり、砂岩粧を2%含む) 213 7.5YR5/6 明褐色粕質シルト(しまりあり.砂砦粧を3%含む、炭化物を

171 7. EiYR4/4 褐色粘質Jルト{しまりあり、砂岩粧を6%含む) わずかに含む)
172 7.5YR4/4 褐色粘質Jルト{ややしまりあり) 214 7.5YR5/6 明褐色粕質シルト(ややしまりあり)

173 7. 5YR4/3 褐色粘質Jルト{しまりあり) 215 7.5YR6/8 笹色粘質シルト(しまりあり、黄僑抽プロックを30%含む)
174 10YR4/6 褐色粘質シルト、 7町R4/3'褐色の混合(しまりあり、砂岩粒を 216 7.5YR4/6 褐色粘質シルト、 7.5YR3/3暗褐色粘質シルトの混合

1%含む) (しまりあり、砂岩粒を1%含む)
175 7.5YR4/4 褐色品質Jルト{しまりあり、業褐色プロックを5%含む) 217 10YR3/4 暗褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粒を1%含む、炭化物を
176 7. 5YR4/6 褐色粘質νルト{ややしま，りあり、黄褐色プロッタを わfかに含む)

3%含む、炭化物をわずかに含む) 218 10YR4/3 にぷい黄褐色粘質シルト(しまりあり、砂砦粧を3%含む、
177 7. 6YR6/6 ~月褐色粘質シルト 炭化物をわずかに含む)

(しまりあり、径l個程度の砂岩を3%含む、赤褐色プロックを3%含む、 219 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、貧褐色プロッタを7%含む)
炭化物をわずかに含む) 220 7.5YR4/4 褐色砂質シルト(しまりあり、炭化物をわずかに含む)

178 7.5YR4/4 褐色砂質的レト(しまりあり、砂岩粧を2哨含む) 221 7.5YR5/6 明褐色結質シルト(しまりあり、砂岩粧を10%含む)
179 10YR3/4 暗褐色粘質シルト(しまりあり、黄褐色プロックを15%含む) 222 7.5羽生/3 褐色粘質シルト(しまりあり、径2-5幽の砂岩を3%含む)
1曲 7.5YR3/3 時褐色粘質シルト(ややしまりあり、黒褐色プロックを 223 7.5YR4/3 褐色粘質シルト(しまりあり)

5%含む) 224 7.5YR4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、径1-5四の砂岩を1%含む}
181 7.5YR4/4 褐色粘質νルト{しまりあり、砂岩継を2%含む、炭化物を 225 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粧を2%含む)

わずかに含む) 226 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり.径1-6四の砂砦を7%含む1
182 10YR4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、貧褐色プロックを16%含む) 227 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、径1-6四の砂舗を7%含む1

183 7. 5YR3/3 時褐色粘質シルト(ややしまりあり、黒褐色プロックを 228 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、砂砦粒を1%含む)
10%含む、炭化物をわずかに含む) 229 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、径3.......15個の砂岩を5%含む、

1剖 7.5YR4/6 褐色粘質Jルト{しまりあり、砂岩粧を3%含む) 炭化物をわずかに含む)SL2極土
185 10YR3/3 暗褐色粘質シルト(しまりあり、黄褐色プロックを10%含む、 230 7.5YR5/6 明褐色勅質シルト(しまりあり、焼土を10%含む、制捕を

炭化物をわずかに含む) わずかに含む)SL2塩土
186 7.5YR4/4 褐色粘質Jルト{しまりあり、砂岩粧を15%含む、炭化物を 幻1 7.5YR4/2 灰褐色粘質シルド(しまりあり、続土を10%含む、炭化物を

わずかに含む) 30%含む)SL2理士

187 10YR3/4 暗褐色給賓シルト(しまりあり.砂岩盤を2%含む、炭化物を 232 町R4/8 赤褐企粘質シルト(しまりあり、砂岩粧を6%含む)被識した
わずかに含む) 基盤皇居

1田 7.5YR4/4 褐色粘質Jルト〈しまりなし) 233 7.5YR5/8 明褐色粘質シルト(しまりあり、径1岨程度の砂砦、

189 10YR4/3 にぷい貧褐色粘質シルト(しまりあり、貧褐色プロックを 砂岩粒15%含む、暗褐色土プロック10%含む〕貼床
15%含む、炭化物をわずかに含む) 234 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(ややしまりあり、径3-5岨の砂岩10%含む1

1田 7.5YR4/4 褐色品質ノルト{しまりなし) 整地土
191 7.5YR6/6 糧色品質νルト{しまりあり、炭化物をわずかに含む) 235 10YR3/4 暗褐色粘質シルト(守中しまりあり、炭化物をわfかに含む1
192 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粧を5%含む) 旧表土
193 7.6YR6/6 腕褐色粘質シルト(しまりあり、径1個程度の砂岩を16%含む)236 7.5YR3/4 暗褐色粘質シルト(ややしまりあり、径3-10.佃の砂岩を

1剖 10YR3/4 暗褐色車脂質シルト(キキしまりあり‘粘性強い、砂場粧を 1%含む)旧表土
1%含む) 237 10YR6/6 明黄褐色砂質シルト(しまりあり、砂岩粒を3%含む)漸移層

195 7.5'四，6/8 ~藍色粘質Jルト{しまりあり、砂岩粧を10%含む、炭化物を 238 7.5YR5/6 明褐色粕質シルト(しまりあり、径2-3岨の砂婚を2%含む)
わずかに含む) 漸移層

1鋪 7.5YR6/8 樫色粘質νルト{しまりあり、砂岩組を10%含む、黒褐色 239 10YR6/8 明鷺褐色粘質シルト(しまりあり、径5-5Oco.の砂岩を15%含む)
プロックを7%含む) 基盤層

197 7.5YR6/8 糧色品質νルト{しまりあり) 240 7.5YR5/6 明褐色粘質シルド(しまりあり、径1-30cmの砂岩を10%含む)
1舗 7.5YR5/8 明褐色粘質シルト(しまりあり、径2-3個の砂岩を10%含む) 基盤層
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141 10YR2/3 黒褐色粘質Z
(しまりあり、黄褐色プロックを1%含む、黒褐色プロックを3%含む)

142 10YR2/3 黒褐色粘質シルト(しまりあり、粘性描い)
143 10YR3/3 時褐色粘質シルト(しまりあり、黄褐色プロックを15%含む)
144 10YR2/3 黒褐色粘調シルト(しまりあり、粘性摘し、)
145 7町田/3 時縄企粘質シルト、 7.5YR3/2黒褐色品質シルトの混合

(しまりあり、粘性強い、 S鳥褐企プロックを6%含む)
146 7町R4/6 褐色紗質シルト(しまりあり)
147 10'羽生/4 褐企砂質Jルト{しまりあり、黄褐色プロックを7%含む)
148 10YR3/3 時褐色粘質シルト(しまりあり、黄禍色プロックを16%含む)
149 10YR5/6 黄褐色粘質シルト(しまりあり、径2-3岨の砂岩を3%含む1
1関 7町R4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、径1-3舗の砂岩を2%含む)
151 7町R5/6 明褐色粘貿シルト(しまりあり、径1......3(:111の砂岩を7%含む、

炭化物をわずかに含む)
152 7町田/3 褐色粘質シルト(弓咋しまりあり、砂岩粧を3%台む)
153 10YR5/6 黄褐色粘質シルト(しまりあり.粘性描い、黒褐色プロァクを

6%含む)
164 7町R4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、径1-3閣の砂砦を1%含む)
155 7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、炭化物をわずかに含む)
156 10YR6/6 劇賞褐色粕質シルト(しまりあり、径1-10岨の砂岩を7%含む1
157 7町R4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、炭化物をわずかに含む)
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38 第 3章調査の成果

角度が類似する士層が認められる (101層・ 102層・ 125層)。葺石構築に伴う士層の可能性もあるが、葺石

それぞれに対応しないため、 Eに区分した。

F 墳丘1段目 40 層~61 層・ 66 層~70 層は、墳丘2段目の周囲に盛り上げられた墳丘 1 段目の盛士で

ある。 Dにおいて、基盤層・旧表土が削平された箇所に、南側では約3m、北側では約2mの幅で水平に

盛土を行っている。下部ほど各層が厚い。南側では、 2段目葺石の下に、葺石に連なるような土層が観察

できる。土層の細分が可能であることから、 2段目葺石と一連のように見えるが、 51層、 54層、 57層との

重複関係から、墳丘1段目に連なると考えた。しかし、先にも述べたように2段目葺石に連なる土層に見

えることは検討課題である。

G 2段目葺右付近 71 層~89 層は、葺石それぞれに対応して細かく分層できることから、葺石敷設の際

に充填された土と考えられる。南側の82層は、葺石敷設前に墳丘を成形したと考えられる土層である。北

側の 83層も同様であろう。

H 1段目葺右付近 2層・ 6層~38 層・ 62 層は、 2段目葺石付近と同様、葺石に対応して分層できるこ

とから、葺石敷設の際に充填された土と考えられる。南側では、北側とは異なり、葺石の内側約 1mまで

関係する土層が認められる。この土層はさらに上部まで及んでいる(15層)。南側では、 1段目葺石構築に

あたって多くの土が充填されたことから入念に準備されたと考えられる。

I 墳丘1段目よ部付近 1 層・ 3層~5層・ 63 層~65 層は、テラスや墳圧を整地した土と考えられる。

その際、 2段目の葺石の基底部が埋め殺しになったと考えられる。

墳丘東西断面図(図 22) 墳丘東西断面を 1層~65 層に分層した。南北断面で見られた I の土層は観察でき

ないため、大別するとA~Hになる。以下にそれぞれの概要を記す。

A 基盤眉・旧表土基盤層は、漸移層も含んで、 61 層~65 層にあたる。その直上には旧表土が 59 層・

60層に認められる。旧表土は、南北断面と同様、 2段目墳丘下に認められるが、それより外側には認めら

れなし九また、石室掘方掘削とそれに伴う残置土は東側では認められない。

B 右室掴方付近石室掘方がほぼ垂直に掘削されたことが東側で観察できる。石室の構築で述べたよう

に、奥壁設置用の石室掘方も観察できる。西側の敷土が比較的厚い。 19層は、石室掘方掘削土を利用した

墓道の床面と考えられる土層である。

C 玄室奥壁付近 48 層~54 層は奥壁付近を充渡した土である。 44 層~47 層は天井石まで達したと恩わ

れる土で、南北断面同様、斜め方向の盛土であったと考えられる。

D 墳丘2段目下半 29層~42 層は、 2段目下半を構築した盛土で、水平方向の盛土が目立つ。墳丘断面

南側のような厚みはなく、各層厚の合計は0.7mと北側に近い。

E 墳丘2段目上半 24層~28 層は、墳丘2段目上半の盛土で、不規則に盛り上げられている。 20 層~23

層は葺石に伴う盛土である可能性もあるが、葺石との対応関係が不明なため、この区分とした。

F 墳丘1段目 8層~18 層は、南北断面と同様、基盤層・旧表土を掘り込んだ上からほぼ水平に堆積し

ている。葺石の構築で述べたように、東側では 1段目墳丘(テラス)構築に伴う 2段目葺石基底部の埋め

殺しは確若草できない。

G 2段目葺石付近 6層・ 7層は、 2段目の葺石敷設の際に充填された土と考えられる。

H 1段目葺石付近 1 層~5層は、 1段目の葺石敷設の際に充填された土と考えられる。
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斜 7.5YR4/3褐色粘質シルト(ややしまりあり、赤褐色プロックを5%含む)
錨 7.5YR4/3褐色粘質シルト(ややしまりあり、赤褐色プロックを5%含む)
36 7.5YR4/6褐色粘質シルト(しまりあり、径1-3岨の砂砦を1%含む、砂砦粧を5%含む)
37 7.5YR4/4 褐色粘質シルト、 7.6YR4/3褐色粘質シルトの混合(しまりあり、径1-3岨の砂砦を5%含む)
羽 7.6YR4/3褐色粘質シルト(ややしまりあり}

3ゆ 7.6YR4/6褐色粘質シルト(しまりあり、炭化物をわずかに含む〉
40 7.5YR3/3 暗褐色粘質シルト(しまりあり、粘性強い、砂岩粒を2%含む、炭化物をわずかに含む1
41 皮田;;8 明赤褐色粕質シルト(しまりあり、黒褐色プロックを5%含む)
42 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粒を7%含む、炭化物をわずかに含む)
43 7.5YR4/6褐色粘質シルト(しまりなし、砂岩粒を1%含む)植物痕か
44 7.5YR5/6 明褐色粕膚シルト(しまりあり)
45 10YR3/2 黒褐色粘質シルト{ややしまりあり 粘性強い1
46 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり)
47 7.6YR4!Z 灰褐色粕膚シルト(ややしまりあり、炭化物をわずかに含む}
錫 7.5YR4/3褐色粘質シルト(しまりなし、粘倍強い、径2m程度の砂岩をわずかに含む)

49 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりなし、粘性強い、砂岩粒を1%含む)
印 7.5YRν4 褐色粘質シルト(しまりなし、粘倍強い)
51 7.5YR5/6 明褐色給調シルト(しまりあり)
52 7.5YR4/6褐色粘質シルト(ややしまりあり、粘性強い)
日 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(ややしまりあり、粘性強い)
54 7.5YR5/8 明褐色結質シルト(しまりなし)

応 lOYR6/4 にぷい貧褐色粘質シルト(貧褐色プロヲタ15%含む、砂岩粧.%含む、しまりあり}
66 7.6YR6/8 明褐色粕膚シルト

(径1m程度の砂岩砂岩粒15%含む、暗褐色プロック10%含む、しまりあり〉
57 7.5YR5/6 明褐色粕調シルト(径lcni程度の砂岩3%含む、黒褐色プロック10%含む、ややしまりあり)
58 10YR5/S 糞褐色粘土(ややしまりあり)
59 7.5YR3/3 暗褐色粕調シルト(ややしまりあり、炭化物をわずかに含む}間表土
曲 10YR3/2 黒褐色粘質シルト

(褐色士15%含む.径500曜度の砂岩1%含む.炭化油わずかに含む、ややしまりあり)岡表士
61 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、径1-師団の砂砦を3%含む)漸移居
田 10YR4/S 褐色 10YR4/6 黒褐色粘質〆ルト(径6-20咽の砂岩3%含む、しまりあり}漸移屠
田 10YR5/S 黄褐色粘土(径1-50咽の砂岩15%含む、しまりあり)基盤層
品 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(しまりあり、径3.......10岨の砂岩を3%含む)基盤屠

邸皮田;;6明赤褐色{しまりあり)基盤層(岩劃

7町田l' 明褐色粘質シルト{ややしまりあり、径g佃岬砂岩を2%含む)
7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、炭化物をわずかに含む)
7町田16明褐色粘質シルト(しまりあり、径3a程度の砂砦を3%含む.炭化物をわずかに含む)
10'羽生14褐色粘質ンルト(粘質強れややしまりあり)
lOYR4!3 にぷい黄褐色粘質シルト(炭化物わずかに含む、ややしまりあり)

7町R4/4 褐色粘質シルト(今中しまりあり)
7町R4/3 褐色粘質シルト(しまりあり、径1岨の砂岩を7%含む)
7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、径1-3cmの砂岩を7%含む)
10YR4!6 褐色粘質~)レト、 7.5YR4/6i毎色粘貿~)レトの混合
(しまりあり、径2個程度の砂岩を7%含む、炭化物をわずかに含む)

10 7町R4/4 褐色粘質シルト(弓咋しまりあり、砂岩粧を2%台む、炭化物をわずかに含む)
11 6YR4/8 赤褐色粘質的レト(しまりあり 径1-3四程度の砂岩を10%含む炭化物をわずかに含む)
12 7町R4/3 褐色粘質シJレト(しまりあり)
13 7町田14 暗褐色粘質シルト{しまりあり、砂屠殺を2%含む、炭化物をわずかに含む)

14 7町田14 暗褐色粘質シルト〈ややしまりあり、炭化物をわずかに含む)
15 7町R4/4 褐色粘質シルト(しまりあり、粘性強い)

16 7町田16明褐色粘質シルト(しまりあり、粘性強い、黒褐色プロックを10%含む、炭化物をわずかに含む)
17 7町田16明褐色粘質シルト{しまりあり、砂岩粒を1%含む、炭化物をわずかに含む}
18 7町田16褐色粘質シルト(しまりあり、径1-3cmの砂岩を3%含む)
19 7.5YR5/6 明禍色粘質シルト{黄禍色プロフクを7%含む、暴褐色5%含む、しまりあり)
20 7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり 砂岩継を2%含む)

21 6YR5/8 明赤褐色粘質シルト{しまりあり、砂場粧を10%含む)
22 7町R4/3 褐色粘質シルト、 7.5YR4/6褐色粘質シルトの混合(しまりあり、砂岩粒を5%含む)

23 7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粒を15%含む)
24 7町R4/3 褐色粘質シルト件中しまりあり、砂岩粒を2%含む、炭化物をわずかに含む)
25 7町R5(6 明褐色粘質シルト(しまりあり、砂岩粒を3%含む)
26 7町R4/4 褐色粘質シルト(守中しまりあり、径cml-3cmを3%含む、炭化物を""1'かに含む}
27 7町田l' 明褐色粘質シルト{しまりあり、径1-5咽の砂岩を5%台む)
28 10YR3/4 褐色岬質シルト(ややしまりあり.炭化物をわずかに含む)
29 7町R4/6 褐色粘質シJレト(しまりあり、径1-1(;四の砂岩を3%含む)

30 l0YR3/4 時褐色粘質シルト(ややしまりあり、赤褐色プロックを5%含む)
31 10YR3/3 時褐色粘質シルト(ややしまりあり、粘位強い、炭化摘をわずかに含む)

32 7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり、黒褐色プロックを10%含む、径2-3C1lの砂岩を5%含む)
33 7町R4/6 褐色粘質シルト(しまりあり)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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(2)梅替古墳の遺物出土状況

今回の調査では、古墳が営まれた時期に所属する遺物は、石製品、金属製品、須恵器、土師器が出土し

た。石室内から出土した管玉、紡錘車、耳環以外はすべて破片で出土した。特に、石室内外の広範囲から

出土した須恵器は小片で出土した。最も出土点数の多い須恵器は、破片数で 1，491点を数え、石室内から

は210点、石室外からは 1，281点が出土し、石室外が全体の約86%を占める。

石室内の遺物はすべて石室床面から浮いた状態で出土し、欠損の無い石製品や金属製品も原位置を保た

ない。しかし、出土層位が埋士下層であることや出土位置にまとまりが見られること(図 23)から、管玉

15点、紡錘車2点、耳環3点、鉄蟻5点は、副葬遺物として位置付けてよいと思われる。本来、供献土器

として石室内に大量に納められていたであろう須恵器も小片となって散在している状況である。石室内か

ら出土した器種は、杯身・杯蓋、高杯、車、碗、査類、瓶類、器台の他に曹片があり、石室内に供献され

ることのない器種も混入しているといえる。土師器聾片は石室内からは 11点、石室外からは 14点が出土

した。士師器聾も散在している状況であるが、掲載した小型費 (55)が奥壁付近から出土しているのは興

味深い6)。石室内の埋士下層から美濃須衛産の5型式併行の山茶碗 (107)が出土しており、この時期以降

に石室内の遺物が原位置を離れ、また大規模な盗掘によって散在したと考えられる。

-金属製品(耳環，鉄鎌)

・管玉
・紡錘車

園23 石室下層出土石製品・金属製品出土位置園

。 2m 

(S=1/60) 

石室外の遺物は、土師器費、須尉器の杯身・杯蓋、高杯、車、碗、査類、瓶類、器台、脚付査、曹が認

められる。土師器種、杯身・杯蓋、高杯、車、碗、壷類、瓶類などの大半は、本来は石室内に供献された

ものが後世の改変によって石室外に持ち出されたものと考えられる。須恵器の曹は4個体が確認できたが、

個体ごとに出土状況に偏りが認められる(図24)。聾79は石室入口北側のテラスから墳E裾部にかけて、

聾 80は石室入口の墳E裾部に、費 78は墳丘南側のテラスに破片の出土が集中しており、墳頂部や石室入

口両側のテラスに据え置かれていた可能性が高い。費77は墳丘西側の広範囲に分布するが、 SD3に破片が

集中する箇所がみられる。これらの状況は石室外において、大型の須尉器の曹を用いた葬送儀礼が行われ

た痕跡を示すものと考えられる。また、石室入口北側テラスから墳丘裾にかけて出土した脚付壷 (73)も、

石室外における儀礼の痕跡である可能性がある。

墓道出土の山茶碗 107は石室内下層出土の破片と接合したことから、尾張5型式併子の頃に石室内及び

墓道に人為的行為が加わった可能性がある。以下、古墳の供献キ療把、その後の人為的活動に関わる遺物

の個別の出土状況について述べる。



-脚付量(73)

口 受(7η・.(78)
・聾(79)

ロ窪(80)

..恵棒幽土地点

園24 聾・蜘付壷出土状況園

園25 須恵器出土状況園
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須恵器須恵器の分布をみると、墓道西側、 1段目テラス北西部から南西部、墓道南西部の3箇所にやや

集中する傾向がある(図25)。石室内から破片が出土したを買事器は、 1、2、3、17、20、22、28、32、36、

37、38、39、43、44、53、56、師、 67、70、79である。出土層位は大半が石室埋士下層で、原位置を保持

していない。 2、3、37、38の接合関係、をみると墓道西側に破片が集中する傾向があることから、盗掘や

後世の改変によって多くの破片が石室から墓道を通ってタレ斗事動したと考えられる。上記20点以外の須恵

器は先述した気事器片が集中する 3箇所に主に分布する。

土師器聾石室内から出土した 11点中8点は奥壁付近にまとまって出土した。55は2点が接合した小型費

で奥壁付近の出土である。 54はSX3から出土した。石室外からは 14点が出土した。

右製品・金属製品 管玉は石窒埋士下層から 15点出土した。石窒の奥壁付近と玄室と羨道部の境から 2血

の位置にまとまりがみられる(図23)。紡錘車は石窒埋士下層から 2点出土した。奥壁付近から 1点 (96)、

玄室と羨道部の境付近から 1点 (97)が出土した。金属製品は石室埋士から8点、出土した。耳環は奥壁付

近から 2点 (99・l∞)、玄室と羨道部の境付近から 1点 (98)出土した。大半が鉄織と考えられる鉄製品

は、石室内に散在している状況である。

(3)梅替古墳の出土遺物

須恵器(図 27-図33)

坪蓋 1は口径推定 14.0岨を測り、天井部は稜まで回転ヘラケズリが認められる。口縁部と天井部との

境に鋭く突出する稜をもち、口縁端部は内面に面をもって尖らせる。 H11 号窯式に比定される。 2~7

は口径 14.0 cm~15. 0 cmを測り、天井部はやや丸みをもち、 2分の1から4分の3の範囲に回転へラケズ

リが認められる。口縁部は天井部との境に稜をもって垂下し、端部でわずかに外反する。内面には凹面

が認められる。 H61号窯式湖に比定される。 8は口径 14.8咽を調印、天井部は丸く、 4分の3まで回転

へラケズリが認められる。口縁部は天井部との境に稜をもち、内毎気味に下り、口縁端部内側に顕著な

凹面を形成する。腹ヶ池窯式湖に比定される。 9~14 は口径 13. 1 cm~14. 8四を測り、天井部は丸みを

もつが、頂部はわずかに平坦な部位が認められる。 9はこの中で古相を示し、器高が高く、頂部がやや

平坦である。 10、13、14は天井部中位に1周程度回転ヘラケズリが認められる。口縁部は短く内傾し、

天井部との境には稜が認められない。口縁端部内面は外傾する浅い凹面を形成する。天井部外面はへラ

切り後、未調障重である。 TK43 号窯式湖に比定される。 15~19 は口径 9.4 四~12.0 四を測り、比較的小型

である。天井部は2分の 1まで回転ヘラケズリが確認できる。口縁部との境の稜は、上下部をナデて短

く突出し、口縁部は外傾して下る。 19の口縁部は内毒気味に下る。 H15号窯式期に比定できる。 20は口

径 11.4四を測り、小型である。天井部は丸く、 3分の1まで回転へラケズリ調整が確認できるロ口縁部

との境に稜が認められず、口縁部は垂下して端部はやや尖る。口縁部の一部にススが付着しているロ須

衛 65号窯式湖に比定されるロ

坪身 21~24 は口径 14.0 四~15.0 四程度を測り、底面がやや丸みをもちながら立ち上がり、受部にい

たる。底部には2分の 1程度まで回転へラケズリが認められる。受部は上外方に突出し、口縁部は内傾

する。端部内面はわずかな凹面を形成する。 H61 号窯式期に比定される。 25~27 は口径 12.0 四~14.4

皿を調印、底部は平坦で、外上方へ直線的に立ち上がり受部にいたる。底部には2分の 1程度まで回転

へラケズリが認められる。口縁部は内傾したのち直立し、端部内面に凹面をもっ。 27は扇平な形状で、

受部は横に突出し、受部の下部は底部との境に段をなす。腹ヶ池窯式期に比定されるoお~31 は口径 1 1. 4 
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咽~13.8 咽を測り、底部は平坦で、外上方へ直線的に立ち上がり受部にいたる。底部外面はへラ切り後、

未調整である。受部は上外方に突出して、口縁部は短く内傾したのち直立してのびる。 TK43号窯式湖に

比定される。 32は口径 11.2咽を測り、小型である。底部は平坦で、やや丸みをもって受部にいたる。底

部は2分の 1程度まで回転へラケズリが確認できる。受部は上外方に突き出し、端部は丸くおさめる。

受部の下部はややくぽむ。口縁部は内傾し、端部内面に面をもたせてやや尖る。 H44~H15 号窯式湖に

比定される。 33は7世紀初頭~後半の無台杯身で、底部のみが残存する。 34は底部が平坦で外上方へ立

ちあがる。底部に回転へラケズリが確認できる。 H15窯式湖に比定される。 36は口径推定 13.0cmを串H

k 底部は平坦で、丸みもって受部にいたる。底部は2分の1まで回転ヘラケズリが確認できる。受部

は上外方に突き出し、端部を丸くおさめる。口縁部は内傾してのび、端部はやや尖る。須衛65号窯式に

比定される。

碗 35は碗である。外傾して立ちあがる底部から口縁部が屈曲して直立したのち、わずかに内傾しての

びる。端部はやや外反して丸くおさめる。底部には丁寧な回転へラケズリが認められる。 H15号窯式併

行期に比定される。

高杯 37~40 はボタン状の摘みのある有蓋高亦の蓋である。摘みの付根から天井部は丸みをもって下り、

口縁部に連続する。天井部と口縁部との境に沈線状の凹面が認められる。 39・40は摘み中央がやや突出

する。 TK43号窯式期に比定される。 41・42は長脚高杯の脚部である。透孔は1段で、三方にある。脚裾

部は逆L字状に屈曲する。腹ヶ池窯式湖に比定される。 45・46は高部の脚部である。裾部は外反する。

透孔は三方にあり、 46は透孔の下に1条の沈線を巡らす。 46の裾部ははね上げ状である。 TK43号窯式湖

に比定される。 43・44は長脚無蓋高杯である。杯部外面は、 43には3条の沈線とその聞に刺突文が認め

られ、 44には沈線が認められる。脚部は付根から直立したのち、裾部に向かって強く外反し、透孔は2

段で三方にある。上下の透孔の聞には沈線を巡らす。 43の脚裾部は逆L字状に屈曲し、屈曲部の外面に

稜を形成する。 H44号窯式期に比定される。 47・48は無蓋高亦の杯部である。杯部が丸みをもって立ち

上がり、中位に段を有する。 H15 号窯式期に比定される。 49~51 は長脚無蓋高杯である。透孔は 2段で

三方にある。上下の透孔の聞には沈線を巡らす。 51は上段の透孔が未貫通である。 49は郎部外面に刺突

文が認められる。 49 は TK43~啄209 号窯式期、 50 ・ 51 は H15 号窯式湖に比定される。 52 は短脚無蓋高杯

である。郎部は丸みをもって立ち上がり、脚部はハの字に聞く。裾端部は内傾する強い平坦函を形成す

る。須衛65号窯式期に比定される。 53は高杯脚部である。那加5号窯式期に比定される。

腫 56~59 は体部片で、 2条の沈線があり、その聞に刺突文が認められる。 TK43~217 号窯式期に比定

される。 60~62 は口縁部片で、頚部は直線的に外傾し、強く屈曲してから口縁部が上外方に開く。 61 の

頚部外面には波状文が認められる。 62は口縁部が内轡し、口縁部及び頚部外面に刺突による文様が認め

られる。 60 は H15 号窯式期、 61 は MT85~TK43 号窯式期、 62 は TK43~TK209 号窯式期に比定される。 63

は小型品で口縁部が強く外反する。体部の肩が張ることから、長頚瓶の体部を模倣した小型品である可

能性もある。須衛65号窯式に比定される。

壷・瓶 64は広口壷である。口縁部が弱く外反して、端部に強い凹面を形成する。体部は中位でやや強

く張り、上半には沈線と波状文が認められる。岐ヶ池窯式期に比定される。 65は査類の蓋である。天井

部の摘み部は欠損する。天井部と口縁部の境の稜は短く突出し、口i縁端部は垂直に下る。 TK43号窯式併

行期に比定される。 66 は短頚査である。産地不明だが TK209~217 号窯式開T期に比定される。 67~72
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は瓶類である。 67は体部のみが残る。体部の肩部に沈線が2条認められる。形状から平瓶の可能性が高

い。 68~72 は提瓶である。 68 は頚部中位に 2条の沈線が確認できる。 69 は頚部カミら肩部の破片で、頚部

には振幅の大きい波状文と沈線が認められ、肩部に刺突文が確認できる。71は体部のカキ目が観察でき、

横位に 2条の沈線を巡らす。 72 は体部片で、カキ目と把手が確認できる。 67~71 は H15 号窯式期、 72

は TK209~217 号窯式期に比定される。 73 は大型の脚付壷である。口頭部を欠損する。脚部には丸形と方

形の透孔、波状文が認められる。肩部に別の部位が接合してあったような剥離があるため、把手や子持

ちの壷などの装飾があった可能性がある。 TK43号窯式期に比定される。 74は口縁部が強く屈曲し、頚部

には刺突文、円形の刺突文、沈線が認められる。頚部の屈曲が水平でないことから、子持ちの壷と考え

られる。胎土は73とは明らかに異なる。 TK43号窯式期に比定されるロ

器台 75・76は器台である。 75は脚部の付根で、方形の透孔が一部残存する。 76は脚部で裾部が強く屈

曲して、端部は平坦である。外面は方形の透孔、府l突文が認められる。胎土や焼成が類似することから

同一個体の可能性がある。 H15号窯式期に比定される。

聾 77~80 は費である。 77 は口径 22.0 咽、器高推定 28. 7岨を測る。頚部には突帯状の段を有し、体部

外面に叩き痕が残る。 78は口径 45.8咽を測る。現存高の図上の復元値は 51c皿を測り、器高は推定 60

回程度と考えられる。頚部は外反し、口縁端部は段を形成する。頚部に波状文と沈線 (2条)を交互に

巡らし、体部外面に敵き痕が残る。 79は口径41.8咽を測り、器高は推定80岨を超える大型のものであ

る。口縁部は頚部がやや外反し、端部が強く屈曲する。体部外面には叩き痕が確認でき、内面には同心

円状の当て具痕がわずかに残る。底部外面の周囲に径32cmほどの輪状の圧痕がある。叩き痕の土に重ね

られていることから、底部がある程度成形が進んだ段階で、何かの台の上に設置した痕跡の可能性があ

る。80は口径38.6岨を測る。現存高の図上の復元値は56岨を視lり、器高は推定60岨程度と考えられる。

器壁表面が黒色をなす。頚部はやや外反し、口縁端部を折り返して段を形成する。頚部に沈線 (2条)

と波状文を交互に巡らし、体部外面に叩き痕が残る。要は6世紀後半と考えられる。

土師器(図29) 54・55は賓のミニチュア土器である。 54は底部片である。外面にハケ目がわずかに残る。

55は口径8.4岨、器高は8.3岨を測る。署瞳が厚く、器面の摩耗が著しいロ口縁部が短く外反する。

石製品(図 34)

管玉石材は 15点すべて緑色凝灰岩である。長さ平均3.1咽で、直径平均1.1岨である。 82が長さ 3.3

個、 95が長さ 2.0岨で、1.3岨の差がある。また、 82、83、86、87の直径が1.1岨、 95が直径0.6岨で、

0.5岨の差がある。すべて片面穿孔で、両端の孔径差が大きい。中でも 89は孔径差0.23岨あり、出土し

た中で最も差が大きい。孔の断面形状から尖った錐状の工具を使用して穿孔したと考えられる。 81、95

は片側の孔が端に寄っている。この部分には、孔が貫通する際に割れたと考えられる外のくぼみを磨き

消そうとした痕跡が残る。 88、89、94は貫通する際に割れたくぼみが大きく、磨いても残った状態であ

る。 15点すべて全面研磨しており、光沢がある。また、両端部には線状痕が確認できる。

紡錘車石材は2点とも緑色凝灰岩である。 96は、直径3.8岨、高さ1.5 cm、穿孔径O.7岨で、断面形

は台形で丸みをもっ。側面には7つの複合鋸歯文が施される。底部には穿孔と同心円状に径 2.1岨の線

刻が施され、底部外縁にそって4つの複合鋸歯文が確認できる。複合鋸歯文は、先に線の交点を敵打し

て目印を入れた後に線刻している様子が観察できる。 97は、直径4.5皿、高さ1.9咽、穿孔径0.9岨で、

断面形は台形である。側面及び底面には多くの敵打漉と敵打の後に磨いた痕跡が確認できる。穿孔の内
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側に穿孔途中に生じた工具痕が残る。

金属製品(図35)

耳環銅芯金張である。 98は金張がよく残っている。 99・100は鋳化が進行して金張がわずかに残る。

98は環の外経3.0個、銅芯の径O.70曲、重さ 20.7gである。 99は環の外経3.2皿、銅芯の径0.66曲、

重さ 20.6gである。 100は環の外径3.2個、銅芯の径O.71岨、重さ 21.0 gである。

鉄鯨 出土した鉄製品は、全体の形状がはっきりしているものが少ないが、鉄線の可能性が高い。 101

は鉄鋼症の鎌身部から茎部である。嫉身の形状は柳葉型で、嫉身関部にかえりがあったと考えられる。 102

は鉄鍛の茎部である。中央部と下方部に木質が確認できる。 103は幅と形状から鉄織の鎌身部、 105は形

状から茎部の可能性がある。 104、106は薄い鉄片で、形状不明であるが嫉身と考えられる。

墓道出土山茶碗(図 35) 107~11Oは山茶碗である。 107 は美濃須衛産、 108~110 は束濃産である。 107

は器壁が厚く、底部内面は使用による摩耗が著しい。尾張5型式樹子期に比定される。 108は器壁が厚く、

口縁部が強く外反する。浅間窯下1号窯式期~丸石3号窯式湖に比定される。 109は高台がやや外反気味で

端部に面が認められる。浅間窯下1号窯式湖に比定される。 110は口縁端部がやや肥厚気味である。白土原

1号窯式湖に比定される。

(4)その他の遺構・遺物

SD3 (図 26)

遺構の状況墳丘の南西のE層上面から検出した溝状遺構である。周溝から外側のG3グリットに位置す

る。長軸の方位はN-30'-wである。これは想定される尾根筋と直行する方向にあたる。長さ 2.5m、幅

0.2m、最大の深さ O.7mである。掘方は四方がほぼ垂直に深く掘り込まれている。規格性の高い溝だが遺

構の性格は不明である。埋士は、最下層に基盤層を起源とする流入士があり、上層には炭化物が含まれる。

一定期間埋められることなく放置されたと考えられるが、上層については人為的な埋士であるかどう泊中Ij

断できなかった。

遺物出土状況埋士2層から石器2点が出土した。埋士1層から須恵器 17点が出土した。須恵器は聾 77

の可能性が高い。

出土遺物実測できる遺物は出土しなかった。須副知賓の体部片で、すべて同様のタタキ目が観察でき

る。そのタタキ目は 77と類似するため、同一個体の可能性が高い。 77は墳丘の南西に分布するため、 SD

3にもその破片が混入したと考えられる。

所属時期 気恵器の奮の破片は上層で出土しているため、遺構の所属時期は不明である。

Sロ2(図 18・図26)

遺構の状況石室掘方にある段の北東隅の壁面から検出した士坑である。 E6グリットに位置する。平面

形がほぼ円形を呈し、直径0.4mである。埋士は単層である。性格は不明であるが、石室掘方の壁面から検

出したことから、古墳構築と何らかの関係がある可能性がある。

遺物出土状況出土遺物は確認できなかったロ

所属時期検出状況から掘方と同時に掘られたと考えられるロ

SK23 (図 18・図26)

遺構の状況石室掘方にある段の北壁面から検出した土坑である。 D6・E6グリットに位置するロ平面

形がほぼ円形を呈し、直径0.4mである。埋土は単層で、北壁面付近にも同一の埋土が認められたロ性格は
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不明であるが、石室掘方の壁面から検出したことから、古墳構築と何らかの関係がある可能性がある。

遺物出土状況縄文士器1点が出土した。

出土遺物実測できる遺物は出士しなかった。

所属時期 検出状況から掘方と同時に掘られたと考えられる。

SD3 

_A_ 

注

/品ず
_K_ 

1 lOYR4/4 褐色粘質シルト
(炭化物含むややしまりあり)

2 1凶R4/2 灰黄褐色粘質シルト

(炭化物わずかに含むややしまりあり)
3 l0YR6/6 明黄褐色粘士{しまりなし}

基盤居からの流入土

品 ず止師、7
1 7.町R4/3 褐色粘質シルト
{砂岩粒3%混入、ややしまりあり) 1 7.5YR4/3 褐色粘質シルト

{砂岩粒S私尊重入、ややしまりあり)。
(8=1/50) 

園26 SD3 S昭2・23 遺構図

2m 

1)横幕氏は美濃における外護列石を「横穴式石室導入以後の古墳において、墳E裾あるいは段裾をめぐる石列で、主体郁の構築及び

それに伴う墳丘盛士工程と、密接泊、っ連続的に関わる構造をとるものJと定義しており、「主体部の構築及びそれに伴う墳丘盛士工

程とは切り離せる構造を持つものを葺石、貼石等として区別するべき」としている。後述するように、梅替古墳の構築工程において、

2段目は明らかに墳丘盛土の構築工程とは切り離せる構造を持つD 1段目についても、基底石は大型石材を用いるなど、墳丘の盛土

範囲を示す区画として機能した側面もあると恩われるが、構造的には2段目と同様である。したがって本報告では、墳丘斜面を覆う

磯群について「葺石」と記述する.

機幕大祐 1997rいわゆる外護列石についてJr.美濃の考古学』第2号

2)元三ヶ根3号古境では、墳丘内部から石室を取り囲む列石が検出され、石室を構築する際の一次盛土に伴うものと推定されている。

また、土生困氏はこれを「墳丘内埋没石積み施設」として墳丘構築工程の手掛かりとしており、類例として可児市の稲荷塚1・2号

墳が上げられている。

財団法人岐阜県文化財保護センター1992W元三ヶ根古墳群・白土原9・10号古窯跡』

土生田純之2003r，横穴式古墳構築過程の復元JW古墳構築の復元的研究』雄山閣

3)石室入口から向かつて、左側を左側壁、右側を右側墜と呼称する。

4)成瀬氏は、長手積みと小口;積みを併用し壁画を二段構成にする技法をB類として分類しており、掘方と一段目の構築が連動してい

ることを指摘している。

成瀬正勝1999r美漫における横穴式石室の構築方法侭瞳の積石技法を中心に J陥阜史学』第96号岐阜史学会

5)通常は、天井石の架からない部分は前庭部と呼称される。前庭部は羨道部の前面で墓前祭加を目的とした空間であり、美渡地方の

前庭部は側壁が外部に向かつて八の宇状に大きく開く形状をとる。当古墳では前庭部としてこのような機飽と形状をもっ施設は認め

られなb、天井石が架設されなくても玄室への通路と閉塞の機能を合わせもつことを優先させて、前庭部ではなく羨道部の名称を用

いた。また、横穴式石室に関する用語は、以下の文献を参照した。

小幡早苗・近藤美紀2001r.横穴式石室用語の定義Jr.東海の後期古墳を考えるJ第8回東海考古学フォーラム

6)長瀬氏は、東灘地方(可児市を含む)の後期古墳に副葬される小型警の特徴について、玄室の奥壁角部の 1方にl個体が通例であ

り、そのほとんどが平底であることを報告している.

長瀬治義2001r東濃地方の後期古墳文化JW美濃・飛騨の古墳とその社会』人賀晋編、同成社
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図27 出土遺物実測図 (1 ) 
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35 

37 

41 

42 。 10cm 

(5=1/3) 

図28 出土遺物実測図 (2) 
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図29 出土遺物実測図 (3) 
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70 

面 74

72 

73 GE~ 
76 。 10cm 

(S=1/3) 

o 10cm 

(S=1/4) 

図30 出土遺物実測図 (4) 
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図31 出土遺物実測図 (5) 
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20cm 

(S=1/6) 

図32 出土遺物実測図 (6) 
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図33 出土遺物実測図(7)



54 第 3章調査の成果

nハハハハハ川
U

師

円川けハハい

U

θ
h
l〕

G

m

山

1
1
φ
円
l
u
m
w

⑪

n
Uむ

m川
山
田

m川
山
制

G
円

l
u
o

①

打

川

ハ

窃

ハ

ハ

υ

川

山

田

③

日

目

⑨

⑧
日
目
@
一

l

l

l

a

J

8

 

8

⑬
門
川
〕

e

mw

命

日

U

m

円
川
川
川

U

8

G

〔
l
u
G

G

の

図 34 出土遺物実測闘 (8)
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106 
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国 35 出土遺物実測悶 (9)



56 第 3章調査の成果

第4節 中世以降の遺構・遺物

(1)中世以降の遺構

古墳築造後の時期の遺構をまとめたロ遺構検出状況や遺物出土状況から、中世から近世にかけての遺構

である可能性が高い。以下に遺構と遺物の詳細を述ベる。

sw， (図36・図 37)

遺構の状況発掘区南西部のE層上面で検出した石列である。 F3、F4、G4グリッドに位置する。当

遺構は、古墳の墳丘の西から南西裾にかけてみられる盛土状の堆積 (SX3)の下端部に位置しているが、

SX3とは無関係である。平面形はL宇状で、長辺は北西南東方向で4.0m、短辺は北東南西方向で1.7

mである。東端は石が抜かれて、段のみが残る。

検出時は、墳丘からの流入土でほとんど覆われていた。石材は墳丘の葺石の転落石を利用したと考えら

れるが、数点J11原石も含まれていた。石材の積み方は石材の平坦面を揃えるように1・2段で積まれてい

る。小口積みや長手積みといったそれぞれの石材の形状を考慮した積み方は見られず、使用されている石

材の大きさも様々である。また、 SX3の端部を削って設置したと考えられるが、背後の土層には裏込めが

見られなかった(図 36C-C')。この場所は SKllなど墓と考えられる土坑が下層に存在することから、

少なくとも近世以降は墓域として認識されており、墳丘から墓域への土砂の流入を防ぐ目的で設置された

可能性がある。なお、この石積みによる区画の中央北寄りに、調査時に埋没しきっていない状態で検出し

たことから撹乱と判断した土坑が存在する。この土坑は、近世以降SW1で固まれた墓域の範囲内において、

墓穴として利用するため掘削された穴が放棄された可能性がある。

遺物出土状況石列区画内から寛永通賓を含む3枚の固着した銭貨が出土した。撹乱とした土坑の西側で

あり、 E層上面から検出したSK08の上層に位置する。その他、須恵器片2点、山茶碗片1点、の細片が出土

している。

出土遺物(図37) 固着した銭貨 (lll)は、六道銭の一部と考えられる。字体から、寛永通賓は「古寛永J

1) と考えられる。

所属時期 寛永通賓を含む銭貨と石列の造られた時期との直接の関係は不明であるが、近世に墓域として

認められていたと考えられる。 SKllと石列の一部が重なることから、石列を設置する際にはSKllの位置が

考慮されていないことがわかる。 15世紀前半の遺構とした SKllとは時間差があると考えられるが、時期は

不明である。また、 SX3を削平してつくられていることから、 SX3より後出する遺構である。

SX3 (図38)

遺構の状況発掘区西部のE層上面で検出した盛土状の遺構である。 D3~F3 ・ E4~G4 グリッドに

位置する。当遺構は、梅替古墳の墓道周辺から南西の法面にかけてみられる人為的な盛土である。南北方

向は墓道の正面から周溝、西は墳E外まで達している。長さ約 14m、幅約 4.5mである。 SX3造成時には

墓道や石室、 2段目葺石も埋没しており、盛土は頂部まで緩い傾斜になっていたと考えられる。盛土中か

らは葺石の転落石と考えられる磯が多量に出土したが、葺石が原位置を保った状態の箇所も見られた。

SX3は、その形状と位置から墳丘頂部を何らかの目的で利用するに伴い、墳丘に登り易くするために設

置された可能性があり、 SX3の北端から墓道の上を通って墳丘頂部に達した可能性がある。盛土中から須

恵器と山茶碗・陶器類が混在した状況で出土していることから墳丘の墳頂部が改変された際に、石室の埋
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図36 SW1遺構図
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。
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図37 SW1出土遺物実測図

B' 

※赤色で表示した擦は、見通しの磯を示す。

※ SK07・08・09はE層上面で検出。

1 7.5YR4/6 褐色シノレ ト ややしまりあり

(径O. l~O. 3四の砂岩粒5%混入、ややしま りあり)
2 lOYR4/2 灰黄褐色シルト (しま りあり)

3 lOYR4/2 灰黄褐色シル 卜 (上層に比べて砂岩粒がやや多い)
4 lOYR4/6 褐色粘質シル ト

(炭化物わずかに混入、ややしまりあり)

5 lOYR5/8 黄褐色粘質シノレ 卜 (砂岩粒2%混入、 しまりあり)

。
(Sニ1/50)

5cm 

2m 
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没とほぼ同時期に人為的に造成されたものと考えられる。なお、転落石は積み上がったような状態になっ

ており、盛土の芯材として利用された可能性がある。墳丘周縁の山茶碗の出土状況(第5章第3節参照)

をみると、墳丘の南斜面及び SX3の南西部に分布のまとまりがあり、墳頂部に何らかの施設があり、そこ

から投棄されたり、流土ともに流れたりしたものが含まれている可能性がある。しかし、墳頂部は後世の

大規摸な盗掘にあっており、中世以降の遺構を確認する事はできなかった。

遺物出土状況縄文土器 11点、石器 14点、土師器7点、須恵器 174点、山茶碗60点、中世醐量 11点が

出土した。出土位置は SX3 の範囲全域にわたり、遺構表面から 30 岨~40 岨下層にどの種別も混在する状

態で出土している。

出土遺物(図 42・図 43)当遺構出土の土師器の賓54及び須恵器は第3節で述べた。同じく縄文土器 166、

167及び石器183、188、189は第5節で述べる。土師器のうち、中世以降と考えられる皿は細片であるため、

実測しなかった。 113~120 は山茶碗の碗・皿である。 113 は小碗が高台を失い小皿化した段階で、器高が

比較的高く、体部に稜が確認できる。 114は、器壁が厚く、高台断面が三角形を呈する。高台径 7.6岨と比

較的大きい。 113・114は美濃須衛産で尾張5型式併行期に比定される。 115は器壁が厚く、口縁部を外反

させ、口縁端部は外面に面をもってやや尖る。尾張5型式期に比定される。 116は器壁が厚く、胎土が微密

である。口縁部をやや外反させ、口縁端部は外傾する面をなす。窯洞1号窯式期に比定される。 117は器高

が低く、体部に稜があり、底部内面中央がくぼむ。白土原1号窯式期に比定される。 118は高台が粗雑化し

ており、高台径4.4岨と小さい。胎土が敏密で、器壁が薄い。大1同東1号窯式湖に比定される。 119は無高

台で器壁が薄い。器高が 3.2岨と比較的低い。脇之島3号窯式期に比定される。 120は高台が分厚く、底部

内面に圏線状の沈線が確認できる。胎士から美濃須衛産の可能性が高いが、時期は不明である。 146は片口

鉢である。体部が外反気味に聞き、口縁端部が外側に突出する。尾張9型式に比定される。

所属時期 出土遺物の出土状況から 15世紀前半以降に造成されたと考えられる。

SK3 (図38)

遺構の状況発掘区北部中央寄りのE層上面で検出した士坑である。 D5グリッドに位置する。古墳墳丘

2段目の斜面に掘り込まれた奥行6.5mの横穴状の遺構である。平面形の長軸の方位は、 N-25'-Wで北

西を向いており、北方向に開口している。入口は墳丘のテラスを含めて掘り下げられており、墓道のよう

な状況を呈する。墳丘2段目部分以南の底面は入口よりわずかに低く、また底面の幅が 0.5m程度となり、

最奥部に達する。最奥部から約1.3mは天井が残存しており、突き当たりには石窒の控え積みと考えられる

石材が露出していた。遺構が前述の盗掘排士 (SX1)によってほぼ埋没しており、これと同時に掘り下げ

たため、士層記録を残すことができなかったが、埋士には天井崩落士なども含まれていた可能性がある。

また掘削中に、炭化物がまとまって出土した箇所もみられた。

可児・加茂地域では古墳時代の横穴墓が多数分布することが知られており、当遺構もその可能性が考え

られたが、少なくとも完成された横穴墓とは言えず、何らかの目的で後世に構築された遺構と考えられる。

遺物出土状況縄文土器片1点、気恵器片1点、石器1点が出土した。いずれも流れ込みと考えられる。

出土遺物実視u可能な遺物は出土しなかった。

所属時期 中世の改変から現代の盗掘までに掘削された可能性があり、時期は不明である。

SL 1 (図39)

遺構の状況発掘区北部のE層上面で検出した被熱遺構である。 C6グリッドに位置する。埋没した梅替
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古墳の周溝上面で検出し、遺構の東側は墳丘の断割りにより掘削してしまったが、方形に近い形で炭化物

の広がりを確認した。炭化物の下から検出した浅い掘方の平面形は楕円形を呈していたと考えられ、長軸

の方位はN-50 -Eである。長軸長1.4m、短軸長 O.7m、深さ O.1mを測る。却場の角礁が4つ、上面

の高さを揃えて置かれており、いずれも被熱していた。また掘方北側には被熱痕が認められた。浅い掘方

の埋士はほぼ炭化物であり、この場で火を焚き、炭を片付けることなく遺棄したものと，思われる。可児市

今渡遺跡でも同様な構造をもっ遺構が確認されており、「火葬施設」とされている2)が、今回確認したもの

は、今渡遺跡のものと比較すると掘方が浅く、埋葬された形跡は無い。設置された4つの砂岩が棺台とす

れば、法量的に座棺の可能性がある。

遺物出土状況土師器2点が出土した。

出土遺物士師器は細片であるため詳細不明である。

所属時期周溝埋没後に設置されていることから、古墳時代以降の遺構と考えられるが、遺物等から類推

することができず、時期は不明である。

園38
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SK 1 (図 39)

遺構の状況発掘区北側のE層上面で検出した士坑である。 C5グリッドに位置する。平面形は楕円形を

呈し、長軸の方位はNー 71'-wである。長軸長0.9m、短軸長0.5mを担uる。埋士は単層である。深さ 0.08

mの浅い窪み状の掘方の中央から東寄りに長軸長 0.35mの亜円磯が立てられた状態で検出した。 E層を掘

り込んで立てられた石の周りに明確な掘方は見られないため、石とほぼ同じ大きさの穴を掘削して立てた

と推定される。地境を示す指標の可能性もあるが、遺構の性格は不明である。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

所属時期 表士直下のE層上面で検出したことから、比較的新しい遺構と考えられるが、正確な時期は不

明である。

SK5 (図 39)

遺構の状況発掘区北側のE層上面で検出した士坑である。 C6グリッドに位置する。埋没した古墳の周

溝上面に位置する。平面形は楕円形に近い形状を呈し、長軸の方位はN-28'-Eである。長軸長1.4m、

短軸長O.7m、深さ 0.6mを測る。埋土には葺石の転溝石と考えられる石が確認できるが、規則性は見られ

ない。埋土上層がE層に類似する砂質土であることから、 E層上面から掘り込まれていた可能性があるロ

遺物出土状況遺物は出土しなかったロ

所属時期 周溝埋没後に形成されていることから、古墳時代以降の遺構と考えられるが、出土遺物がなく、

時期は不明である。

SK7 (図 39)

遺構の状況発掘区南西のE層上面で検出した土坑である。 F3~G3 グリッドに位置する。平面形が 1

辺約0.6mのほぼ方形を呈するo 深さは0.9mで、掘方の壁面は、底面に向かってほぼ垂直に下がる。底面

には壁面などから崩落したと恩われる粘質土が堆積しており、埋め戻されるまで若干の時間差があったと

恩われる。掘削が容易でないE層を丁寧に垂直に掘り込んでいることから、定形の棺を納めるための土坑

墓の可能性はあるが、根拠となるような遺物は出土していない。

遺物出土状況須恵器1点、中世陶器1点が出土した。

出土遺物実測可能な遺物は出土しなかった。

所属時期 SKllに近接することから同じ時期の土坑墓の可能性もあるが、所属時期は不明である。

SK10 (図 39)

遺構の状況発掘区南西のE層上面で検出した土坑である。 G3~G4 グリッドに位置する。平面形はや

や不定な楕円形を呈し、長軸の方位はN-56' -Eである。長軸長2.3m、短軸長1.4mを測る。遺構埋土

の上面に墳丘葺石と同様な磯が集積していたが、 1点のみ河原石が見られた。底面は南に向かってやや深

くなるが、深さ 0.05m~0.2mと面積の割には浅い印象を受ける。

遺物出土状況土師器1点、須恵器3点、山茶碗5点、中世陶器5点が出土したが、いずれも細片である。

出土遺物 121は山茶碗の高台から体部の破片である。高台が粗雑化しており、高台径が 3.2咽と小さい。

大綱東1号窯式湖に比定される。 122は山茶碗の皿の底部から体部の破片である。底部内面中央がくぼむ。

大畑大洞4号窯式に比定される。

所属時期 E層上面で検出したことから SWlと同時期の可能性がある。山茶碗の時期は 14世紀末から 15

世紀初頭であるが、これらの遺物はE層に含まれていた可能性が高く、所属時期の判断はできない。
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SKll (図39)

遺構の状況発掘区南西のE層上面で検出した士坑である。 F3グリッドに位置する。平面形はやや不定

な楕円形を呈し、長軸の方位はN一位。 -wである。南東側を撹乱坑とした士坑に切られる。現存の遺構

は、長軸長1.9m、短軸長1.7m、深さ最大0.7mを測る。遺構の中央から北寄りに集石がみられた。集石

は3層が堆積する底面のくぼみ部分の上層に集まっており、平面形は方形に近い形状になっていたo 六道

銭が出土していることから墓坑の可能性が高く、遺体が腐ったことにより磯も底面近くまで下がったと推

定される。なお、棺の使用については不明である。 SWlが当遺構の上面に築かれており、 SWlが設置され

た段階では、すでにE確な位置がわからない状態になっていたと考えられる。

遺物出土状況縄文土器1点、須恵器8点、山茶碗4点、銭貨1点が出土している。銭貨は最下層である

3層から出土しており、 6枚が固着している。

出土遺物(図 40) 112は副葬品の六道銭と考えられる。両面とも銭貨の表面であり、それぞれ「開元通

賓」と「祥符通賓か」に判読できる。 123は山茶碗である。器壁が薄く、胎士が綴密である。大綱東1号~

脇之島3号窯式に比定される。

所属時期 開元通賓(初鋳 621年)は渡来銭と考えられ、中世において一般的に使用された銭貨である。

祥符通賓(初鋳 1009年)も渡来銭と考えられる。また、出土した山茶碗から、 15世紀前半と考えられる。

SD4以東の遺構群(図 41)

遺構の状況発掘区南西部から溝状遺構1基、土坑7基、柱穴及。牲穴状遺構6基を検出した。 H3・H

4、G4・G5グリッドに位置するロ墳丘南側は谷状の地形になっており E層が厚く堆積していたが、 H

3からG6グリッドにかけて、人為的に造成された平坦面を検出した。 SD4はその削平面端部に位置して

おり、排水施設として段に沿ってめぐっていた可能性がある。この平坦面は古墳の周溝を削平するが墳丘

には及んでいないことから、墳丘を意図的に残して開発した可能性がある。この平坦面上で SP1 ~6 、 SK12

~18 を検出した。 SP3 ・ 5 ・ 6 のように明確な柱痕跡が残るものもあるが、一定間隔で並ぶ穴はなく、掘

立柱建物や柵列は確認できなかった。しかし、このような柱穴は発掘区内の他にはなく、この場所に建物

など何らかの施設を設置する目的で造成された可能性がある。

遺物出土状況 SK15から山茶碗2点、 SP5から山茶碗1点、 SP6から白磁1点が出土した。

出土遺物 124・125は山茶碗の皿である。 124は底部内面中央がくぼみ、底部外面に rOJの塁喜がある。

大畑大洞4号窯式湖に比定される。 125は底部外面に判読不明な墨書がある。大綱東1号窯式湖に比定でき

る。 145は白磁碗の高台である。高台が細く高い。横地域跡の編年でV類3)に比定される。

所属時期 遺構の検出状況や形状、埋土などが類似しており、ほぽ同時期の遺構と考えられる。 E層に含

まれる陶器やSP5の山茶碗から 15世紀初頭以前の遺構群と推定される。

(2) その他の出土遺物(図 42~図 44)

ここでは、墳丘上や周溝埋土、遺物包含層から出土した遺物について述ベる。

126~144 はいずれも東濃産の山茶碗と考えられ、時期が複数認められる。 126 は小碗が小皿化した段階

であり、後出する皿に比して器高が高く、底部の若撞が厚い。浅間窯下1号~丸石3号窯式期に比定され

る。 127は高台径が4.8咽と大きく、高台の断面形が三角形を呈する。窯洞1号窯式に比定される。 128は

皿で、器高が低く、体部に稜が確認できる。白土原1号窯式に比定される。 129は皿で、外反気味に立ち上

がり、口縁端部は外面に面を形成して尖る。明和 1 号窯式期に比定される。 130~134 は高台径が小さく、
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器壁が薄い。大畑大洞4号窯式湖に比定される。 135"'141は立ち上がりの角度が緩く、器高が低い。また、

高台径が小さい。大綱東1号窯式潮に比定される。 142は高台が低く無高台に近い底部の形状である。 143・
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144 は無高台である。 142~143 は脇之島 3号窯式期、 144 は生田 2号窯式期に比定される。 147~151 ・ 155

~158 は古瀬戸である。 147 は樹齢皿である。口縁部に施紬が施され、体部下位に煤が付着する。古瀬戸

後E期に比定される。 148 は尊式花瓶である。体部が強く内湾する。古瀬戸後m~N期古段階に比定される。

149は小天目茶碗である。内外面に鉄紬が施される。古瀬戸後 I期に比定される。 150は天目茶碗である。

内外面に鉄軸が施され、口縁部が屈曲する。古瀬戸後W期古段階に比定される。 151は耳付水注である。完

形に近く、内外面に鉄剰が施される。また、範囲が不明瞭なため図化しなかったが、底部に墨痕が確認で

きる。古瀬戸後m~N期に比定される。 155 ・ 156 は四耳査である。把手の上下には沈線が確認できる。 155

は古瀬戸後 I~II期に、 156 は古瀬戸中 I~II期に比定される。 157 は内耳鍋である。完形で、外面中位に

煤が付着している。古瀬戸後W期古段階に比定される。 158は摺鉢である。口縁端部は外方へ突出し、凹面

をなす。古瀬戸後町期古段階に比定される。 152・153は土師器の皿である。完形に近い形で出土した。ロ

クロを使用せず、手担ねで成形している。 152は内面底部に仕上げのナデが確認できる。 153は底部と口縁

部の接合時のユピオサエが確認できる。 154は中国産の龍泉窯系の青磁である。外面に陽刻で錆連弁文が施

される。横地城跡の編年でBO類3)に比定される。 159は片口鉢である。 146に比べ、体部の立ち上がりの

角度が緩く、口縁端部は外に突出する。瀬戸産と考えられ、尾張 10型式に比定される。 160は常滑産の宝

縁状口縁壷である。肩部に2条、体部下位に 1条の沈線が確認できる。中野編年6a型式に比定される。

161・162は常滑産の裂である。 161は胎土が赤褐色を呈し、口縁端部は折り曲げ下に垂れる。中野編年6

a型式に比定される。 162は胎土が褐色を呈し、口縁端部は折り曲げ、体部につく。中野編年9型式に比定

される。 163・164は砥石である。墳丘を覆う E層やSK3などから 6点出土した。石材は砂唱が4点、泥岩

が1点、安山岩が1点である。このうち2点を図化した。 163・164は被熱がみられ、火入れして割れた面

を砥面として利用したと考えられる。いずれも砂唱で荒砥と考えられる。 163は置いて使用したと考えられ、

砥面は3面である。 164はその形状から手持ちで使用したと考えられ、砥面は4面で、線状にくぼんだ帯状

痕も確認できる。時期不明のため、この章に掲載した。 165は石鍋である。墳丘南東のE層で口縁部から体

部にかけての破片が 1点出土した。 165は鍔を含む体部の破片である。口径が推定24岨で中型である。口

唇部や鍔断面の角が鋭く、鍔の上辺より下辺が広いロ頚部と鍔の境に穿孔があり、吊り金具が取り付けら

れていた可能性がある。外面はノミで成形した痕が確認できる。内外面に線状痕や磨痕が多く確認でき、

欠損部断面も摩耗していることから、二次加工のうえ温石として再利用された可能性がある。鍔の形状か

ら草戸軒遺跡の石鍋編年におけるm-b類4)に比定される。

注

1) r寛」の字の 12画と 13画の頭が接すること、「賓」の字の貝画末尾が「ス」となることから古寛永といえる。

永井久美男編1998W近世の出土銭IU兵庫埋銭調査会

2)今渡遺跡では ST9から検出された礁について、「礎は遺構床面から箱状容器を浮かせつつ燃焼に必凄な通気性を確

保する役割がある」とし、火葬施設と判断している。 ST9は長軸長1.19皿、短軸長0.82皿、深さ 0.31mである。

岐阜県文化財保護センター却13W今渡遺跡』

3) 白磁・青磁の編年については、下記の文献を参照した。

菊川町教育委員会1999W横地城跡総合調査報告書』

4)石鍋の編年については、以下の文献を参照した。

木戸雅寿1982r草戸千軒町遺跡出土の石鍋JW草戸千軒No.112~ 広島県草戸千軒町遺跡調査研究所
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第5節縄文時代の遺構・遺物

(1)縄文時代の遺構

墳丘解体後、墳丘下で検出した遺構をまとめた。確認した遺構は被熱遺構1基、土坑1基で、 E5・C

6・D6グリッドに分布する。いずれも放射性炭素年代測定の結呆(第4章参照)から、縄文時代早期の

年代を示す。また、遺構から出土した縄文土器片は認められなかったが、墳丘盛土などから出土した土器

には縄文時代早期から前期の土器が認められることから、墳丘下で検出した遺構は縄文時代の可能性が高

いと考えられる。以下に遺構の詳細を述べる。

SL2 (図 45)

遺構の状況墳丘下で検出した被熱遺構である。 C6・D6グリッドに位置する。墳丘断面の断ち割りを

実施した際、西側を削平してしまった。平面形は楕円形を呈していたと考えられるが、削平した箇所を考

慮して残る東側の北壁面、南壁面上端を延長した場合、西側に向かって北壁面、南壁面がそれぞれ大きく

聞き、平面形は三角形に近い形状を呈する可能性がある。現存する部分の長軸の方位はN-60
0 -wで、

長軸長1.9血、短軸長1.3m、深さ最大 0.5血を測る。断面形はU状で、 B-B'断面より西側へ約 0.4血

離れた位置にあるA-A'断面の底面はやや平坦である。被繋娘が西側の底面、東側の北壁面、南壁面に

それぞれ認められる。底面の被袈液や底面形状から、西側が焚口の可能性がある。埋土の下層には炭化物

を多量に含む層が確認できる。平面形や被熱痕跡から当遺構は煙道付炉穴と類似する1)。また、出土した

炭化物の放射性炭素年代測定の結果、縄文時代早期前葉であることを確認した(第4章参照)。そのため、

当遺構はその形状や放射性炭素年代測定で得られた年代により縄文時代早期の煙道付炉穴である可能性が

高い。当遺構を煙道付炉穴と仮定すると、埋土上層(図45B-B' 3層・ 4層)は当遺構の北壁面を覆っ

ているが、この堆積が天井部崩落土か墳丘築造に関わる二次堆積かは判断できなかった。

遺物出土状況炭化物以外の出土遺物は認められなかっTこ。

所属時期放射性炭素年代測定の結果から、縄文時代早期と考えられる。

SK24 (図 45)

遺構の状況石室掘方底面で検出した土坑である。 E5グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈し、長

軸の方位はN-85
0 -wである。長軸長1.4血、短軸長0.65m、深さ 0.2mを測る。東西方向の断面形は舟

底状で東側がやや深く、西側に向かって徐々に浅くなる。底面に明確な被熱の痕跡は認められないが、埋

土上層(図 45C-C' 1層)に焼土が堆積していた。また、掘方の東側(図 45 C-C' 2層)に炭化

物がピy ト状に集積しており、その範囲は底面がやや深い箇所と一致する。

当遺構の長軸の方位が石室の掘方の主軸とほぼ一致することから、石室の構築と何らかの関係があると

考えたが、出土した炭化物の放射性炭素年代測定の結果、縄文時代早期前菜であることが確認された(第

4章参照)。そのため、当遺構はSL2と近い時期に作られた煙道付炉穴の可能性があるが、底面及び壁面の

被熱は認められない。

遺物出土状況炭化物以外の出土遺物は認められなかっtco

所属時期放射性炭素年代測定の結果から、縄文時代早期と考えられる。
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SK24 

__[_ リ1 5YR酬明褐色粘質シルト(径lc唱度の砂岩7%含_c(9  
而弐事とロケ-

U む、炭化物混入、しまりあり)焼土
r 2 10YR3/2 黒褐色粘質シルト(径3-15cmの砂岩礁5

%、炭化物多量に混入、しまりあり)炭化物の集積
3 10YR4/4 褐色粘質シルト(径2岨骨量度の砂砦10%.

炭化物わずかに含む.しまりあり)
4 10YR6/6 貧褐色粘質シルト(径1-20咽の砂岩16%、
炭化物わずかに含む、ややしまりあり)

_}，_一 一ー __  A_' 1 7.oYR4/4 褐色柑シルト(径3-10咽の砂蜘%的、炭化物わずかに筒、しまりあり)
釘蜘 ./.、ー-rー十 2 7.柵0/6 明褐色粘質シルト(焼土10%混入、炭化物わずかに含む、しまりあり}

--て -_LU 3 7.5YR4/2 灰褐色粘質シルト(炭化物30私含む、焼土混己り、しまりあり}

- ~3_1 4 四 4/8 赤褐色粘質シルト(砂岩粒5%含む、しまりあり}被署息した基盤層
. 噌可可 5 7.5YR5/6 明褐色粘質シルト(径1-3Ocmの砂岩10%含む、しまりあり}基盤層

_![_ 1 10YR4/4 褐色J粘質シルト(欄色プロック1%台む、しまりあり) ~墳丘盛士
87.7Qn 一一一_ 2 1000/4 暗褐色粘質'./1レト(砂岩粒1%含む、ややしまりあり) J 

_.ヴグーーごーー7. I 3 1000/1 黒褐色粘質シJレト(鋭化物多量に含む、径1-3咽の砂岩礎1%含む、しまりあり)
ンシウ~三こ 宝 I 4 7.5YR4/4 褐色粘質シルト(炭化物わずかに含む、砂岩粒1%含む、しまりあり)

子会/ー-J7足誌に-:i/ 5 7.5YR4/4 褐色糊シ川(蝋色プロック2%、鋭化物わずか11:含む、しまりあり)
.~ 判じ，ノ 6 7.5YR2/2 黒褐色粘質シルト(炭化物多量に含む、しまりあり)→サンプル様取

7 町R4/6 赤褐色粘質シルト(しまりあり}被熱した益盤層 。
園45 SL2・S胞4遺構図 (S=1/50) 

(2)縄文時代の出土遺物

2m 

縄文時代の土器や石器は、 E層上面の古墳や中世以降の遺構、墳丘下旧表土から出土した(実測縄文土

器は墳E盛土、 SXl、SX3出土である)。出土点数は、縄文土器が 168点、石器が 164点である。墳E下の

旧表土からは数点出土したのみである。古墳や中世以降の遺構から出土した遺物が多いが、古墳時代以降

の土地の改変によって混入したと考えられるため、本節で取り扱う。以下、縄文土器・石器について詳細

を述べる。

①文土器(園46)

出土した土器片は全体に器壁が薄く、摩耗が著しいことから観察の困難な破片が多数を占めた。その時

期は以下に述べる土器からみて、縄文時代早期から前期の土器と考えられる。

166は深鉢の口縁部片である。口縁端部はナデによって平坦に形成され、やや内傾する。外面には横方向

の条痕が確認できる。内面は摩耗が激しく、調整などは確認できない。 167は深鉢の口縁部片である。口i縁

端部はナデにより平坦に形成される。内外面に横方向の条痕が確認できる。内外面条痕を施す東海条旗文

系土器2)であり、縄文時代早期後半に属すると考えられる。 168は深鉢の体部片である。外面にはLR縄

文が確認できる。169は深鉢の体部片である。内面はナデ調整が確認でき、外面にはLR縄文が確認できる。

170は深鉢の口縁部片である。外面に横走する 2条の突帯が確認できる。内外面ともに摩耗しており、調整

は不明である。 171は深鉢の口縁部片である。内面を肥厚した上にキザミを加えて施文している。口縁端部

には粘土紐を貼付し、半裁竹管状工具によるZ字状の押し引きがなされている。外面には1条の突帯が確

認できる。縄文時代前期後葉の北白川E式・大歳山式土器と考えられる3¥172は深鉢の底部である。底径

は復元で 8.0cmである。底部が外方に張り出し、指頭による連続する浅い押圧が確認できる。縄文時代前

期の特徴に類似する4)。内面にはユピオサエが確認でき、外面は摩耗している。 173は深鉢の底部から体部

の破片である。底径は推定5.6咽である。体部内外面に斜め方向の条痕が認められる。
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図46 出土遺物実測図 (13)
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②石器(図47・図48)

縄文時代と考えられる石器を 32点掲載した。以下種別ごとに詳細を述べる。

石鯨墳丘盛土、石室埋土、 SX1から 10点出土した。石材は下目石が5点、チャートが5点である。その

うち5点を図化した。全体に薄く、主要剥離面を残さないものが多い。 出土した石鍛は、すべて無茎鍛で

基部が凹状のものと平らなものとに分けられる。 174""""'176は凹状の基部を有するもので、 175は扶り が浅

い。 176は脚部の一端を欠き、 175は脚部両端の先を欠く。 174は先端部をわずかに欠損している。 177・178

は平らな基部を有するものである。 177は未製品と考えられる。178は片面に打痛が残る。

石錐墳丘直上から 1点出土した。石材は下目石である。179は、先端から茎部に向かって太く広がり、頭

部との区別が不明瞭な形状である。先端の断面形状は菱型に近い。錐部先端は磨滅している。頭部上面に

自然面が残る。

石匙 SK2から 1点出土した。石材はチャートである。 194は横型石匙である。茎部の位置から左右非対称

形であるといえる。刃部は片面調整である。紐などの着柄の痕跡は確認できない。

スクレイパー墳E盛土、石室埋土、 SX1、SX3から 8点出土した。石材はチャートが7点、頁岩1点で

ある。そのうち4点を図化した。 185は両面調整で凹形の刃部を作り 出している。186は両面調整で刃部を

作り出しているが、その角度は比較的鈍い。 187は属平な三角形の剥片を用いており、両側縁部中央付近に

片面調整の刃部を作り出している。188は、剥片の尖った部分をはさんだ両側縁に片面調整で刃部がみられ

る。

模形石器 SX1から1点出土した。石材は下白石である。180は剥片の両端に潰れ状の剥離が認められる。

打製石斧墳正盛土や石窒掘方から8点出土した。石材はホルンフェルス4点、粘板岩2点、泥岩2点で

ある。完形のものが少なく、残存部の形状から大半が小型の短冊型であることが推測される。そのうち2

点を図化した。197は小型で、両面に斜め方向の線状痕が確認できる。198は右側縁部が直線的であるのに

対し、左側縁部はやや膨らみがある。刃部先端は尖っており、刃部付近に磨滅痕が確認できる。

磨製石斧石窒埋土から1点出土した。 石材は流紋岩である。 199は、 基部が欠損している。側縁部には加

工痕と考えられる線状痕が確認できる。刃部に磨滅痕や剥離が認められる。

石核墳丘盛土、 SX1から 3点出土した。石材はすべて下目石ある。そのうち 1点を図化した。195は円磯

を打ち欠いたもので、風化した自然面が観察できる。
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昨墳丘盛土、 SXl、SX3、包含層 1• II層から 7点出土した。石材は下呂石が2点、チャートが5点で

ある。そのうち4点を図化した。 181~184 は二次加工が確認できる。 183 は薄く細長い形状で、左端に細

かい剥離が確認できる。

MF 墳丘盛土、石室埋土、 SXl、SX3、包含層E層から 33点出土した。石材はチャートが 25点、下呂石

が7点、呆曜石が 1点である。そのうち5点を図化した。 189は風化した自然面があり、その反対側の側縁

に剥離が確認できる。 190は全面風化しており、剥片側縁の1か所に剥離がみられる。 191は剥片上端部に

わずかに平坦面があり、剥片側縁の2か所に剥離が確認できる。 192は剥片側縁の一部に自然面が残り、そ

の反対側縁に剥離が確認できる。 193は風化した自然面の反対側縁の一部に剥離が確認できる。

石錘 SXlから 1点出土した。石材は安山岩である。 196は、扇平な楕円形の河原石を用いて、長軸の両端

を打ち欠いて挟りを作っている。両面に敵打によるはがれが確認できる。

磨石・蔽石墳丘盛土、周溝埋土、 SXl、SX3、包含層E層から 25点出土しTら石材は安山岩 12点、砂

岩 5 点、その他花闘岩、凝灰岩、濃飛流紋岩、黒色片岩などである。そのうち 5点を図化しTこ。 200~203

は河原石を用いた磨石である。いずれも扇平な両面を作業面として使用しており、敵打痕が両面と側面に

確認できる。 204は棒状の敵石である。長軸の両端に敵打獲が確認できる。

石皿・台石周溝埋土、包含層E層から 3点出土した。石材は安山岩、花闘岩、花筒斑岩である。そのう

ち1点を図化した。 205は河原石を用いた台石である。厚さ 4.3咽で、断面形状は扇平な楕円形を呈する。

両面とも中央部に使用した痕跡が確認でき、細かな凹凸がある。

注

1)煙道付炉穴は全国的に形が類似しており、平面形は細長い二等辺三角形状を呈している。二等辺三角形の底辺付近

に関口部、 トンネノレ状になっていたと考えられる部分に煙道部、二等辺三角形の頂点、にあたる部分に煙出部がある。

焼土・炭化物が煙道部付近に認められる例が多い。小漬氏によると煙道付炉穴の全長は東海地方では1.5血 .......2.0mが

最も多いとしており、その時期は大川式~鴻ノ木式としている。

fj嶺学 2003f'煙道付炉穴及び炉穴に関する一考察JW関西縄文剛tの集落・墓地と生業』関西縄文論集 1 関西縄文

文化研究会編、六一書房

2)山下勝年2008[東海条痕文系土器JW総覧縄文土器』小林達雄編、アム・プロモーション

3)県内では同様の特徴をもっ土器の出土例として、揖斐郡揖斐川町上原遺跡、下日市的場遺跡がある。

財団法人岐阜県文化財保護センター2000W上原遺跡』

萩原町教育委員会1993W的場遺跡』

4)県内では同様の特徴をもっ土器の出土例として、揖斐郡揖斐川町上原遺跡、加茂醐覗町背戸遺跡がある。

財団法人岐阜県文化財保護センター2000W上原遺跡』

坂祝町教育委員会・岐阜県・建設省 1988W芦戸遺跡一級河川|木曽川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘報告書』
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表7 溝状遺構観察表

遺構名 開査時
グ!I;:I}t 

検出 断面
上端 上端 下端 下端

深さ
切り合い

遺構番号 遺構審号 東 南 届位 形状
長職 短軸 長軸 短軸

1m) 〉 〈
備考 時代

西 j， 1m) 1m) 1m) 1m) 
切る 切られる

SD3 8032 G 3 E層上 E 2." 0.18 2.16 0.12 0.73 ー 須恵器奏片出土 古墳か

SD4 8042 G'H 3-5 E層上 lV (2.96) 0.31 0.21 0.11 1- 中世以降

SD5 8050 G 6 E層上 I (O.61) 0.2 (0.58) 0.07 0.13 1- 墳丘 古墳以前

旋回1は周構、SD2は割 水槽のため表化していまい。

衰8 土坑観察衰

遺構名 調査時
グリ y ド

検出 堆積
平面形状

断面
上掛 上端 下端 下掛

深さ
切り合い

時代

遺構番号 遣皇構番号 東 南 層位 状況 形状
長軸 短軸 長靴 短軸

1m) 〉 〈 備考
西 オヒ

上端 下蛸 1m) 1m) 1m) 1m) 
切る 切られる

811 S011 C 5 E層上 a a a E 0.45 0.31 0.26 0.16 0.08 ー 中世以降

SK2 S013 E 6 墳丘上 a a a 不定 0.55 0.16 0.35 0.15 0.31 墳丘 盗掘坑 中世以降

SK3 S016 D 5 墳丘上 6.5 1. 92 6.22 0.2日目 1. 72 墳丘 中世以降

'" S018 E-F 6 墳丘上 d c c lV 2.41 1.8 2.1 1.64 0.2 墳丘 中世以降

SK5 S023 C 6 E層上 b a a E 1.4 0.69 0.83 0.31 0.52 周揖 中世以降

SK6 S025 B 5 E層上 a a a E 0.38 0.3 0.22 0.14 0.06 周揖 中世以降

SK7 S026 F-G 3 E層上 b b b E 0.72 0.68 0.54 0.43 0.85 SK8 SK9 ー 中世以降

S回 S027 F 3 E層上 a .，.、 ‘か E (0.34) 0.41 (0.24) 0.2 0.06 ー SK7 中世以降

SK9 S029 F'G 3・4 E層上 a a a lV (1.04) 1.08 (0.96) 0.97 0.07 ー SK7 中世以降

S日<10 S030 G 3・4 E層上か a a a lV 2.26 1. 43 2.01 1.2鴻 0.11 1- 中世以降

S日u1 S031 F 3 E屠上 b "弘、 b E (1. 92) 1.72 0.84 【}， 98 0.6 
SWl SX3 

中世以降
撹乱

S日n2 5033 G 5 E層上 d b b v 0.96 0.56 0.87 0.43 
0.05 

中世以降
(0.38) 

S日<13 5036 G 4 E屠上 a a a lV 0.33 0.29 0.24 0.19 0.09 中世以降

S日<14 5036 H 4 E屠上 a a a E 0.26 0.26 0.2 0.19 0.1 中世以降

S日u6 5037 H 4 E屠上 a a a v 0.28 0.26 0.15 0.16 0.19 中世以降

S日<16 5039 H 3 E層上 。 a a lV 0.31 0.22 0.11 0.11 0.18 中世以降

S日m SD44 H 4 E層上 a a a I 0.19 0.19 0.09 0.1 0.11 中世以降

S日<18 SI叫 5 H 4 E層上 a b a v 0.22 0.19 0.12 0.12 0.16 中世以降

S日<1， 5053 F 6 E層上 a a a 不定 0.28 0.28 0.14 0.11 0.06 SK20 墳丘 古墳以前

S置20 8054 F 6 E層上 a a a 不定 (0.24) 0.23 0.14 0.13 0.07 墳丘盟国 古墳以前

S置21 5056 D 6 E層上 a 不明 木明 不定 1. 06 10田) 0.85 (臥 72) 0.09 墳丘 古墳以前

S置22 5056 E 6 E層上 a a a I語通 (0.44) (0.42) 0.26 臥 27 (0.11) 墳丘石室 古墳

S置23 5057 E 6 E層上 a a a I語通 (0.66) (0.54) 0.25 0.2日目 0.4悶 墳丘石室 古墳

S置24 5058 E 5 E層上 d a c lV 1. 42 0.66 0.82 0.2 0.26 石室 縄文早期

表9 被熱遺構観察表

表10柱穴状遺構観察表
グリ y ド 平面形状 上蛸 上地

下端 下掛 切り合い
遺構名 調査時 検出 堆積 断面 長軸ヲイン 短柑ライシ 深さ 時代

遺構番号 通量構番号 東 南 層位 状況 形状
長軸 短軸

長 長 1m) 〉 〈 備考
西 j， 上端 下端 1m) 1m) 

1m) 1m) 切る 切られる

SPl 8034 G 5 E層上 d a a ア 0.35 0.35 0.18 0.18 0.38 ー 中世以降

SP2 S040 H s E層上 a a a イ 0.21 0.2 0.09 0.07 0.27 ー 中世以降

SP3 S041 H s E層上 c a a ウ 0.48 0.44 0.28 0.3 0.58 ー 中世以降

SP4 S043 H 4 E層上 a b b ウ 0.28 0.2 0.09 0.12 0.26 1- 中世以降

SP5 S046 H 4 E層上 d a a イ 0.35 0.16 0.11 0.12 0.4 中世以降

S問 S047 H 4 E層上 d a a ア 0.22 0.2 0.11 0.14 0.36 ー 中世以降

SP7 S048 H 4 E層上 a a a ア 0.22 0.21 0.11 0.11 0.35 ー 中世以降
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表11 土器観察表 (1) 

掲載 出土地点 接合遺構 時期
ロ錫瞳

口径
底経

器商 備考 挿図 図版

番号 一層位 一層位
種別 産地 器種

型式
存率

1m，) 
台径

1，田) 〈内) 内面似事) 外面 番号 番号(Xj12) {個]

1 石室週土下層 "昔土 須恵揚 尾張 野蓋 H11 114ω (3.1) ((外内))回転ナデ
回転ナデ・回転ヘヲ削り

27 

石室一極土下層、
墳_fi:-i、石室ー壇

(内)回転ナデ
2 石室一塩土床直 土下層.k， 5X3-須恵器 尾張 年蓋 H61 (新) 7 14.3 5.0 

(外)回転ナデ・回転へラ削り
27 8 

c・4・e、E3-:表

土

石室ー埋士下層・
(内)回転ナデ

3 石室ー埋士床直
u 石室ー埋土下

須恵器 尾根 界蓋 田11新) 8 15.0 4.4 (外)ヘラ自lり・回転ナデ 自然軸 27 8 
層‘ SKll-1・1

付着
SX3-f 

4 境丘一E
墳丘一直上、 04ー

須恵器 尾根 旅蓋 田11新) 3 (14.0) 3.3 
(内)回転ナデー指オサエ

27 
E (外)回転ナデ・回転削り

墳丘直上.f， 
(内)回転ナデ回転

5 墳丘 E 5002-c • d、出 須恵揚 尾張 郎蓋 田11新) 5 (14.6) ~1 
(外)回転《ラ骨刊・回転ナデ

27 8 
E 

墳丘直上.， . (内)回転ナデ
6 墳丘一軍 須恵揚 尾張 郎蓋 田11新) 3 (14.4) ~1 (外)回転ナデ・回転ヘヲ切り 27 

d. .、 04-n
降灰有り

7 演丘一I直上 同一E 須恵器 尾根 界蓋 H阻{新) (14.8) (3.6) 
(内)回転ナデ

27 
(外)回転ナデ・回転ヘラ削り

8 SXl-d 5Xl-c 須恵穆 尾張 界蓋 躯ヶ抱 8 14.8 4.9 
(内)回転ナデ

27 8 
(外)回転ヘラ削り 回転ナデ

墳丘直上、石室
(内)回転ナデ・当て具痕

g 石室温土h 埋土i、 S日 須恵4降 11内 郎蓋 τKI0-43 5 (14.8) u 
(外)回転ナデ・へラ切り未調整

27 8 
f、E4-n

墳丘直上・ E 、 (内)回転ナデ
10 墳丘 E SXl-d、D3-II、 須恵4降 11内 郎蓋 TK43 4 (13.6) (4. 5) (外)回転ナデ・回転削り・ヘヲ切 27 

04-n り末調整

11 境丘一E
墳丘ー直上、 SXl-

須恵器 織内 量不蓋 TK43 9 13.1 4.3 
(内)回転ナデ・静止ナデ

27 
c， D4-D (外)回転ナデ・ヘラ切り末網整

12 墳丘一E
墳丘一直上o.

須恵器 織内 界蓋 TK43 4 13.8 4.8 
(内)回転ナデ

27 
5Xl-ιD4-n (外)回転ナデ・ヘラ切り末網整

13 墳丘一E 5Xl-c、D4-n 須恵穆 織内 界蓋 TK43 8 13.8 4.1 
(内)回転ナデ・当て具模

27 
(外)回転ナデ・ヘラ切り末網整

墳丘直上・ d・ (内)回転ナデ・当て具極
14 墳丘 E 47， C4-II、04 須恵犠 11内 郎蓋 TK43 9 13.8 u (外)回転ナデ・回転削り・ヘヲ切 27 8 

E り末調盤

15 SX3-g 須恵犠 尾張か 郎蓋 H15 (内)回転ナデ (外)回転ナデ 27 

16 E7-m直上 須恵穆 尾張 界蓋 H16 (10.4) (3.6) 
(内)回転ナデ

27 
(外)回転ナデ・回転ヘヲ削り

11 石室寸盤士下層 墳丘っ 須恵場 尾張 揮蓋 H16 s 112ω (4.1) 
(内)回転ナデ

27 
(外)回転ナデ・回転ヘヲ削り

(内)回転ナデ
18 石室温土h 墳丘 J 須恵犠 尾張 郎蓋 H15 3 (12.0) (3.7) (外)回転ナデー回転へラ削り 27 

外商降灰有り

19 S四-， F3-D 須恵器 尾張 揮蓋 H16 (11.4) (3.8) 
(内)回転ナデ

27 
(外)回転ナデ・回転ヘヲ削り

墳丘 E ・4・L 美濃
(内)回転ナデ

20 石室温土h 須恵犠 郎蓋 須術師号 6 11.4 4.1 (外)回転ナデー回転へラ削り 27 8 
SX3-c • f 須衡

煤附着

21 SXl-d 須恵場 尾張 揮身 田11新) 6 116ω (4.7) 
(内)回転ナデ

27 
(外)回転トラ削り

22 石室寸盤士ro，墳石室丘一一b極、士sx下1-:層h、 須恵場 尾張 坪身 田11新) 2 114ω (4.7) (4.9) 
(内)回転ナデ

27 
(外)回転ナデ・回転削り

23 D3-II 須恵様 尾張 郎身 H61 (新) (内)回転ナデ、 (外)回転ナデ 27 

24 C3-11 
C4-n、D3-II、

須恵場 尾張 坪身 田11新)
(内)回転ナデ

27 
04-n (外)回転ナデ

26 D4-11 須恵揚 尾張 亦身 躯ヶ池 2 112ω '.8 4.1 
(内)回転ナデ

28 
(外)回転ナデ・回転ヘヲ削り

26 墳丘 E
墳丘直上・口、

須恵揚 尾張 停身 躯ク拙 2 (12.8) 5.0 4.1 
(内)回転ナデ

28 8 
04-n (外)回転《ラ削り 回転向ラ切り

27 墳丘 E
墳丘直上、目

須恵揚 尾張 停身 躯ク地 3 (14.4) (4.8) (3.9) 
(内)回転ナデ・指オサエ

28 
E、D4-II (外)回転ナデ・回転削り へヲ記号

墳丘下層・直
(内)回転ナデ

28 石室温土下層 須恵器 織内 係身 τ843 11 12.4 3.9 (外)回転ナデー回転へヲ削り 28 8 
」二・ E、03-1

へラ切り末調整

" 墳丘 E 墳丘直上 須恵祷 織内 停身 TK43 5 (11.4) (7.0) 4.8 
(内)回転ナデ

28 
(外)回転ナデ・《ラ切り未調整

30 墳丘 E 墳丘直上 須恵祷 -由 停身 TK43 4 112ω (4.2) 
[内)回転ナデ

28 
[外)回転ナデ・へラ切り末調整

31 D4-II 須恵器 織内 郎身 τ843 (11.6) (2.7) (内)回転ナデ、 (外)回転ナデ 28 

32 石室趨士下層 石室樫士下層 須恵祷 尾張 停身 H44泊哨15 (11.2) (3.6) (4.1) ((外内))回転ナデ・指オサェ
回転トラ削り 回転ナデ

28 8 
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表12 土器観察表 (2)

備考

〈岨)I (岨;I (岨i (内) 内面(外) 外商

一目 (6.8) (2.2) 28 

(3.6) (1. 7) 28 

3 I (10.0) (5.7) 28 

1 I (13.0) (3.8) 28 

6 I 13.自 (4.7) 28 I 8 

9 114.7 I - I 5.0 

9 112.8 I - I 5.1 

28 

一目 (8.0)I (6.0) 28 

8.2 1(8.7) 28 I 9 

28 I 8 

28 I 8 

29 

29 

29 I 8 

29 I 9 

29 

29 I 9 

29 

29 

29 

29 

29 I 9 

29 I 9 

(7.0)目 29 I 9 
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表13 土器観察表 (3)

掲載 出土地点 接合遺構 時期 口径
底径

場高
(内) 内商備考桝) 外商 挿番園号

番号 層位 層位
種別 産地 器種

型式 (叫
台径

同〉
(叫

墳丘一E |抱c、B一4直-n上盟1-|輔者 広口議
(内)回転ナデ

" 尾張 "'43 2 (11. 8) 4.6 13.4 (外)回転ナデ波状文・沈線2条 29 9 
回転ヘラ削り・底部ヘラ記号

65 「層 |温墳土丘e-ef、 鵬 |銅器
尾張か

5 (9.8) (4.0) ((外内))回回転転ナナデデ・ 矛削り 29 畿内

副最訂66 周調車種土下層 |問 不明 1 (8.2) (3.1) (内)回転ナデ、 俳)回転ナデ 29 

67 同 C • e • f 1..車議 H15 6.9 (9.5) ((外内))回回転転ナナデデ・回転ケズリ・沈趣 29 
2条自然利付着融着物有

68 墳丘 |駈 b
|衛官畢 昆輯4 施 H16 2 (7.8) (3.3) 回国阪臨ナナデデ・沈線2条 29 

69 凪 E Z盲且蛇 岨当 H15 沈回回転転線ナナ2条デデ・波状文・刷幌文 29 

70 「居 I II.田 E DS 1"富盛 H16 回国植植民民ナナデデ 指回オ転サ向ェラ削り 30 

71 国田EE 、 D3ll， 
|問 尾張 提瓶 H15 (12.6) 鼠蜂鼠ナヘ・デカヲキ削・指目りオ・サ回ェ転ナデ 30 9 

指仔一市首 l <3-
|欄指 幽付書 宵日

(内)当て具疲指ナデ・回転ナデ
30 73 織内 遺(外孔)2段タタキ・回転ナデ・披状文 10 

74 告停ー宵 l
|澗 構内

台盛 "'43 g 6.2 竹回転管文ナデー比・ 3トナデ回転ナデ 30 9 

76 同一官官 l 宮市 H16 (7.3) 回回転転ナナデデ、 3をオ孔サ3方エ向 30 

76 SX3-f 1"宙暑 H16 (12.2) (7.7) 回回転転ナナデデ 刺突文、透孔宥り 30 

77 SX1-h |横af 出bh.巴 d.s田D回e3 
|欄指 尾張 司邑 5 (22.0) (10.0) 

推定 (内)指オサz ・ナデ
30 10 

28.7 (外)タタキ・ナデ

78 SX1-f |間 尾張 司邑 3 (45.8) 
((外内)) 

TTZ行デタタキ・波状文・洗練 31 

官
l (41.8) I (回2目1.8) 1?トデデ・・ハ枕線ケ後・波ナデ状文・当・てタ具タ痕キ

79 周溝ー埋士下層 |輔封 6世記噛半

I(日44.6) 
ナタデタキ・当て具痕 ハケ " 10 

尾張 聾2体ロ短縁町部部田 F

悶飯町覇
(内)回転ナデ

1 38白 6
(22.4) 

(外)回転ナデ沈銀総京文

80 SX1-I:: |澗 6世紀噛半 タタキ 33 10 

((外内))回回転転ナナデデ・タタキ

|山輔
美濃

碗
(内}回転ナデ

35 107 「層
須衛 併行

4 15.3 (6.4) ι6 (外}回転ナデ回転糸切り 12 
貼付高台籾般痕・降灰

108 |山輔 東機 碗 償か丸問禄石3rA  1 14.7 7.5 ι。((外内))貼回回転転付ナナ高デデ台・・籾回転般糸痕切り後ナデ 35 12 

109 
石室温土下層・

|山輔 東機 碗 削繍" 1 (15.1) 7.3 ι3 ((外内))回回回転転転ナナ糸切デデり・貼・籾付高顛捜台 35 

|憐時一日釘1::.5Xlー
|山輔 碗 白土原1

(内}回転ナデ
35 110 東根 4 (14.0) (6.0) (4. 9) (外}貼回転付ナ高デ台 穂回転般糸疲切り 12 

113 SX3-d |山輔 美須S衛R 皿 1 (8.6) (3.6) (2.3) 42 

114 SX~噌 同]{3-， |山輔
美濃

碗 7.6 (3.6) 42 
須衛

116 SX3-f |山輔 東:. 碗 察桐l 3 (16.0) (4.2) 42 

117 SX3-f |山輔 東漫 皿 自主原1 12 8.0 5.0 1.4 回国伝伝ナナデデ・・静回止転措糸切ナデり・板ナデ 42 12 

118 SX3戸f |山糊 東機 碗 大綱閣1 6 12.0 (4.4) 4.4 籾国国民民橡ナナ痕デデ・ロ・・静縁回止端転ナ糸部切デに籾り叡・ 42 

119 SX3-g |山輔 東:. 碗 脇之島3 5 (11.6) 4.2 3.2 ((外内))回回転転ナナデデ・回転糸切り・籾殻痕 42 12 

120 SX3-f |田 e |山輔
美漫

碗 σ0) (1. 5) ((内外))回回転転ナナデデ 圏回鵬転状糸切のり 伺籾殻リ痕 42 
須衛

，，=......¥11 
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衰14 土器観察衰 (4)

栂" 出土地点 接合遺構 時期
口縁残

口径
底径

着t，高 備考 挿図 図版

番号 一層位 一層位
種E川 産地 接種

型式
存皐

(岨J 台径
(岨} (内} 内面伊半} 外面 番号 番号

(X/12) (岨J

121 5KI0-1 山茶碗 束事提碗 大洞東1 (3.2) (1.0) (俳内))回回転転ナナデデ 回転糸切り 貼付 42 
高台・籾殻痕

122 8KI0トa 山茶碗 東灘皿 大畑大綱4 (6.0) (0.7) 
(内)回転ナデ

42 
切ト)回転ナデ回転糸切り 板ナデ

125 8K11-a 山茶碗 東灘椀
大綱東1か

4 (11.6) (2.8) 
(内)回転ナデ

42 
脇之島S 切ト)回転ナデ

124 SKl5-d 8K16-1 山茶碗 東潰皿 大畑大綱4 6 8.4 4.6 1.0 (俳内))回回転転ナナデデ・回転糸切り・板ナ 42 
デ、墨書有り

126 SP6-g 山茶碗 東潰皿 大洞東1 3 (8.0) (6.2) 1.1 (俳内))回回転転ナナデデ・回転糸切り・墨痕 42 
有り

126 F7-II 山茶碗 東潰皿
浅間窯下1

12 8.1 4.4 2.2 (俳内))回回転転ナナデデ・回転糸切り・自然 42 12 
か丸石 3

戦付着

127 周骨埋士下層 山茶碗 東灘椀 織洞1 1 (14.0) (6.4) (6.1) 
(内)回転ナデ

42 
俳)回転ナデ貼付商台楓殻鍍

128 SXl-h 山茶碗 東灘皿 自士原1か 12 8.2 4.8 1.4 
(内)回転ナデ静止ナデ

42 9ト)回転ナデ回転糸切り 板ナデ

SXl-b、周溝埋 (内)回転ナデ・静回止転ナ糸切デ
129 S孟1弘 山茶碗 東根皿 明和1 11 9.2 6.2 1.4 俳)回転ナデ・ り 42 

土n，G6-II 
板ナデ、全体にひずみ有り

大畑大綱4 (内)回転ナデ・静回止転ナ糸切デ
120 S孟l-d 山茶碗 東根碗

(古)
6.1 (1.8) 俳)回転ナデ・ り・貼付 42 

高台・視錐痕・板ナデ、降灰

121 周 骨 坦 土l 山茶碗 東根碗 大畑大綱4 3 (13.4) (6.6) (3.9) 
(内)回転ナデ・静板止ナナデデ・貼付
俳)回転ナデ・ 高台 42 

理鬼強車

122 周骨埋士t 山茶碗 東潰檎 大畑大桐4 4 (13.0) (4.8) (4.5) 
(内)回転ナデ静止ナデ

42 
併)回転ナデ貼付高台観殻鍍

122 S孟l-h SXl-e'g 山茶碗 東横碗
大畑大洞4

7 13.3 2.2 4.8 (俳内))切回回転転りナナ・板デデナ・・静貼デ止付.5ナ高台デ設復・回転糸 42 
(新)

D7-n、E7-rr • (内)回回転転ナナデデ、・ 静止ナデ
124 周骨坦土下層 山茶碗 東横碗 大畑大洞4 9 13.1 4.1 4.9 俳) 貼付高台・回転糸 42 

E直上
切り・籾殻痕

125 S孟l-d 5X1" 山茶碗 東漫碗 大綱東1 7 12.7 5.8 4.5 
(内)回転ナデ・静回止転ナ糸賀デ
砂防回転ナデ・ り 42 12 

貼付高台淘磁痕

(内)回転ナデ・静止ナデ
126 墳丘直上 山茶碗 東漫碗 大洞東1 9 12.9 4.2 5.7 俳)回転ナデ・回転糸切り・板ナデ 42 

へラ切り・貼付高台・割強痕

(内)回転ナデ
127 S孟l-h 周溝ト湿土b 山茶碗 東横碗 大綱東1 8 12.3 5.6 4.5 汐ト)回転ナデ・回転糸切り 42 

貼付高台淘磁痕

(内)回転ナデ・静止ナデ
128 SXl-d 5X1.: 山茶碗 東横碗 大洞東1 7 13.6 4.4 4.9 汐ト)回転ナデ・回転糸切り 42 

貼付高台都競痕

139 SXl-i SXl-h、F7-II 山茶碗 東漫椀 太洞東1 3 (12.8) 5.8 3.7 
(内)回転ナデ

42 
俳)回転ナデ貼付高台楓殻復

(内)回転ナデ
140 D7-1[ 山茶碗 東横碗 大洞東1 5 13.0 3.5 4.0 

俳)切回転りナ・板デナ・貼デ付・2高S台殻痕・回転糸
42 

(内)回転ナデ

141 G6-II 山茶碗 東横碗 大綱東1 8 11.7 3.0 3.5 げト)回転ナデ・回転糸切り 42 
貼付高台却磁痕

(内)回転ナデ・静止ナデ
142 G7-II 山茶碗 東省食碗 脇之島3 6 (13.0) 4.6 3.3 げト)回転ナデ・都回転磁糸複切、煤り付着 42 

貼付高台・ か

143 周構ー坦士f
周精子一塩士b、G&-

山茶碗 東漫椀 脇之島S 4 (11.6) (4.4) (2.8) 
(内)回転ナデ

42 
E 伊ト)回転ナデ回転糸切り

144 C6-II 山茶碗 東漫皿
生田2か大

4 (10.3) (6.4) (2.6) 
(内)回転ナデ

42 
窯 伊ト)回転ナデ回転糸切り

146 SP6戸 l 自磁 中国 自磁碗 V葱
(内)回転ナデ施軸

43 
伊ト)回転ケズリ

146 S目-8
5X1-g、G6-II‘

山茶碗 海戸 片口鉢 9型式 1 (34.0) 10.2 
推定 (内)回転ナデ

43 12 
G7-D 12.0 俳)回転ナデへラ削P

縁殺νJ、古瀬戸後E
(内)回転ナデ・施勅

147 G6-II 古瀬戸 瀬戸 5 10.0 5.0 2.5 俳)回転ナデ・施勅・回転糸切り 43 
皿 -1V古

煤付着

148 G6-II 台頭戸 頬戸
尊式花 台頭戸後E (内)回転ナデ

43 
瓶 実調 俳)回転ナデ施柑

149 H4-II 台頭戸 頬戸
小天目 台頭戸後I

2 (8.8) (3.4) 5.7 
(内)回転ナデ施柑敏糊

43 
茶碗 期 伊ト)回転ナデ施柑密実制高台削出
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表15 土器観察衰 (5)

掲載 出土地点 接合遺構 時期 口径
底径

器商 側考
挿番図号

直明
種別 産地機種 台径

番号 層位 層位 型式 (，同
(，同

(咽 (内) 内面(外) 外商 番号

160 G<l-n |捕F 漏戸 椀天!
古

2 (11.8) (俳内))回回ラ転転自tiナナりデデ・・施施刺軸鉄鉄湘紬・回転へ 43 

151 G4-n |捕戸|瀬戸 注 かW
9 4.6 5.0 7.8 〔俳内)J施施軸紬・回 供切り 43 12 

157 同一市首 l |土町議不明皿 10 9.3 5.8 1.6 
ナデ・底 Tデ

43 12 

153 I市 l |土町議|不明 皿

一一儲類A背U溜泉つ鵜戸a後系M叩BO 

12 9.8 6.0 1.7 ナナデデ・・指指才オササエェ 43 12 

154 G3-H 青磁中国青磁磁

(開(俳内内)))施施固回紬伝転油ナナ・鏑デデ謹弁施沈文軸線 把手貼付

43 

166 |晴子 海戸 43 12 . n期
施軸

(内)指ナデ・指オサエ

166 墳丘一87 |回一E |晴子顕戸 Iコ~観FE Tm  俳)指ナデ沈揖晴2段 43 12 
把手貼付施軸

167 G<l-n |町 E |晴子顕戸
官

12 24.6 13.0 11.6 【伊内ト)}固回伝転ナクデズリ・静止糸切り 43 
煤付着

158 F7-H |捕戸 瀬戸指鉢 d 1 30.0 (10.7) 

回回回回転転転転ナナナナデデデデ・・摺へラ目ケズヲ

43 

G3-H |山糊瀬戸 (30.0) (11.9) 159 43 

160 G<l-n 常滑常滑
(内)指オサェナデ

43 12 
砂防沈線・回伝ナデナデケズリ

161 G<l-n 常滑 常滑聾 6.型式 a (泊 6) (9.7) 指タナタデキ後・指指オナサデエ、粘土頑・降灰 n “ 

167 SXl-i |砕E 常滑

主
9型式 1 (45.6) (9.3) 旨旨ナナデデ ・指オサエ 44 

事 事王室Wl!L 

171 墳丘 |縄文土器 不明脅迫体 (俳内))突ナ帯デ貼・付貼付刺突突帯 刺ナデ突 会6 13 

177 5Xlも |縄文胡不明書噂 縄文前期 (8.0) (2.9) (俳内))摩指輔オサ・エ底仰キザミ 46 13 

表16石製品観察表

掲載
器種

遺構名
層位 石材

最大長 最大径 孔径 重さ
備考

掃図 図版

番号 地区名 (，同 (由〉 同) 匂〉 番号 番号

81 管玉 石室樫士 5 緑色凝灰岩 3.3 1.2 0.32 0.10 8.1 34 11 

" 管玉 石室趨士 下眉 緑色凝灰岩 3.4 1.2 0.36 0.17 8.1 34 11 

83 管玉 石室趨士 u 緑色凝灰岩 3.1 1.1 0.26 0.11 8.1 下孔周辺蜜み 34 11 

84 管玉 石室趨士 下眉 緑色凝灰岩 3.2 0.7 0.40 0.10 6.2 34 11 

85 管玉 石室趨士 下眉 緑色凝灰岩 3.3 0.9 0.28 0.09 3.3 34 11 

85 管玉 石室趨士 下眉 緑色凝灰岩 2.9 1.1 0.29 0.14 6.8 34 11 

87 管玉 石室極士 下眉 緑色凝灰岩 2.9 1.1 0.30 0.18 7.4 34 11 

88 管玉 石室極士 下眉 緑色凝灰岩 3.0 1.0 0.29 0.12 6.0 下孔周辺蜜み 34 11 

89 管玉 石室坦土 下眉 緑色凝灰岩 3.0 1.1 0.42 0.09 6.6 34 11 

g。管玉 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 2.7 1.1 0.20 0.11 6.2 34 11 

91 管玉 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 2.8 0.9 0.30 0.09 6.1 34 11 

" 管玉 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 2.7 1.0 0.30 0.14 6.3 下孔周辺極み 34 11 

93 管玉 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 2.6 0.9 0.31 0.16 4.2 34 11 

" 管玉 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 2.6 0.9 0.28 0.06 3.9 下孔周辺蜜み 34 11 

96 管玉 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 2.6 0.7 0.22 0.12 1.8 34 11 

96 紡錘車 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 厚さ1.6 3.8 0.10 0.70 28.3 複合鋸歯文 34 11 

97 紡錘車 石室坦土 下層 緑色凝灰岩 厚さ2.0 4.6 0.90 0.90 44.4 34 11 
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表17金属製品観察衰
提議

器種
遺構名

層位 素材 最大長 最大幅
最大厚 皐さ

備考
挿図 図版

番号 地区名 (00) (g) 番号 番号

9咽 耳環 宥室温土 下層 鋼 3.00 2.60 乱 70 20.7 鋼芯金張 35 11 

" 耳環 宥室温土 下層 鋼 3.20 2.80 乱 66 20.6 鋼芯金張 35 11 

100 耳環 宥室温土 下層 鋼 3.20 2.85 0.71 21. 0 銅芯金張 35 11 

101 鉄織 宥室温土 下層 鉄 9.40 3.00 0.60 4.7 機身榔 35 11 

102 鉄織 右室温土 下層 鉄 7.50 1. 50 0.60 24.4 茎部木質が積極できる 35 11 

103 鉄織 右室温土 u 鉄 2.50 2.60 0.2泊 4.9 織身郁か 35 11 

104 鉄織 石室温土 下層 鉄 2.90 2.40 0.17 3.0 織身郁か 35 11 

105 鉄織 墳丘.TR3 ー 鉄 3.60 1. 30 0.42 2.9 茎郁か 35 11 

1【訓6 鉄舷 石室温土 下層 鉄 3.70 1.40 0.15 3.8 茎郁か 35 11 

111 鋪曲 51' 銅 2.50 2.50 0.38 8.6 (3枝〕 寛永逝賓を含む3枚 31 12 

112 舗曲 SKll 2 鋼 2.50 2.50 0.70 13.2 (6枝〕 闘元適賓を含む6枚 40 12 

表18石器観察表
掲載

器種
遺構名

屠位 石材
最大長 最大幅 最大厚 室さ

備考
挿図 図噸

番号 地区名 〈叫 {岨〉 (咽) w 番号 番号

163 砥石 5Xl h 砂砦 12.0 8.6 4.6 777.6 砥函3面 " 12 
164 砥石 墳丘 底面 砂砦 10.3 2.9 3.1 94.0 砥面4面手持ち

" 12 
166 石鍋 包含居間 E 滑石 (9.4) (6.3) 2.1 169.9 " 12 
174 釘宮越石犠 墳丘 f チャト (1.6) 1.4 0.4 0.4 47 13 

176 釘宮越石犠 墳丘 1層直上 下目石 (1.8) (1.6) 0.4 0.7 47 13 

176 釘宮越石犠 石室温士 下層 下目石 1.8 (1.6) 0.3 0.4 47 13 

177 布製右犠 包含屠03 E チャト (2.2) 2.2 0.7 2.6 47 13 

178 布製右犠 石室温士 下層 下目石 2.2 1.7 0.9 1.9 47 13 

179 石錐 墳丘 1層直上 下目石 3.0 1.6 0.9 3.2 47 13 

180 槙蝉石穆 5Xl t 下目石 2.2 1.8 0.6 2.0 くさa-ー対 47 13 

181 RF 5Xl t 下目石 2.0 2.1 0.6 1.6 47 13 

182 RF 墳丘 a チャト 1.6 1.6 0.3 0.7 47 13 

183 RF 5X3 。 チャト 2.0 2.2 0.2 0.3 47 13 

184 RF 包含屠G3 E 下目石 2.6 2.6 0.7 6.0 47 13 

186 スグレイノ屯 墳丘T回 。 チャト 2.6 2.1 0.9 4.6 47 13 

186 スグレイノ屯 包含層" E チャト 2.4 3.4 1.3 9.6 47 13 

187 スグレイ，< 包含屠白 E チャト 4.0 3.1 1.1 11.4 47 13 

188 スグレイパー 5X3 。 チャート 4.0 6.9 1.6 19.0 47 13 

189 M F  5X3 b 下目石 2.7 1.8 0.3 0.9 風化面有り 47 13 

190 M F  墳丘 墳丘南西部'"下邑宥 2.4 5.2 0.5 7.3 風化面有り 47 13 
冒後世盛土

191 M F  墳丘 掴 下呂石 3.2 3.8 0.5 4.1 47 13 

192 M F  墳丘 境目後丘甫世盛商阿土見段 チャート 4.6 6.9 1.0 26.2 47 13 

193 M F  SXl t 下品右 3.7 2.4 0.8 5.6 風化面有り 47 13 

194 宥匙 SK2 1 チヤト 2.3 4.4 0.9 6.0 47 13 

195 宥核 SXl b 下品右 3.9 2.2 1.3 9.8 風化面有り 47 13 

196 打欠右錘 SXl b 安山岩 4.1 3.3 1.0 15.9 47 13 

197 釘盟右手争 SX3 f ホJレンフェルス 6.2 3.0 1.1 25.2 縁状調度 48 13 

198 釘盟右手争 墳丘 d ホJレンフェルス 10.8 3.9 1.2 59.6 48 13 

199 磨製石斧 石室温土 k 流紋岩 (9.1) 5.4 2.1 118.4. 縁状調度 48 13 

200 磨石 包含層07 E 安山岩 11.4 9.6 4.7 767.7 贈面2面 48 

201 磨石 SXl ー 安山岩 8.5 8.0 4.2 579.8 磨面2面 48 

202 磨石 SX3 f 安山岩 16.9 13.9 7.3 2472.1 勝面2面 48 

203 磨石 SX3 d 安山岩 11.0 8.1 4.0 429.2 磨面2面 48 

204 敵石 包含屠G6 E 砂岩 13.6 3.4 3.0 161. 7 48 

205 石皿・台石 周務官5 ， 安山岩 15.8 15.0 4.3 1698.3 使用面2面 48 13 
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